
飯山市埋蔵文化財調査報告書 第19集

小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告1

日焼遺跡 ・南原遺跡 ・屋株遺跡 ・大倉崎館跡

1989

飯 山市教 育 委 員 会



飯 山 大 倉 崎 館 跡 測 量 図 縮 尺1.:200

有

限

会

社

写

真

測

図

研

究

所

・調

製

飯

山

市

教

育

委

員

会

1988年10月 測 量

等 高 線 間 隔50伽



飯 山 大 倉 崎 館 跡 測 量 図 縮 尺1:200

有

限

会

社

写

真

測

図

研

究

所

調

製

飯

山

市

教

育

委

員

会

1988年10月 測 量

等 高 線 間 隔50伽



飯山市埋蔵文化財調査報告書 第19集

小沼湯滝バイパス関係遺跡発掘調査報告1

日焼遺跡 ・南原遺跡 ・屋株遺跡 ・大倉崎館跡

1989

飯 山市教 育 委 員会



巻頭図版1

日焼遺跡 先土器時代の石器1(黒 耀石)



巻頭図版2

日焼遺跡 先土器時代の石器2(安 山岩)(安 山岩 ・頁岩)
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大倉崎館跡 瓦質火炉
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大倉崎館跡 陶磁器類



序

飯山市教育委員会

教育長 浦 野 昌 夫

飯 山市は長野県の北端 に位置 し、奥信濃の産業 ・経済の中心地で

あ ります。古 くは、上杉謙信方に属 し、その後飯山藩の城下町 とし

て発展 して きました。 また、この地域は原始～古代 ・中世 にいたる

埋蔵文化財 の宝庫 でもあ ります。

今 回あ一般 国道117号 線小沼湯滝バイパス建設に伴 う調査は、飯

山市 で最 も遺跡群の密集す る地域 のひ とつであ ります。酷暑続 く7

月 よ り雪の降 り積 もる11月 までの長 きにわたる調査によって、1万

数千年前の先土器時代か ら5百 年前の中世 に至 るまでの貴重 な遺構

・遺物が発見 されました。

飯 山市教育委員会 は、この貴重 な文化財 を大切 にし、永 く後世 に

残 してい きたい と考 えています。

この緊急発掘調査 に協 力 して くだ さった飯山建設事務所及び地 元

関係者や 多 くの方々の御厚意に対 し心か ら御礼 申し上げ ます。

この報告書が郷土 の歴史解明 と明 日の生活の糧 として活用 される

ことを念願す るものであ ります。

平成元年3月1日



例 目

ひ やけ みなみはら や かぶ

1本 書は長野県飯山市に所在する日焼遺跡(大 字瑞穂豊字南原)、 南原遺跡(字 南原)、 屋株遺跡(大
おお くらざき

字瑞穂字北原)、 大倉崎館跡(大 字常盤字外和柳)の 発掘調査報告書である。

2調 査は、一般国道117号 線の小沼湯滝バイパスの建設にともない、飯山市教育委員会が飯山建設事務

所の依頼により実施 したものである。

3発 掘調査は飯山市教育委員会が主体 とな り、昭和63年度の単年度事業 として実施 したものである。調

査体制は、第1章 に記したとお りである。

4本 書の作成は、時間の関係上各遺跡毎に分担して行ったもので、調査員の間で充分な討議に基づ いて

いない。したがって、全体 を通 して一:貫した記述になっていない面もあるが御容赦頂きたい。

なお、各遺跡整理担当者は第1章 に掲げた。

5日 焼遺跡のテフラ分析については、群馬大学講師早津賢二氏 ・日本考古学協会員小島正巳氏に依頼し、

執筆をいただいた。

6日 焼遺跡出土黒耀石の分析については、立教大学教授鈴木正男氏に依頼し、執筆 をいただいた。

7発 掘調査から本書の作成にいたるまで、下記の方々から貴重な御教示を賜った。厚 く御礼申し上げる。

(敬称略 五十音順)一

太田文雄 大原正義 金井喜久一郎 河内八郎 中島英子 中島庄一 広瀬:昭弘 松沢芳宏 水野和

雄 宮下健司
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噛＼

1 調査に至る経過

___.般国道117号 線は 、長野市 を起 点 とし、千 曲川か ら信濃川沿 いに新 潟県十 日町市 を経 て小千谷市 に至

る総延長100.9kmの 国道であ る。 この沿線 には、11市 町村が位 置 し、 これ らの地域 の生活活動 の大動脈 と

して・ また・長野県 と新 潟県 を結ぶ幹線道路 として産 業 ・経済に重要 な役割 を果 た して きている。 しか し、

千曲川下流域 の飯 山市か ら新潟県十 日町市 にかけては、急峻 な断崖や 山地 が続 き、さらにその間に はJR

東 日本(株)の 飯 山線 と国道117号 線が併行 あるいは交差 しなが ら続 いている。 また、 この地域 は全国的

に も豪雪地帯 で知 られてお り、積雪期 には よ うや く片側 通行 が可能 といった状態であ った。こ うしたこ と

か ら建設省は、 これ らあい路 を打開 し加 えて高速交通網へ のア クセス道路 として改良 ・整備す る こ ととな

った。

この計画の一環 として行 われる小沼湯滝バ イパスは、飯 山建設事務所が昭和63年 度 よ り工事 を着工す る

こととなった。

しか し、設計段 階 よ り埋蔵文化財包蔵

地 につ いては考 慮 されてお らず 、県の埋

蔵文化財保護 部局 とも協議が なされ てこ

なか った。県が決定 したルー トは、周知

の埋蔵 文化財 包蔵地 の 日焼遺跡 ・南原遺

跡 ・屋株遺跡 ・大倉崎館跡 ・上野遺跡 ・

大倉崎遺跡 の6遺 跡 を縦断す る形で通っ

ていた。 ・

この ことを飯 山市教育委員会 が承知 し

たのは、昭和63年4月26日 であった。す

ぐに県文化課 と連絡 を取 り、翌27日 、至

急現地協議 を行 いたい旨の連絡 を受 けた。

5月6日 、県文化課 ・建 設事務所 ・市文

化財審議委員高橋桂 氏 ・市教育委員会で

現地協議 を行 う。 その結果 、上記6遺 跡

とも範囲内で あるこ とが再確認 され た。

建設計画は、昭和63年 度 は(仮)常 盤

大橋の橋 台の建 設 を予定 してお り、その

ため仮 設道路 を建 設す るが 、その ままバ

イパスルー トにな るということであった。

すなわち北 の柏尾橋 よ り工事 を開始 して

日焼遺跡 ・南 原遺跡 ・屋株遺跡 を通過 し

て橋 台の建設 にかか り、一方南の大 関橋

よ り大倉崎遺跡 ・上野遺跡 を通過 し、大

倉崎館跡内 に橋台 を建設 しようとい うも

のであった。

このこ とに たい して県文化課 は、調整
図1国 道117号 線 小沼湯滝バ イパス路線(破 線)1日 焼遺跡、2南原遺跡、

3屋株遺跡、4大倉崎館跡、5上野遺跡、6大倉崎遺跡(一般国道117号概要より)
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の中で飯山市教育委員会に事前の調査 をお願いしたい旨の話があった。市教育委員会は、住民の悲願でも

あるバイパス建設であることは充分に承知はしているが、単年度で6遺 跡の調査は到底不可能であると回

答 した。結局、今後調整 しなが ら詰めることとなった。

その後の調整のなかで、南の大関橋か らの仮設道路は次年度に行い、常盤側の橋台建設のための仮設道

路は堤防より敷設することとなった。このことにより、大倉崎遺跡 ・上野遺跡の調査は次年度 に繰 り越さ

れることが出来た。

しかし、年度途中であ り準備 を___.切行ってないこと、他にも大規模な調査が持ち上がっていること、調

査専従者が不足していること等、市教育委員会が調査を受託する状況にはなかった。

5月 末にな り、住民要望の強いバイパス建設であるので是非事前調査 を受託するように と市長部局から

の要望もあ り、教育委員会 としても住民感情を考慮 して受託すべ く準備 を開始した。教育委員会は、この

ほかにも計画されている小泉遺跡の埋蔵文化財調査 もあり、田村況城、高沢秀徳、常盤井智行の三氏に依

頼 し、田村況城氏を小泉遺跡の調査主任 として、常盤井智行氏を国道117号 線関係遺跡の調査主任に、高

沢秀徳氏を同調査員にそれぞれ委嘱 した。

6月10日 付で建設事務所より埋蔵文化財発掘通知が提出される。

7月8日 付で飯山建設事務所長より市教育委員会教育長あて発掘調査委託依頼があり、同日付で契約 し

た。

なお、最終的な協議結果は以下のとお りである。

1調 査対象遺跡は、 日焼遺跡、南原遺跡、屋株遺跡、大倉崎館跡の4遺 跡 とし、調査面積 を4000mz以

上 とす る。

2大 倉崎遺跡、上野遺跡は次年度の保護対象遺跡 として改めて協議する。

3橋 台工事は11月 中旬より開始 となるので、現場における調査は、それまでに終了する。

4調 査は北側の日焼遺跡より順次行 う。

2調 査 と 整 理

A発 掘 作 業

日焼遺跡 ・南原遺跡 ・屋株遺跡 ・大倉崎館跡の発掘調査は、11月 中旬には全て完了しなければならない

ために、きわめてハー ドなスケジュールとなった。6月 末の市議会において、発掘調査に伴 う補正予算が

可決されると同時に発掘準備を開始した。各遺跡の調査 ・整理作業の実施状況は図2の 通 りである。

調査主体は飯山市教育委員会(教 育長 浦野昌夫)で 、別に組織した調査会が実施 した。調査体制は以

下の とおりである。

国道117号 線 関係遺 跡調査会 名簿(昭 和63年 度)

問

長

長

員

会

顧

会

副

委

夫

夫

清

桂

義

郎一

静

昌

武

賢

沢

野

藤

橋

部

沢

野小

浦

佐

高

阿

藤

(飯山市長)

(飯山市教育長)

(飯山市教育次長)

(飯山市文化財審議委員)

(飯山市議会議員)

(飯山市議会議員)
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委 貝

事 務 局

団 長

調査主任

調 査 員

良

夫

三

郎

一

昭

正

巌

久

宏

博

雄

子

一

ギ

広

岩

吉

幸

允

静

ツ

保

山

越

出

木

藤

田

田

川

水

辺

月

崎

久川

丸

吉

小

鈴

佐

岸

村

西

清

渡

望

森

桂

行

徳

雄

智

秀

静

橋

井

沢

月

盤

古
同

膏
巾

古
同

胡
王

(飯山市議会議員)

(柏尾区長)

(関沢区長)

(上野区長)

(大倉崎区長)

(市公民館瑞穂身館長)

(市公民館常盤分館長)

(市建設課監理係長)

(市建設課監理係主査)

(市教育委員会次長補佐 兼社会教育係長)10月1日 転出

(市教育委員会社会教育係長)10月1日 転入

(市教育委員会社会教育係)

(市教育委員会臨時:職員)

調 査 団

(飯山南高等学校教諭)

(市教育委員会埋蔵文化財調査員)

(市教育委員会埋蔵文化財調査員)

(市教育委員会社会教育係)

発掘調査参加者

(日焼遺跡 ・南原遺跡)

o小 林元造 丸山長治 小林みさを 望月てる 阿籐光友 小林勇 出沢吉重 出沢重忠 望月俊一 出

沢利雄 鈴木清五郎 望月直吉 沼田真蔵 望月祐二 岸田今朝二 増山盛三 小林重治 山崎満枝 坂

井昇 山本香 綿田茂実 鷲野吉太郎 鷲野家康 吉越古寿 小林 とき

o岸 田幸夫 岸田康夫 増山正直 丸山栄一 吉平周三 丸山信行 川久保茂樹 阿籐幹雄 丸山三男

山崎義雄 小林治 山崎幸雄 増山保範 丸山満(以 上柏尾地蜂の会)

O新 免悟 田沢春樹 川久保世念子 川久保安保 丸山英樹 丸山多津子 増山典子 服部由美子 小林義

幸 岸田雅樹 小境啓之'(以 上高校生)

o出 沢俊明(教 委事務局職員)

(屋株遺跡)

o小 林元造 小林みさを 阿籐光友 小林勇 出沢吉重 出沢重忠 出沢利雄 鈴木清五郎 岸田今朝二

望月祐二 増山盛三 鷲野家康 鷲野吉太郎 綿田茂実 小林 とき 山崎満枝 坂井昇 小林重治

(大倉崎館跡)

o小 林経雄 竹内大五郎 北条辰男 大森信衛 沼田多久治 鷲野吉太郎 梨元智年 小坂ハッエ 鈴木

ため 丸山信隆 太田勇 万場昇 一 鈴木常男 丸山淳一 佐藤まさの 丸山さだお 鈴木はな江 小林

一・枝 丸山広士 小坂いさお 小坂三次 鈴木操 梨元スガ 中原博志 万場義秋 万場 くに 万場 はま

小出まさ子 万場きよの 徳永愛子 中原 トヨ 万場 とみ子 徳永よ志江 万場恭枝

なお、4遺跡の発掘作業中上言己関係者のほか次の方々より御協力をいただいた。厚く御礼申し上げる。(五十音順)

日焼 ・南原遺跡 黒岩隆 小林欣____田 沢工務店(田沢良夫社長)望 月邦男 山崎良典
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屋株遺跡 川久保善美 小林一人

大倉崎館跡 小林精一郎 鈴木元義 中原英吉 中原信 万場喜一一

万場喜三郎 万場義秋

㊧ 発掘作業の実際は、他に大規模な発掘調査(小 泉遺跡)が 併行 し

て行われたため、調査主任常盤井 ・調査員高沢の二人制で行った。

B'整 理 作 業 と報 告 書 の 作 成

11月中旬までの調査予定は、天候不順や作業員の安定確保に苦慮 した

にもかかわらず、ほぼ予定通 り進捗 した。なお、最後の調査地区となっ

た大倉崎館跡については、当該時期における重要な遺構 ・遺物が検出さ

れ、この保存問題について11月下旬 より協議を行 うことになった・県文

化課 ・飯山建設事務所 ・市教育委員会 ・調査団の四者会談が12月 にかけ

て行われた。その結果、ルートの変更は無理であるが 遺構をなるべ く破

壊しない工法で行 うこととし、さらに、破壊 される土塁の部分について

は次年度詳細な調査を行 うこととなった。

このこともあり、本格的な整理作業は12月 中旬より開始された。3月

末 までに報告書 を刊行するためには2月 中にまとめる必要があり、実質

2か 月の整理期間であった。そのため、整理 というよりも報告書作成の

ための作業 となった。南原遺跡 を除いた三遺跡についてそれぞれ分担し

て行 うこととした。各遺跡の整理分担は以下の とお りである。

日焼遺跡o望 月静雄 柳孝子 綿田茂実 常盤井智行 山本香

屋株遺跡o高 沢秀徳 常盤井智行 中塚盛子 小林龍子 望月静雄

大倉崎館跡o常 盤井智行 高沢秀徳 小林龍子 山本香

遺物復元 ・注記O田 村況城 小林経雄 竹内大五郎 北条辰男 山崎

満枝 小林みさを 北山けさえ 綿田茂実

写真撮影o田 村視城(o印 担当者)

しかし、実質40日 の整理作業では到底無理があり、充分にまとめるこ

とができなか った。

本書の執筆分担は目次に記 した。なお、編集については第1章 ～III章

を望月、IV・V章 を高沢、VI章 を常盤井が行い、高橋団長が統括 した。
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第II章 遺跡群の位置 と環境





1遺 跡群の位置 と地理的環境

A遺 跡群の位置

日焼遺跡は、長野 県飯 山市大字瑞穂豊に所在す る。小 字名 では、 日焼 ・南原の二 ヶ所 にまたが ってい る

が、最初 の発 見地 点が 日焼 であったため両者 を分 離す ることな く、 日焼遺跡 とした。

日本有数 の大河一千 曲川が 、長野県の最:後に残す平 が飯 山盆地で ある。飯 山盆地 は、飯 山市蓮 には じま

り、北は飯山市瑞穂柏尾 、飯 山市太 田今井 に至 る南北16km、 東西6kmの 紡錘 形の盆地で ある。 この盆地 の

北半部には、木 島平 ・常盤平 ・外様平 と呼称 され る肥沃 な沖積地が展開 し、北信濃 の一大穀倉地帯 を形成す

る。

千曲川は、柏尾 をす ぎて信越国境 に近 い山岳地帯 に入る と断層線に沿って嵌 入蛇行 しつつ、V字 形の深

い漢谷 をつ くってい る。左岸 には比較的小規模 、右岸 には比較的大規模 な段丘 を形成 し新 潟県の十 日町 ・

小千谷方面へ と流れ去 っている。 この渓谷 を縫 うように して左岸の狭い平地 を飯 山線が走 ってい る。

遺跡は、 この信 越国境へ と至 る漢谷がつ くられる直前 の右岸の低位段 丘面 に存在す る。遺跡 の所在 す る

飯 山市瑞穂地区は、毛無 山(1649.7m)よ り数本 の尾根が西方へ のびている。 この尾根 と尾根 との間に埋

積谷が存在 し、尾根末端 面に集落が存在す る。尾根末端面は急傾斜 で平地 に接 している。地質 的には、毛

無 山に連続す る山地 と柏尾 峰 ・太子林 ・宮中丘陵へ と続 く洪積 層 よ りなる丘陵、千曲川の形成 した沖積地

に三 区分 され る。太子林 ・宮中丘陵は、すでに触 れているように先土器時代の遺跡が南北 に並ん でいる所

である。

本遺跡は 、太子林 ・宮中丘陵 よ り一段低 い段丘面 にある。対岸 の大倉崎段丘面は、かつ ては太子林 ・宮

中丘陵 と地続 きであ った。それが千曲川の下刻浸 食作用 によ り分離 され た とされている。

さて、遺跡は、5000m2以 上 の広範囲にお よんでいる。 したがって、私達はA～Gの7地 点に区分 してい

る。今 回、調査 した地点はG地 点であ り、遺跡確認調査では最 も散布遺物の稀薄:な地点であ った。G地 点

は遺跡の 中では最 も高位 にあ り、ゆ るやか に西側 に傾斜 を示す ものの、平坦 に近 い。北側 は、千 曲川の沖

積地 であ り、水 田地 帯 となっている。西側 は、ゆ るやかに傾斜 し、千曲川に接す る部位 で5mほ どの急崖'

となって いる。更に南西 に向って次第に傾斜 を増 し境の沢の谷地 、及び千 曲川に接す る。表面採 集で遺物

が最 も多 く採集 され るのは、この南西の斜面 である。 この南西斜面の先端 には往時、渡船場が あ り、関田

山脈 の平丸峠 を越 えて来た越後人が野沢温泉へ行 くために よ く利用 したとい う。

屋株遺跡は、飯 山市大字瑞穂屋株 に所在す る。境 の沢の谷地 をは さみ 日焼遺跡の南東 に位置す る。遺跡

は、西側に傾 斜す る屋株 の台地上 にある。遺跡の東方には、関沢新 田村 として知 られる屋株部落が ある。

遺跡 の南側 は、浅 い沢状 の地形 を呈 してお り、北側 は急崖 をもって境 の沢 の谷地 にいたっている。本遺跡

は、分布調査 の段 階では、先土器時代 の遺跡 として、把握 され ていたが、今 回の調査 を とお して 、先土器

時代ばか りでな く、縄文前期 ・平安 時代 中半期 に またがる複合 遺跡であるこ とが確認 され たので ある。

大 倉崎 館趾:は、飯 山市常盤上野に所在す る。 日焼遺跡対岸の大倉崎丘陵の北端 に位置 してい る。大倉崎

の丘陵は、すでに触 れているように地質学的には対岸 の太子林 ・宮中丘陵 と続いてお り、千曲川の下刻 ・

浸食 作 用に よって分離 した。従って成 因は同 じである とい う。 この丘陵南端の瀬付 には、往 時渡船場 があ

り、千曲川 をは さんでの東西交流の重要な拠点であった。 また中世 には、小 菅神社の一 の鳥居が 、瀬付 の

西方にあった ともい う。瀬付は、当地方の先土器文化究明の端 緒 をな した所 で もある。更 に縄文 前期文化

の大倉崎遺跡 もこれに近 い所にある。さて、大倉崎丘陵は、南北に約1.4km、 東西0.3kmの 細長 い残 丘状 を呈

9



図1遺 跡群の位置 1:50,0001.日 焼 遺 跡2 .南 原 遺 跡3.屋 株 遺 跡
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図2遺 跡周辺の地形分類図(小 泉1979)

す る丘陵であ る。丘陵東部は、南半部 は比較的ゆ るやか な傾斜 で千 曲川にいたっているが、北半部 は急崖

でもって千 曲川 に接 している。これは、丘陵乖半部 は千曲川の攻撃斜面 にあたってお り、浸食作用 が甚 し く

断崖 となっている。丘陵西側 は、緩傾斜で常 盤平 の低湿地 に接続 している。 この緩傾 斜面に大倉崎 ・上野

部落が存在 し、畑地 として利用 され ている。低湿地帯はい うまで もな く、水田地帯 となっている。 なお蛇

足ではあるが 、館趾 の北 方は、い うまで もな くかつ て渡船場 の存在 した場所であ る。

B遺 跡 群 の 範 囲 と現 況

1)日 焼遺跡

日焼遺跡は、昭和46年 に確認されたが大部分が畑地で良好に保存されていた。当初、最も密に分布する
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箇所 は段丘先端部の崖 線部 で(図3)、 この付近 の地字名が 日焼であ り本 遺跡名 としたのである。今 までの

採集時 には、各畑の地割 ・地形 を考慮 してA～F地 点 とし、今 回の調査 区は100mほ ど北 に離 れた地 点で

あ り、G地 点 と呼称 していた。A～C地 点 は、黒色土層が薄いためか今 まで100点 以上の石 器が 出土 して

いる(図4・ 一5)。今 回の調査 に よっで出土 した石器群 とは、使用石材 ・石器形態が相 違 し、時期 に差が あ

る と考 えられ る。おそ ら く、既 出資料 出土地点 の方が若干古 い と思 われ る。 また、F地 点では拳 大の黒耀

石石刃石核 が 出土 してい る。

G地 点は、昭和34年 の千 曲川洪水 による堤防決壊の ため、その補修 のため に土取 りを行 った場所である。

3m程 の崖 よ り黒耀石砕 片等 が採集 され ていた。 なお、昭和55年 刊行 の新編瑞穂村誌 において も本 地点に

ついて触れ られてい る(高 橋1980)。

このG地 点 とA地 点 との間は最 も平坦 な部分で あるが、黒色土が厚 く堆積 してお り今 まで採 集は されて

いない。 ただ し、今 回の調査結果 を考慮すれば 当然遺跡は広が っているもの と考 え られる。

今後 日焼遺跡 において これ らの地点 を呼ぶ場合 、今 回の調査地点 をA地 点.(旧G地 点)、A～E地 点 を

B地 点 、F地 点 をC地 点 とする。

註 参考文献は第III章に一括掲載

図3遺 跡 の 範 囲1:10,000
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図4日 焼 遺跡の既 出資料(1)4:5
11
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図5日 焼遺跡 の既 出資料(2)4:5

-14一



2)南 原遺跡

南 原遺跡は 、柏尾集落南端 の真西 に当る。 「瑞穂豊南原1199他 」 が所在地 で約4500㎡ の広 さに及ぶ。南

原遺跡 は、西 に傾斜 する段丘 の中央部 に展 開 してお り、その千曲川寄 りの段丘先端部分 には 日焼遺跡 が存在

す る。南原地籍 は従来 リンゴ畑が 多 くあった。地 元の人た ちに よる と、「リンゴの移植 時に、敷石 らしきも

のが認め られ た」 とい ってい るこ とか らも、30～70cmの 深 さにはかな りの遺物類があ るもの と思 われ る。

現在 もアスパ ラなどを主 とした畑 として耕 作 され てお り、比較 的良好 に保存 されてい る といえよ う。

南 原遺跡か らは縄文 の前期 ・中期 ・後期 に当たるそれ ぞれの土器 ・打製石斧 ・磨製石斧 ・多頭石斧 ・凹

石 ・石皿 ・石籏 、それ と弥生の後期箱清水式土器 ・太形蛤刃石斧 な どが これ まで出土 している。今 画、発

掘調査 を実施 したのは、遺跡 の西端部分 に当たる小 高い畑か ら西へ傾斜 して水 田に続 く場所 である。調査

地 の南 は斜面 をへて、谷地 の水 田に至 るが 、斜面 と谷底 の接点 に当たる所には、良質 の清水が湧 き(今 も

飲用 に使用)、 す ぐれた住環境 をそなえている場所 であ る。

今 回の調査地区は、南原遺跡 の西南端 と考 えられ る。 したが って、遺跡の主体 は段丘上面の平坦部 にあ

る と考 え られ 、今後の保護策 が望 まれ る ところであ る。

3)屋 株遺跡

屋株遺跡は 、北側 にあ る南 原遺跡 と谷状地 を隔てて、南北 に並んでい る。屋株集落の西端 で低位 の段 丘

にな り、千曲川の方へ ゆ るやか な傾斜 を示 して沖積地 に至 る。屋株遺跡の存在す る台地 は約50m幅 の小規

模 な台地で、北側 の開析低地 、南側 の小支谷 には さまれてい る。西に約200mで 段丘崖 とな り水 田地帯の

沖積 面に至 る。

遺跡 は主 としてアスパ ラな どの畑地だ ったので、比較的保存状態は良い といえる。道路貫通部分 は東 よ

りあ場所 で、遺跡の 中心部 は台地 の傾 斜具合 等か らこれ よ りも う少 し西 に下 った地 点 とみ られ る。 当遺跡

か らは、これ まで先土器時代 の剥 片と、縄文土器片が確認 されているのみである。遺跡 の規模 自体につ いても

立地す る台地が小規模 であ るこ とか ら、当市内の遺跡 中でも狭い部類 に属す る。

2周 辺の考古学的環境

A飯 山地方の先土器時代

1)研 究 史

飯山地方の先土器文化研究の端緒は、昭和29年 芹沢長介 ・麻生優i両氏によって故神田五六氏が通称安田

神社(正 式には木島神社)境 内で採集された黒耀石製のマイクロコアを先土器文化の所産 として指摘 した

ことである。これ と相前後 して大倉崎瀬付でナイフブレイ ド様の石器が発見され、麻生優氏は 「千曲川に'
く　 ユ　 はざま

接す る位 置に あることは、注意すべ きではないか」 と指摘 している。同 じ頃、下水 内郡豊 田村硲 にお いて

もナ イフブ レイ ド様 の石器が発見 された。昭和30年 、麻生優 ・樋 口昇一両 氏によって、北条幸作氏が採集

され た温井 オ リハ ンザ の細石刃 ・ポイン トが紹介 された。

この ような情勢 の中で神 田五 六氏は、著 しく先土器文化 に関心 をもたれ、鋭意飯 山地方 の該期 文化の究

明につ とめ られた。

しか しなが ら、当地方におけ る先土器文化の本格 的研究は栄村横倉遺跡の登場 をまたねばな らなかった

一15一



のである。昭和32年7月 当時学生であった筆者は、夏休み を利用 し飯山地方の資料探訪 を試みた。その折

栄村横倉の山岸庄英氏所蔵資料中に6点 の尖頭器が存在することを知 り、樋 口昇一 ・桐原健両氏の指導で

山岸氏所蔵資料中か ら更に20点余の尖頭器を検出した。同年10月 、神田五六 ・永峯光一両氏の指導のもと

に発掘調査が行われ、同時に同所出土の資料採集に努め、40点 にものぼる完形の尖頭器が確認されたので
　 　　

ある。横倉遺跡の調査は、飯山地方における先土器遺跡の最初の発掘調査であった。

横倉遺跡の調査中、地元小学校に勤務されていた半藤達朗氏が先土器文化所産の2点 の石器 を神田 ・永

峯両氏に提示 された。半藤氏によれば千曲川対岸の山中小坂地籍で採集されたとのことであった。そこで

半藤氏の案内で小坂遺跡の踏査が行われ、翌昭和33年 晩春、神田 ・永峯両氏によって発掘調査が行われ、
(註3)

小坂型彫器 ・ナイフ形石器 ・掻器 ・削器 ・尖頭器等 の貴重 な資料が得 られた。昭和50年7月 道路拡幅工事
く　　　

に伴い緊急発掘調査 を行った。二度にわたる調査で得 られた資料の他に遺跡に近接する大久保部落在住の
　 　　

阿部研氏が、採集された遺物があり望月静雄がその資料の紹介をしている。

以上のように昭和30年 代は、飯山地方の先土・器文化の曙の時代であった。昭和40年 代に入ると、飯山地

方では圃場整備事業が各地で相次いで行われ、貴重な遺跡が無残にも次々と破壊されていった。このよう

な情勢の中で少しでも遺跡の破壊をくい止めるためには、詳細な遺跡分布図を作成することが大事である

との認識のもとに、飯山北高等学校地歴部 ・同OB会 が中心 とな り、飯山市教育委員会の援助 を得て分布

図作成の活動 を開始 した。作成にあたっては、知見の遺跡の再確認と未知の遺跡の発見を主要な課題 とし

た。文字通 り足で歩き、ききとり、調査確認する作業が開始されたのである。この調査の過程の中で今回

調査の対象 となった日焼遺跡や太子林 ・関沢 ・千苅 ・大塚 ・針湖 ・上野等多数の先土器 遺跡 が発見 され

図6飯 山地方の先土器時代遺跡分布図
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た(図6)。

日焼遺跡は、当時高校生であった望月静雄が発見 した。望 月は折をみては同地を踏査 し、多量の石器類

を採集するとともに遺跡が稀にみる大規模なものであることを確認 したのである。広範囲にわたることか

ら便宜的に7地 点に遺跡を分けている。

千苅遺跡は、瑞穂地区戸那子在住の畔上直氏によって発見され田中清見 ・松沢芳宏両氏 と筆者によって
く　 　　

確認 された。尖頭器 を主体 とす る特 異な遺 跡であ り、中島庄一氏に よって紹介 されている。

昭和50年 代 に入 る と飯 山地方で も開発が一段 と顕著 になった。 そして、開発 に伴 う道路の敷設や改良工

事 が 目立って くる。県道飯 山 ・野沢温泉線 改良工事(関 沢バイパス)が 中野建 設事務所 によって行 われ る

こ ととなった。 このバ イパス工事予 定地 内に太子林 ・関沢両遺跡が存在 す るため 、工事 に先立って昭和55

年夏両遺跡 の緊急発掘調査 を行 った。太子林 では局部磨製石斧 ・ナイフ形石器 ・彫器 ・錐 、関沢 では尖頭
(註7)

器 ・削器等 内容豊か な石 ・器を得 た。特 に関沢では数少 ない尖頭 器のユ ニ ッ トを確認 し、先土器文化 の究明
　 　　

を大きく前進 させた。

中島氏 ・望月は飯山地方における今 までの成果を踏まえて、当地方の先土器文化の時間的序列を①小坂
く　 　　

石 器群→ ②関沢石器群→(細 石 器)→ ③ 千苅石器群→④ 横倉遺跡 と想定 している。そ して、今 回の 日焼遺跡

の調査 に よって飯 山地方の先土器文化 は、その内容 を更に豊か にす る とともに、 さまざまな問題 を提起 し

つつ次第に解 明され てゆ くであ ろう。

註1信 濃史料刊行会 信濃史料 第1巻 下1956

2神 田五六 ・永峯光一 奥信濃横倉遺跡 石器時代51958

3高 橋 桂 北信濃小坂遺跡の調査 考古学雑誌48-31962

4栄 村教育委員会 栄村小坂遺跡緊急発掘調査概報1976

5望 月静雄 小坂先土器時代遺跡の新資料 長野県考古学会誌32号1977

6中 島庄一 北信地域における尖頭器を伴出した石器群について 信濃:34-41982

7飯 山市教育委員会 太子林 ・関沢遺跡1981

8望 月静:雄 北信濃:関沢遺跡の石器群 信濃34-41982

2)遺 跡概略

太子林遺跡(図7・1～7)

昭和55年 に発掘調査 が行 われた。 出土遺物は、3か 所 の遺物集 中地 点が確認 され、ナイフ形石器 ・掻 器 ・

彫器 ・錐 ・刃部磨 製石斧 ・石核 ・ハ ンマー など約600点 が 出土 している。ナ イフ形石器は黒耀石 ・頁岩 を

使用 し、基部加工 と二側縁加工 の二形態が存在す る。掻器 は刃器状剥片 の端部 に雑 な刃部 を作 出 したエ ン

ド ・ス クレイパーのほかに不定形 な剥片の周囲に刃部 を作出 した例 も存在す る。石核 は、安 山岩 ・頁岩が

確認 されてお り打面調整 の施 された長方体 を呈す る。これらの石器群 について、野川編年(小 林 ・小 田1973)

の第II期 に位置づ けた(飯 山市教育委員会1981)。

小坂遺跡(図7・8～18)

昭和33年 に調査 が行 われている。出土遺物 は、ナ イフ形石器 ・掻 器 ・彫器 ・石刃 ・尖頭器 などが 出土 し'

ている。ナイ フ形石器 は二側縁加工 を施 し、裏面基部側 に も加工 を加 えたもの と基部側 を中心 とした部分

加工 を主体 とした ものが ある。掻 器は分厚 い大形品が 多い。彫・器は、小 坂型彫器 と呼ばれる典 型的 な角形

彫器 であ る。 これ らの石器群 についてナイフ形石器 ・掻器 ・彫器 などの組み合 わせ 等によ り東 山系 の石器

群(中 島1982・a・b)と 考 えられているが 、二側縁加工 のいわゆ る茂 呂系 のナイフ形石器 も出土 してい

るこ とを考慮 すれば、両系統の影響 を受 けた石器群 と考 え られ よう。
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図7飯 山地方の先土器時代.石器実測図(1)2:5
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図8飯 山地方 の先土器時代 石器実 測図(2)2:5
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図9飯 山地方の先土器時代石器(3)13

関沢遺跡(図8・1～6)

昭和55年 に調査 され 、遺物集 中部1か 所 を検 出 している。出土遺物は、尖頭器 ・掻器 ・尖頭 削器等が出

土 している。尖頭器 は、両面 ・半両面加工 の両者が あ り、1点 であるが柳葉 形の尖頭器 も出土 してい る。

本遺跡石器群 を特長づ けるのは尖頭状 を呈 す る削器で ある。報文 では、野川III期 とし、その後 の検 討のな

か で山形県越中山、富 山県立美遺跡出土石・器群 に比定 した(望 月1982)。

横倉遺跡(図8・7～10)

昭和32年 に調査が行 われ た。5m2未 満 の狭小 な範囲か ら40点 に達す る尖頭器が出土 した。尖頭器 は、形

態 ・材質 ・技術 的に も極めて斉一・性 が強 く横倉型尖頭器 と呼ばれてい る。年代的には、土器 出現寸前か 出

現期 ぎ りぎ りの段階 として とらえられている(永 峯1982)。

千苅遺跡(図9)

すべ て採集 品で300点 以上 出土 している。遺物 は、尖頭器 ・ス クレイパー ・細石核 で、種々 のバ リエー

ションをもった尖頭器が特徴 的である。年代的には、関沢石器群→(細 石器)→ 千苅石器群→横 倉遺跡 とさ

れてい る(中 島1982)。

その他 の遺跡

大塚遺跡(図6・20)は 、長峰丘陵上に立地 し、刃器状剥片が主体的に採集 される地点 と、細石核 が採

集 される2地 点 ある。刃器状剥片 は、打面調 整の施 され た幅広 で大形の剥 片が存在す る。石材 は、安 山岩

を主体 として頁岩 も製品で存在す る。城 ノ前遺跡(図6・6)は 、薄手の両面加工の尖頭器が6点 採集 さ
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れている。先土器時代最 終末期 であ ろうと思 われる。内野遺跡(図6・12)で は黒耀石 のエン ド ・ス クレ

イパーが 、山岸遺跡(図6・3)で や は り黒耀 石 の尖頭器 ・エ ン ド ・ス クレイパー が採集 され てい る。

なお、北竜湖遺跡(図6・8、 図8・14～15)で は尖頭器 ・丸 ノ ミ形石 斧が 湖 岸 よ り採 集 さ れ てい

る(望 月1980)。 ただ し、縄文草 創期 の遺物 も採集 され ているため、土器出現以後 に位置づけ られ る可能1生

も残 され ている。

以上 、ま とまってい る石器群 について概観 してきた。図6で も分か るように、飯 山地方の先土 器時代石

器群 は千 曲川 と密接 な関係 を有 していたこ とは疑 いない。 この ことが生業 において当該 時期 の石器群 に ど

の ように表われ て くるのか、現段 階ではまった く不明で ある。(参 考文献は第III章に一括掲載)

B周 辺 の遺 跡(図10)

この項は 、飯 山盆地北半 の遺跡 につ いて記述す る。飯 山盆地 の北半一 木島平 ・常盤平 ・外様平 は、千 曲

川 ・広井川両河川に よって形成 された肥沃 な沖積 地であ り、北信濃 の一大穀 倉地帯 となっている。 と同時

に世界有数の豪雪地 帯で もあ る。豪雪地帯 という悪条件 に もかか わ らず先土器 時代以来 、人類の足跡が随

所 に刻 まれ ている。以下 、時代 ごとに飯 山盆地北半の主要遺跡 を平安 時代 まで追跡 してみ よう。なお、 こ

こで とりあげる飯山盆地北半 とは、旧行政区分 に従 えば、飯 山町北端 ・木島村 ・往郷村北半 ・穂 高村 ・瑞

穂村 ・柳原村 ・外様 村 ・太田村南半 ・常盤村であ る。更に記述 の必要上 、河東地方(千 曲川東側)、 河西

地方(千 曲川西側)と い う呼称 を使用す るこ とを予 めお断 りしてお きたい。

1)先 土器時代

河東地方では、瑞穂地区の宮中丘陵 ・関沢丘陵の洪積台地上に顕著に認め られる。研究史の項で触れた
く　 ユラ く　 　　 く　 ヨ　

千苅 ・関沢 ・太子林の三遺跡がそれであり、それぞれの遺跡の特徴 と先土器文化の問題点を私達に提起 し

ている。この他に尖頭器 を出土 した城の前や観光地 として知られている北竜湖周辺 もこの時代の遺跡が存

在する。他に内野 ・宮中 ・木原でも少量ではあるが石器が出土している。今回調査 した日焼遺跡を含めて

まさに瑞穂地区は千曲川下流域における先土器文化の宝庫 といえるであろう。

河西地方では、長峰丘陵上の大塚 ・小泉 ・針湖、千曲川河畔の大倉崎瀬付 ・上野等があげられる。ただ
　 　　

規模的には河東地方 よりも小さい。大倉崎瀬付は飯山地方で安田神社境内 とともにいち早 く発見 された遺

跡であり、千曲川に面している点から注目された遺跡である。長峰丘陵上は、未調査の部分が多 く、調査

の進行 とともに該期遺跡発見の可能性が高い。いずれにしても飯山地方の先土器文化の遺跡は、現状でみ

る限り千曲川流域に集中してお り、県内の他地域 と著しく相異し、新潟県魚沼地方の立地 と酷似する。こ

の千曲川流域に集中して存在することは、当時の生業 を考える上に重要な指針をあたえているといえよう。

2)縄 文時代

く　 　　

①草創期 飯山地方で草創期の遺跡 として最初に注目されたのは、柳原小佐原(5)である。昭和44年 永峯

光一氏によって調査された。当地方の該期の土器は表裏縄文土器である。小佐原遺跡では比較的まとまつ

て出土してお り、草創期末期の一指標 となっている。同様な遺跡は、河東地方では木島平村三枚原に認め
　 　　

られ る。三枚 原遺跡㈹ は、木島平村誌 の資料採集 のため昭和51年 春 に私達が調査 した。該期 のやや ま とま

った ものは、叙上 の二遺跡だけであるが、断片的には針湖(9)、北竜湖㈲ 、木島平村大塚か らも出土 してい

る。

②早期 飯 山地方 の早期 を代表す るのは、押型文土器 である。北竜湖 ・三枚 原で若干出土 しているのみ

であ る。条痕文系の土器は、三枚原 ・北竜湖 ・笹沢道下㈱ で出土 しているのみである。河西地方 では、ほ
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● 縄 文 時 代 ○ 弥 生 時 代 △ 古 墳 時 代 ▲ 古 墳 □ 奈 良 ・平 安 時代

1.北 町2.有 尾3.有 尾 古 墳 群4.須 多 ヶ 峯5.小 佐 原6.鍛 冶 田7.北 原8.別 府 原9.針 尾 池10.西 長 峰11.法 寺

12.下 林13.東 長 峰14.小 泉15.大 塚 古 墳 群16.山 崎17.柳 町18.茶 臼 山古 墳 群19.照 里 古 墳 群20.照 里

21.照 丘22.光 明 寺 前23.釜 渕24.顔 戸 道 下25.南 木 ノ下26.北 顔 戸27.小 境 押 出28.堀 ノ 内 馬場29.岡 峯

30.中 山31。 割 山32.真 宗 寺 裏33.上 野34.大 倉 崎II35.大 倉 崎36.上 ノ 原37.道 添38.道 下39.北 竜 湖

40.向 峰 古 墳 群41.太 子 林42.宮 中43.飯 綱 堂 古 墳44.神 戸 古 墳 群45.尾 崎46.和 栗 古 墳47.稲 荷 境48.三 枚 原

図10周 辺 遺 跡 分 布 図1:50,000

とんど認め られない。

③縄文前期
く　 の 　 へ

有尾遺跡(2)が まずあげ られる。昭和27年 秋 、飯山町誌編纂事業 の一環 として神 田五六氏によって調査 され

た。 円形住居趾一 軒 と有尾式土器が出土 した。千曲川 と皿川 に面 した段丘面 に立地す る。有尾遺跡 となら
　 　　

んで重要な遺跡は大倉崎である。昭和48年秋調査し、上原式土器 と住居趾二軒を検出した。大倉崎の南東
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方100m内 外に瀬付が ある。瀬付は古 くか ら縄 文前期 の遺跡 として知 られ 、千曲川に臨む所 に立地す る。

須 多峯(4)・ 北竜湖 ・三枚原 ・宮 中働 も該期 の遺跡であ る。

④ 縄文 中期

宮 中遺跡が古 くか ら知 られて いる。 中心は丘陵西斜 面の苗圃 内で ある。その他 に上 の原㈲ がある。河東地

方 の比較 的規模 の大 きい遺跡で ある。河西地方では、須 多峯(4)が ある。地点 を異に して、中期初頭 と中期 中

半か ら後半の土器 が出土 している。顔戸道下⑳ は、昭和28年 春森 山茂夫氏に よって調査 され 中期 後半 の土

器 と住居趾 が検 出されている。 この他 に断片的に各所か ら該期 の土器が出土 している。

⑤ 縄文後 ・晩期
く　 　　

当地方の後 ・晩期 の遺跡数は いたって少 なく、規模 も小 さい。その中で宮 中働 は優れ た遺跡であ る。昭和

54年 調査 し、石棺墓23基 ・葬礼用浅鉢 ・漆塗櫛 ・耳栓状耳飾等が出土 した。縄文後期 の信仰 の一端 を窺知
く　 ユ　　

す る重要な遺跡である。 その他 に稲荷境㈲ ・北竜湖d地 点が 目立つ存在 である。晩期 は、明 らか に遺跡 と

認知で きるのは外様 南木 の下㈱ ・北竜湖d地 点の2遺 跡 である。他 は数 片が 出土 してい るのみであ る。

以上、縄文 時代 につ いて簡単 に触れて きたが、飯 山盆地北半 は縄文 時代 の遺跡は いたって少 な く、規模

もそれほ どで ない。縄文時代人 に とって沖積地 を主体 とす る飯 山盆地北半 の地は、活動す る舞 台に適 しな

か ったのであ ろうか。

3)弥 生時代

稲作をもった弥生文化が、当地方に入って くる と活動の舞台は、河西地方の長峰丘陵上に集中する。河

東地方 と河西地方を比較すると弥生式人の活動は、河西地方に圧倒的に多い。河東地方でも若干は認め ら

れるが、あまり目立った存在ではない。

関田山麓下に存在する堀ノ内馬場㈱ ・小境押出(27)・釜渕㈱等の遺跡は、いずれも湧水帯に位置し外様平

を臨む場所である。長峰丘陵上の遺跡は、古 くか ら学界に知 られていた。戦後、神田五六 ・森山茂夫 ・桐

原健諸氏によって調査が幾回 となく行われた。そして10数軒の住居趾 を検出するとともに当地方の弥生式

文化を考 える上に重要な資料を提供 した。
(註11)(註12)(註13)

しか しなが ら、その調査の対象は東長 峰⑬ ・山崎(1①・柳町(1の・照里⑳ ・照丘⑳ だけであ り丘陵全体 に及

ぶ調査ではなかった。 その後の踏査 に より小泉(14)・西長 峰⑩ ・下林⑰ は保存状態 もよ く広範 囲にわた る遺

跡で あることが確認 され た。それに して も稲作農耕文化 と規定 され る弥生式文化期 の遺跡が 、水 田地帯か

ら離れ た比較 的高所 の長峰丘陵上 に立地す るのは どうい う訳で あろうか 。更 に弥生式時代 にこれほ ど大規

模 な遺跡が存在す るのに古墳時代 に入 るとほ とん どその姿 を消 して しまう。 よ り水稲耕作 に都 合の よい地

点 を求めて低 湿地 に進 出したのであろ うか。今後究明 してゆかねばな らない大 きな課題 といえるだ ろ う。

4)古 墳時代

弥生式時代 に華 々 しく展 開 した文化 も古墳時代 に入る と急激に姿 を消 してゆ く。河東地方では、圃場整

備 で破壊 されつ くして しまったのか 、明 らかに古墳 時代 の集落 と認定 できる遺跡 はない。河西地 方で もい'
く　ユ　　 く　　　

たってす くない。須多峯 ・柳 町 ・有尾 ・上野㈹ 等が代表的 なものである。須 多峯 ・柳町は古墳時代初期五領
　　

期 の遺跡 であ り、有尾は中半 の鬼高期 の遺跡であ る。 この3遺 跡 は、調査 されている。

古墳 は、河東地方で山麓 ・扇状地上 に大部分立地 している。ただ、向峰古墳群 は丘頂上 にあって河 東地

方古墳 の北端 となってい る。

河西地方 では、古墳はいず れ も長峰丘陵上 に存在 し、丘陵北端 に近 い部分 に集 中してい る。飯 山地方 で

は、古墳 の正式 な発掘調査が今 の所行われていないので厳密 な時代 を判定す る訳 にはいか ないが 、有尾1
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号古墳(3)を 除けば、大部分が古墳時代後期 の もの と考 え られ ている。古墳が存在 す るのに庶民 の生活の痕

,跡がほ とんど検出で きないのは どうい う訳であろ うか。

5)奈 良 ・平安時代

飯山盆地北半では、現在までの所明確に奈良時代の もの と認定できる遺跡はない。平安時代 に入ると認

められるようになる。換言すれば、平安時代に入って再び開拓が進め られたといえよう。河東地方では尾
(註17)(註18)(註19)

崎 を除いてはあま り明確 でない。河西地方 では、鍛冶 田(6)・北原(7)・大倉崎II(34)・上野 ・釜渕 等が代 表的

なものである。今 後の調査では まだまだ増加 しよ う。

それに して も奈良時代 において、活動 の痕跡が認め られないのは何故 であろ うか。大 きな問題 であ る。

いずれに して も平安 時代以後再 び人々の活動が 、豪雪地帯に展 開されるにいたった。この こ とが 中世へ と

引き継がれ、常岩 の牧 ・小菅庄あ成立へ といたったのであろ う。

註1中 島庄一 北信地域における尖頭器を伴出した石器群について 信濃:34-41982

2飯 山市教育委員会 太子林 ・関沢遺跡1981

望月静:雄 太子林遺跡・関沢遺跡一長野県史考資料編全1巻(2)主要遺跡 北 ・東信 所有 長野県史刊行会1982

つ
」

』4

戻
」

ρ0

7
ー

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

註2と 同 じ

信濃史料刊行会 信濃史料 第1巻 上下1956

広瀬 昭弘 北信濃小佐原遺跡出土の表裏縄文土器について 信濃33-41981

木 島平村教育委員会 三枚原遺跡1977

神 田五六 長野県下水内郡飯 山町有尾遺跡調査概報 信濃5-81953

飯 山公民館 飯山町誌1954

高橋 桂 ・中島庄一 ・金井正三 北信濃大倉崎遺跡発掘調査報告 信濃28-41976

高橋 桂 宮中遺跡発掘調査一石棺状遺構 を中心 として 高井531980

森 山茂夫 外様村尾崎東長峰発掘調査報告O下 水内郡遺跡発掘調査報告書1950

清水 享 外様村尾崎東長峰発掘調査報告口 下水内郡遺跡発掘調査報告書1950

桐 原 健 北信濃長峰丘陵柳町遺跡調査概報 信濃9-121957

高橋 桂 飯 山市照丘遺跡出土の弥生式遺物につ いて 信濃14-111962.11

高橋 桂 ・太田文雄 北信須多ヶ峯遺跡第二次発掘調査報告 信濃29-41977

註12と 同 じ

飯山南高校考古学 クラブ 長野県飯 山市有尾遺跡調査概報 信濃13-121961

飯 山市教育委員会 鍛冶田1980

飯 山市教育委員会 北原遺跡調査報告書1980

飯 山市教育委員会 釜渕 ・北顔戸遺跡1988

C周 辺 の 歴 史 的 環 境

本稿 では、今 回調査 した大倉崎館跡が 、当地方の中世 の解明に重要 な位置 を占め ると考 え られ るので、

周辺 に所在す る同時代の もの と思量され る 「館跡」 を紹介 しつつ、同時に小菅山の動 きについて触れ てみ

よう。

当地方の中世 につ いては、市河文書以外 の史料が とぼ しいので果た して どのような在地 の土豪が活躍 し

たのか漠然 とした ところが 多い。従 って、今 回調査 した 「大倉崎館」 の領主が、 誰 であ るか 今 の ところ

特定 できな い。

小 菅山は 、飯綱 ・戸隠 と並 んで北信濃の三大霊場 として知 られ 中世 には 山岳仏教の一大修験場であった。

伝説 によれば小菅山は、役小角 によって開かれた という。 また、平安 初期 に坂上 田村麻 呂が 、蝦夷征討 の

帰路立寄 り、戦勝報告 とともに多大の寄進 をして、 山容 を整 えた という。
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時は流れて、源平争乱の時代に突入す るとまず 、木 曽義仲が平氏追討 の挙兵 をし、北信濃か ら越後へ と

歩 を進め た。当然、当地 の在地土豪 はその争 いの渦 にま きこまれ てゆ く。やがて鎌 倉幕府が成立 し、北信

濃の地頭職 に任命 され た何人かの名前が、歴 史上 に登場す る。 そして、建武の親政 、中先代 の乱 、観応 の

擾乱へ と再び北信濃の地は騒然 とした状態 を呈す るにいたる。 この時期 か ら室 町時代 中半にかけて 当地方

に重要 な役割 を演 じた と思われ る館趾 が、い くつか存在す る。詳細につ いては第W章 の 「考察」 の項 にゆ

ず るが、以下代表的館 跡 をあげてお こう。 二'

犬 飼 館 跡

柏 尾 館 跡

北 原 館 跡

今 井 館 跡

顔 戸 館 跡

尾 崎 館 跡

(大 字瑞穂 ・城之腰)

(大 字瑞穂豊 ・山 口)

(大 字瑞穂豊 ・北原)

(大 字常 郷 ・下今井)

(大 字寿 ・たての うち)

(大 字寿 ・五 反田)

これ らの館跡は、いずれ も小 高い丘陵の斜面 を利用 した造 りとなっているこ とが共通 している。以下 に

大倉崎館趾 を中心 にして、小菅 山 ・瑞穂 ・常盤 の中世 の変遷 を、時代順 に表 で追 ってみよ う。

奈

良

平

安

鎌

倉

小 菅 庄 と瑞 穂 ・常 盤 の 主 な 動 き

レ680年(天 武9)小 菅山役小角 の開山と伝えられる。

レ800年 代(大 同年間)小 菅山坂上田村麻呂の寄進により山容整 う

とされる。

レ1180年(治 承4)木 曽i義仲 挙兵 高梨 ・井 上 ・村 山 ・村上各氏 か

けつけ る。

レ1221年(承 久3)承 久の変犬甘 ・毛見 ・木島 ・笠原 ・中野氏は

北陸道軍に参戦 した。

レ1329年(嘉 暦4)諏 訪上社御射山御頭に犬飼南条(中 村)と 犬

飼の名称が初めてみえる。

レ1335年(建 武2)市 河氏善光寺に出陣、常岩氏北条城に立てこ

もるが市河氏によって城郭を破却 さる。

レ1336年(建 武3)牧 城攻撃時の市河氏軍忠状にみえる部将名①

犬甘四郎、毛見源太(岳北)② 殖野左衛門次郎(水 内郡上野の部

将)③ 高梨氏(小 布施 山田)。

全 国 の 主 な 動 き

レ701年(大 宝1)大 宝律令完成

レ708年(和 銅1)和 同開称 を鋳造

レ710年(和 銅3)平 城京に遷都

レ712年(和 銅5)古 事記成る

レ720年(養 老4)日 本書紀成 る

レ794年(延 暦13)山 城平安京に遷都

レ888年(仁 和4)信 濃国大地震山崩れ

洪水等高井 ・水内 ・更埴大被害

レ927年(延 長5)延 喜式完成

レ1180年(治 承4)源 頼朝挙兵

レ1185年(文 治1)壇 の浦で平氏滅亡

源頼朝守護 ・地頭を設置

レ1221年(承 久3

レ1297年(永 仁5

承久の乱

永仁の徳政令

レ1333年(元 弘3)鎌 倉 幕府滅亡

1レ1335年(建 武2)足 利尊氏挙兵

レ1338年(延 元3)尊 氏 幕府 開 く
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室

町

戦

国

レ1341年(興 国2)小 菅山大進阿闊利が醍醐寺か ら三宝院流の灌頂

法則 と道具 目録書写与えらる。 〔当時〕尊氏党小笠原、須田、高

梨各氏 直義党諏訪、夜交、禰津、香坂、市河各氏。

レ1365年(正 平11)小 菅山高梨氏と市河氏の争いで戦乱にあう。

レ1370年(建 徳1)幕 府岳北に兵根料所を設け市河氏に預ける(常

岩南条内五ヶ村)。

レ同年高梨朝高高井郡安田郷 と水内郡大倉郷 を宛行わる。

レ1386年(元 中3)市 河氏小菅社別当某を改補。

レ1387年(元 中4)小 笠原氏が村上、高梨 ・島津氏等 と守護所 を:襲

い漆田原の戦 とな り、この時市河氏は水内郡の高梨党 と小菅山別

当らを大境、青倉氏 らとともに破った。

レ同年高井郡犬甘北条 と犬甘中村の兵根料所 を市河氏が預か る。

レ1392年(明 徳3)高 梨氏の所領注文書高井郡 と水内郡(大 蔵崎一

柏尾館主高梨高行、小境一高梨備前入道、戸狩一輩下木島左衛門

太郎朝末、中条一輩下柳沢蔵人太夫高朝)。

レ1400年(応 永7)大 塔合戦、守護小笠原氏を村上、高梨、井上各

氏が連合 して四宮河原に破 る。市河氏は守護側 として塩崎城に篭

城(大 境氏は討死)。毛見、木島は高梨氏に属 し、犬甘氏は市河氏

についた。

レ1405年(応 永12)小 菅山の復興、三十三身板絵 とともに本尊の木

造馬頭観音安置。

レ1421年(応 永28)小 菅庄が若王子社の庄園に。

レ1429年(永 享1)小 笠原持長泉領に侵入、泉持重 と戦って敗れ、

千曲川を渡 り、小菅山に入 り宮社院坊を焼却す。

レ1438年(永 享10)結 城合戦岳北諸氏高梨氏に合力?

レ1463年(寛 正4)高 橋の合戦、高梨政高が上杉房定の将右馬頭 を

敗死さす。

レ1477～1573年(室 町後期)高 梨氏出身の善覚師が独立して本家よ

り小境の地へ寺領 を賜わ り寺宇 を建立(善 覚寺寺伝)。

レ1484年(文 明16)高 梨政盛は岳北の毛見、木島氏を従え、中村、
し

犬飼、小菅、柏尾に勢力を広げた。犬飼の浅野氏知行地を重臣草

間氏に与える。柏尾館に高梨備中守 を配置。

レ1508年(永 正5)小 菅山大聖院澄ロ牛、奥院の三社頭 を造立。

レ1509年(永 正6)長 尾、高梨連合軍に上杉関東管領戦死。

レ1349年(正 平4)足 利直義 と高師

直対立はじまる

レ1392年(明 徳3)南 北 朝 合一一

レ1401年(応 永8)明 との勘合貿易

開始

レ1423年(応 永30)関 東管領足利持

氏の反乱

レ1467年(応 仁1)応 仁 の乱起 る

レ1488年(長 享2)加 賀一向一揆守

護富樫氏を倒す
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レ1513年(永 正10)夜 交氏小島氏等草間氏に破れる。

レ1545年(天 文14)小 菅奥社寵 の脇立新調。

レ1548年(天 文17)村 上i義清上田原の戦で武田信玄を破 る。

レ1561年(永 録4)小 菅山武田軍による焼打ち。

レ1591年(天 正19)小 菅山上杉景勝領へ。奥社本殿 と宮殿 を再興。

レ1598年(慶 長3)小 菅山上杉氏会津移封のため復興頓座。

レ1542年(天 文11)武 田信玄諏訪氏

を攻める

レ1543年(天 文12)鉄 砲伝来

レ1553年(天 文22)川 中島の戦い

(1回 目)

レ1573年(天 正1)室 町幕府滅亡

レ1574年(天 正2)石 山本願寺光佐

挙兵

レ1598年(慶 長3)豊 臣秀吉没

参考 文献

江 口善 次1954「 太 田村史」 太田村史刊行 会

江 口善次1957「 外様村史」

金井喜久一 郎1968「 村史 ときわ」第1章2～5常 盤村 史刊行委員会

金井喜 久____.郎1980「 新編瑞穂村誌」 新編瑞穂村 誌刊行会

笠松 宏至ほか1988「 歴史の読 み方⑤ 文献史料 を読む ・中世 」 朝 日新聞社

栗岩英治1913「 下水内郡誌」 下水内教育会

福 山壽 久1922「 下高井郡 誌」 長野県下高井郡役所

奈良本辰也 ほか1989「 戦乱南北朝」 学 習研究社
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1調 査の概要 と経過

A調 査方法

1)調 査方法

本来な らば、事前 に献掘調査 を行 うべ きであ るが、今 回は・ 日焼遺跡の従来の知見 に基づ いて・遺物 包

含層上面 までバ ックホー で耕作土等 を除去 した。

まず、 日焼遺跡 と南 原遺跡 との間 にある小 さな谷に遺:構が あるか ど うか を確かめ、ないこ とが わか った

のでそこを捨 て場 とし、南原遺跡か らバ イパス路線内全面 の表土除去 を行 った。

日焼遺跡の方は遺物 包含層 であ る淡茶褐 色粘質土層上面 まで除去す るこ ととしたが、南部 にお いてはや

や深 く掘 り過 ぎて しまった。

その後調査 区を設定 し、 精 査 を行 い 、 調査区北半部 で石器群 が検 出され始めたので、群 ご とに精査 ・

検 出 ・写真 ・測量 ・取 り上 げ を無遺物層 まで数度にわたって くり返 し掘 り下げ た。

日焼遺跡 の発掘面積 は約1700m2と なった。

なお、遺物 の取 り上げは、当初 通 しナ ンバー をつけて行 っていたが 、点数が 多 く番号が大 きくなるため、

後 にグ リッ ト毎にナ ンバー をつけて取 り上 げたが 、点数 が 多いの とあわせ繁雑 とな り、整理段階 で同 じナ

ンバーの ものが2点 あった りして、充分 な考察 を行 えなかったのは失敗 であった。

日焼遺跡のテフラ分析 につ いては、新潟 県新井市在住の群 馬大学非常勤講師早津 賢二 ・日本考 古学協会

員小 島正 巳両 氏にお願 い した。

2)調 査区の設定(図1)

調査区の設定は、道路 センター杭No.58+20を 基準 に、縦軸 を道路 セ

ンター杭 に合 わせ5m方 眼 を組み 、北か ら1・2・3、 横軸 は

東か らA・B・Cと 番号 を付 した。

基準 レベ ル は、建 設事務所作成 の1/1000道 路周辺 図に示 されたBM

320.761mを 使用 した。

B調 査経過

日焼遺跡 の調査は7月12日 か ら8月12日 まで実施 している。緊急要

請に よって開始 され た、国道117号 バ イベ ス関係 の遺跡調査は、最初

に 日焼遺跡(南 原遺跡 を含む)か ら開始す るこ とになった。事 前の準

備 を、6月27日 か ら7月5日 にかけて、並行調査す るこ とになってい

た小泉遺跡 関係 をあわせ て行 った。 とにか く雪の降 る前 に 日焼遺跡 ・

南原遺跡 ・屋株遺跡 ・大倉崎館跡 と四 ヵ所 を終了 させ る とい う強行 日

程 のため、表 土除去 はすべ て重ftに よって行 わざるをえなか った・7

月6日 か ら調 査のため器材の点検等具体 的作業 に入った。

7月11日 に は、屋株遺跡 の表土 除去 を行 った。遺構 ・土器類が早 く

も出土 した。翌12日 の表土除去 は、約1時 間程で中断 した。 その理 由 図1グ リット設定 図(1:1000)

一31一



図2周 辺 地形図(1:1000)
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ハ
は、一部土地交渉の遅 れによって、排土置 き場が計画 どお りにで きなか ったため である。発掘調査用資材

や テン ト等の搬 入は、表土 除去 と並行 して実施 した。7月12目 には》 日焼 の現場 にお いて調査 開始式 を行

って、安全 を祈願 した後 、作業 の進め方等 の説 明を行 った。同 日午後 には、調査北端 の道路部分 の表土 は

ぎと、 ともに、基準杭 打 ちな どを済 ませ る。 この 日の作業員 の皆 さんは計11名 である。テ ン ト設営地の隣

接地主 に同地立入 りの了解 をとる。

翌13日 には、前 日に引 き続 いての道路部分 の表土除去、精査 を行 う。黒色土 中よ り黒耀石 をは じめ とし

た先土器時代剥片が 多数 出土 して、作業員 の皆 さんの志気 を大 いに高め た。

7月14日 、北端部 で半 月形 の尖頭器 出土 、撮影等 を行 う。7月16日 、E・F-10～14地 区のジ ョレンが

け等精査 し、遺構のチェ ヅク、ロームマ ウン ドを発見 した。 「か わ ら版 日焼 」第1号 を発行 し、発掘 の状

況 を地域の皆 さんに、ア ッピールす る。7月18日 、B・C-6・7地 区精査。黄色粘土層上面 よ り剥 片な

ど続 々出土す る。テ ン トを増設 して、耐暑対策等休 憩施設 を整備 した。7月19日 、本 日よ り柏尾地 区に加

え、関沢地区の作業 員さんが 、4名 程参加 していただ く。21日 、D-9とF-8地 区にお いて石 器が集 中

的に出土す る。翌22日 には、F-7・8地 区の黒色 ・黄色粘土質層 を中心に石器 が大量 出土 し、一大集 中

群 となる。

7月23日 、河内八郎茨城大教授来跡 、指導 を受 ける。25日 には北端 の崖 面 を地層観察のために削 り、…撮

影す る。7月27日 、F・G-2・3地 区の実測 を始め る。本 日よ り高校 生の参加 あ り。7月29日 、精査一

応終 了す る とともに、実測図作成 を引 き続 き行 う。南原地 区のグ リッ ト杭 打 ちを行 う。30日 、全 景写真撮

影 と各群毎 の撮影 、そして南原遺跡 の精査 を開始す る。この 日新井 市の小 島氏に来跡 いただ き、 テフ ラ層

の分析 を行 う。翌31日 、小 島氏は土壌サ ンプル をもち帰 る。8月1日 、南 原の精査終 了。 日焼は レベ ル測

量 及び平面実測 を引続 き行 う。2日 、南原地区において7列 の杭列が発見 され るなど、現場全体 にその解

釈 をめ ぐって興味 をも り上 げた。3日 、第1群(D・E-3・4・5)精 査 、遺物ナ ンバ.___をチ ェ ックし

全部取 りあげ る。

4日 も前 日同様 の作業 を続行 す る。8月5日 、E・F-7・8そ してD-9・10ま たC・D-6・7に

つ いて精査、黄土中か ら黒耀 石石 器類が続々出土 した。 ロー ムマ ウン ド掘 り下げ を開始す る。6日 、遺物

分布図実測(第1群)。8月8日 、第2・ 第4・ 第5群 を掘 り下 げるが、乾燥 しす ぎてジ ョレンの歯が たた

ないため、水 を散布 しなが ら進め る。9日 には第4・ 第5群 の写真撮影 を行 う。 第2・ 第4群 の実 測開始

す る。南原 の平面図実 測開始へ。8月10日 、群 の実測続行、土層

断面 図作成の ため トレンチ掘 りと、南原の平面図作成続行す る。

略か わ ら版
¥¥3号 配布 。

11日 、12日 両 日とも最終仕上 げのため精力的に図面実測 を行 い

終了に こぎつ けた。

2遺 跡

A層 位 と文化層

1)層 序

日焼遺跡 の基本的な層序 は図3に 示 した とお りである。

1層 暗灰色土層 耕作土。層厚15～30cm。 図3層 序模式図
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図4土 層実測 図(1:40)
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II層 黒 色 土 層

III層 淡茶褐色粘質土層

IV層 淡黄褐色粘質土層

]V'層 黄褐 色粘 質 土層

一般 的には ク『ロボ ク土 と呼ばれる均一 なシル ト質土層 であ り
、層厚20～40cm。

ロームマウ ン ドの上 にかぶ ってい る。

層厚約10cm前 後 で後述の早津 ・小 島報文 の漸移層にあたる。

こ の層 か らは 、当地 方 では普 通 「地 山」 と認識 され て い る土層 で あ る。

色が淡 く軟質で あま り小石 を含 まない上層 と、上 層に比べ黄色味が 強 くやや

硬 く、小石 を含む下層 とに分層 される。 この層の上面が調査地 の遺 構検 出面

である。 この層 よ り下 が早津 ・小 島報文 の褐 色火山灰層 にあ たる。

ジ ョレンで削 る と茶褐色 の指頭大 の小石粒 がガ リッとあたる、ス コ リア を含

む層で ある。石 器群 の検 出され た所で最終的に掘 り下 げた面が、 この層 の上

面に あたる。

なお、図示 しなか ったが 、調査地北端 の崖 面の観察 によれば、IV・IV'層 と基本的 に同様 と考 え られ る褐

色火 山灰層 が約80cmほ どあ り、 その下に黄 白色粘質土層が約1m続 き、その下 に青 白色粘土層が あ る。

2)文 化 層

先 土器時代石器 は、II層 下部か ら出土 しは じめ 、III層お よびIV層 中部 に集 中してお り、わずか であ るが

IV層 下部 に も認め られた。 その下 のW'層 か らは出土 していない。

したがって本遺跡 の文化層はIV層 下部上 面ない しIV層 中部 と考 え られ る。

なお、石器群 の分析 によれば、当遺跡 の石器群 は第1群 が不確定 なのをの ぞけば、他 は単一時期 に残 さ

れた もの と考 え られ る。

また、後述 の早津 ・小 島報文 に よれば、A・Tの 降下層準 はIV層 ないしその下位 にあ るとされて いるの

で、本遺跡 の石器群 はA・Tの 降灰(2.1～2.2万 年 前)以 降に位置づけ られ るこ とは間違 いない。

B遺 跡の概要

日焼遺跡 は、字南原 ・日焼に所在 し、従来 よ り先 土器時代の単純遺跡 として把握 されて きている。小支

谷 を隔てた上方(東)は 、縄文前期～後期 、(弥生 時代)の 遺跡 として知 られる南原遺跡が存在 してお り、

これ ら遺跡の範囲は重複す るこ とな く分離 されている。

今 回の調査 でも、 日焼遺跡 はIV層 を中心 として先土器時代 遺物 の集 中地点が6箇 所検 出されて いる。 そ

のほか 、調査区南側 で平安期 と考 えられ る土j廣1基 を確認 したが、この時期 の広が りについては とらえる

こ とがで きなか った。

さて、1700m2の 調査 に よって約2100点 の先土器時代の石 器 ・礫 が出土 した。6か 所の群 に まとま りをも

って出土 したが、ほぼ同時期 の生活 吐 と考 え られ る。出土遺物 は、小形化 したナ イフ形石器 ・先刃掻 器 ・

円形掻 器 ・削器 ・尖頭器 ・打製石斧 ・石核 な どが ある。石材 は安 山岩 と黒耀石 で99%以 上 を占め る。

こ うした内容は、ナイフ形石器終末期 に位置付け られ ると考 え られ、飯 山地方に新 しい石器文化 の一群

を加 えるこ とがで きた。

C先 土器時代遺物の出土状態

1)群 の検 出(図5)

当該 時期 におけ る遺物 の出土状 態は、遺構 などがはっ きりしない ものの 「まとま り」 をもって出土す る

のが一般 的であ る。 この最小の単位 を 「ブ ロック」 と呼び、 さらにブロック間の有意な形 で集 まっている
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図5先 土器時代遺物分布概 念図(1:300)
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図6遺 物 分 布 図(1:50)
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状態 を 「ユニ ッ ト」 と呼称 してアプ ローチす る方法が一般的 に行 われ ている。

今報告 では 、 「ま とま り」の認定 を充分 に行 っていないため に分割 され る可能性 もあ り、最小単位 のブ

ロックと呼称 で きないため に 「群CLUSTER」 と仮称す るこ とに した。 これは空間における現象 的な疎

密 を集 ま りとして任意 にま とめ たもので、厳密 に検討 して認識 したわけではない。 したが って、 ある群 は

ブ ロックと呼べ るであろ うし、 ある群 は2つ 以上 のブロックを包括 してい る場合 もあ りうる。 また、各群

内及び群 間の母岩別分類 ・接合作業等 は時間の関係で実施 出来ていない。

さて、調査 区内にお いて6か 所 の群 を検 出 した。比較的平坦 な地 区であるが西へ約3.5度 の傾斜 を持 って

い る。約1700mzの 調査区で900m2の 範囲において計6群 約2100点 の石器 ・礫が 出土 してい る。

なお遺物分布 図の表示において、第1群 の分布 図以外は下記 の通 り示 した。

安 山 岩 .黒 耀 石 そ の 他

ナ イ フ 形石 器 ★

掻 器 ・削器 ・錐 △ ▲

尖 頭 器 OO

石 核 □ ■

剥 片 ・ 砕 片 0 ●1 θ

礫 形 を記 載

表1平 面分布図表記一覧表

細部加工剥片(Uブ レイ ク)は 、剥片 ・砕片に含めた。

2)第1群(図7)

調査地区の西端、E・F-3・4区 を中心に位置 している。ほぼ全:容を調査 したもの と考 えられ る。分

布形態は、長軸9m、 短軸7m程 の楕 円形 を呈すが 、密度の濃い部分 は径約5mの 範 囲である。本群 は他

の群 とは若干距離 をおいて位置 し、また分布 も明瞭 に別れている。

出土層位 は、II層 の黒色土か らIV層 にかけて出土 し、最下部 はN層 の中位 で レベ ル幅は20cmで あ る。群

を構成す る総 点数 は301点 。石器組成は、尖頭器 ・掻 器 ・剥片 ・石核等か ら成 る。石材別 の分布 では、安

山岩 ・黒耀石 がほ とん ど総 てを占め、その比率 は安 山岩が若干 多い。黒耀石 の石核 ・砕片が出土 してい る

こ とか ら、石 器製作が行 われ た と考 えられ る。 また、G-3区 にお いて扁平 な台石状の配石1点 が 出土 し

ているが、 レベ ルが上位の ため本群 に伴 うものかは っきりしない。

3)第2群(図8)

E・F-5・6区 に位置す る。分布形態 は、長軸6.5m、 短軸4.8m程 の楕 円形 を呈す る。北側 に第3

群 が隣接 し、南側 は第4群 に隣接 している。第3群 とは空 白部 に よってほぼ明確に分離 され るが、第4群'

には まば らに分布 しなが ら接続 している。 出土層位 は、第III層の漸移層及び第IV層 から出土 しているが、中

心部分 は第W層 中位 にある。

群 を構成す る総点数は265点 。 石器組成は、ナイフ形石器 ・掻 器 ・削器 ・細部調整剥片 ・石核等 より成

る。石材別分布 では安 山岩 ・黒耀石 で占め る。比率では安 山岩50%、 黒耀石48%で ある。石材 による分布

区域 の差 は認め られ ない。製品は、黒耀石 製が圧倒的に多 く、安 山岩は比較 的大形の剥 片で 占め ている。

また、黒耀 石 の石核 ・砕 片が出土 してお り、1群 同様石器製作が行 われている。

一39一



図7第1群 出土遺物分布 図(1:80)
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図8第2群 出土遺物分布図(1:80)
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図9第3群 出土遺物分布 図(1:80)
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4)第3群(図9)

D・E-4・5区 に位置す る。本群 は農 道の下位 に包含 され ていたこ と、掩 乱坑が あ るこ と、北側 が土

取 りに よ り失 われているこ とに よ り一部 を検 出 したにす ぎない。お そら く北側 に延 びていた もの と思 われ

る。検 出 した平面形態は、長軸8m、 短軸2.8mで あるが 、前述 した通 り本来は径8m程 の規模 を持 って

いたもの と考 え られる。

出土層位 は、1・II層 が失われていたがIII～IV層 にかけ て出土 して いる。

群 を構成す る総点数は56点 で、黒耀石67%、 安 山岩30%の 比率 で 占めてい る。石器組成は、ナ イフ形石

器 ・石核等 で、安 山岩製の石核 は、今 回の調査 では珍 しい。

5)第4群(図10)

E・F-7・8区 を中心に して出土 している。:最も密集 してい る群 で、III層か らIV層 下部にかけて出土

してい る。平 面形態 は、長 軸9.5m、 短軸6mで あ るが 、密集部分は6.5×5.5mで あ る。1点 の頁岩 を

除 き安 山岩 ・黒耀 石 で総点数616点 で、黒耀石が529点 と圧倒 的に多い。出土遺物 は、ナイフ形石器 ・掻

器 ・細部加工剥片 ・石核で、黒耀石 の剥 片 ・砕片が 多量に出土 している。ナ イフ形石器 は、5点 出土 して

いるが、二側縁加工 の非対称形態が主体 である。石核は原石 を含み、集 中地区中心部 で11点 出土 しており、

二形態が存在 している。全て黒耀右 で周縁部 よ り多量の剥 片 ・砕 片が 出土 してい る。掻 器 ・削器類 は44点

で、中心部 ・外郭地帯 よ り万遍な く出土 してお り'、いわゆ るエ ン ド ・スクレイパー 、ラウン ド・ス クレイ

パー等の形態 がある。なお、製品 ・剥 片類 の多 くが火熱 を受 けて白色化 してお り、製作時 におけ るものと、

使用時に よるものの両者があ るようである。

礫群E二8区 において、礫群 と呼べ るほ どの密集は していないが礫 の まとま りが あった(図13)。 拳 大

の破損礫 で、5点 が ま とま り他 は まば らに出土 してい る。明確 に火熱 を受 けて赤化 したものは認め られな

い。群 内における位置は、南側 外郭地帯 にある。

6)第5群(図12)

C・D-6・7・8区 に位置す る。北側部分に農 道が あったため 多少掩乱 を受けてい る。出土 層位 はII

層か ら出土 しているが、中心部分 はIV層 にある。平 面形態は、長軸12m、 短軸9mと 大 きいが 、密集部分

は径4mく らいの範囲 と考 え られる。石材は、他 と同様安 山岩 と黒耀石 で 占め られ、本群 では安 山岩 の占

め る割合が58%と 大 きい。

出土遺物では総数392点 で、ナ イフ形石器(3点)・ 掻 器 ・削器類(35点)・ 細部加工剥 片 ・石核(6点)等 が 出

土 している。物に掻器 は、典 型的なエン ド・スクレイパ.___、ラウン ド・ス クレイパーの両者が存在 している。

礫群D-7・8区 において乳児頭大か ら小礫 を含めて約40点 の礫が 出土 した(図10)。 全体 的には まば

らに出土 しているが、大 きい礫 はD-7区 にやや ま とま りを見せ ている。 多 くは赤化 した破 損礫 であ る。

群 のなか では 、中心部西側 を構成 してい る。

7)第6群(図14)

C・D・E・F一 一9・10区 に位 置す る群 である。集 中部分は、長軸4m、 短軸3mで あるが、周縁部か

らも製品が多 く出土 してい る。西側 の30点 ほ どの まとま りや、C-9区 北側の削器等は、D-9・10区 の

集中部 とは分割すべ きと考 えるが、本稿では一括 して報告す るこ とにす る。出土層準はIV層 であ る。

出土遺物 は総数362点 、ナイフ形石器(7点)・ 掻 器 ・削器類(20点)・ 錐 ・細部加工剥 片 ・石核(5点)等
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図10第5群 出土礫群分布 図(1:40)
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図11第4群 出土遺物分 布図(1:80).
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図12第5群 出土遺物分布図(1:80)
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図13第4群 出土礫群分布図(1:40)

図14第6群 出土礫群 分布図(1:40)
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.一 15第6群 出土遺物分布図(1:80)
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が ある。石材 は黒耀 石が86%と 圧倒 的に 多 くを占め る。

礫群 群 を形成 している とは認め られないが、集 中部南半D-10区 で礫が8点 出土 してい る。いずれ も

拳 大で、赤化等 は認め られない。

以上群別 にみ て きたが 、群別 り組成は以下の とお りである。

群
ナイフ形石器 掻 器 ・削 器 尖 頭 器 石 核 剥 片 ・砕 片

計
安山岩 黒耀石

■

安 山岩i黒 耀石 安山岩 黒耀石 安山岩 黒耀石
一一 一

安山岩i黒 耀石iそ の他

1
i

78 1 1 284 301

2 1
i3

i11 2 130 114 4 265

3 3
i
i 16 35 2 56

4 5
i

6i38 1 11 79 475 1 616

5 3
i

17iユ8 4 2 207 138 3 392

6 7
…4

i16 3 37 291 4 362

計
0 19

i
3791 1 0 5 19 469 1337 14

199219 128 1 24 1820

表2各 群別組成一覧表

3 出 土 遺 物

A出 土遺物の概要

1)概 要

本遺跡か ら出土 した遺物 は、石器約2000点 、礫100点 の総 計2100点 である。 これ らは前述 した とお り6

か所 の遺物集中地点 を中心 として、約900㎡ の範 囲か ら出土 した ものである。出土層位 はII層 か らIV層 に

かけて出土 した ものであ るが、大部分はIV層 に包含 されてお り、各群 ともIV層 下部 ～中部 を一つ の文化層

と考 え られ る。 したが って層位 的には各群 とも同一時期の石 器群 として考 えられ る。また石材 については、

安 山岩 ・黒耀石 で99%以 上 を占め る。飯山地方 で黒耀 石が 多量に出土 したのは、今 回の 日焼遺跡が最初 で

ある。安 山岩については 、約2.5km西 北の今井丘陵が供給源 と考 え られ 、いわば地 元の石 材 と言 える。 な

お、石材別に母 岩別分 類、接合作業 については、時間の関係 か らほ とん ど行 っていない。

2)石 器 形態(図16)

出土 した石器には、ナイフ形石器 ・掻 器 ・削器 ・錐 ・尖頭器 ・礫器 ・敲石 ・細部加工剥 片 ・砕 片 ・剥片 ・

砕片 ・石核があ る。

ナイ フ形石器

ブランティング加工 に よって素材 を調整加工 したものである。今 回の調査 では全 て黒耀石 で19点 出土 し

てい る。一つひ とつの形態は異なるが、正 面形態 ・加工部位 に より以下の ように分類す る。

A長 軸 の___.端に接 す る部分 に素材の縁辺 を残 し、他は急斜 な調整剥離が行 われ るいわゆる二側縁加工

の もの。平面形態か ら、鋭い先端部 ・基部 をもつ もの をA、、基部側が幅広い ものをA2、 切 り出 し状 ・台形

状の もの をA3と す る。

B'素 材 の一部にのみ調整剥離が行われ るもので、素材 の形状 を大 き く変 えないものである。小形 で、
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図16石 器形態分類図

一53一



正面形態上A類 に似 るB、と、やや大形で鋭い先端 部 を意識的に持 たないB2が ある。

掻 器

基本 的には、長軸上 の端部 に急斜度調 整で刃部 を設けた石器(エ ン ド・ス クレイパー)を い うが、 ラウ

ン ド ・ス クレイパー等 も一括 して掻 器 として報告 す る。形態か ら以下の ように分類 した。

A縦 長剥片 の端部 に刃部 を設けたエ ン ド ・ス クレイパー をA形 態 とす る。5cm以 上 の大形 のA、類 と5

cm以 下の小形のA2類 に分類す る。'

BA形 態 と同様に端部に刃部 をもつが 、尖刃 となる もの を本 形態 とす る。

C両 端 に刃部 をもつ複刃掻器 を本形態 とす る。数量的には少 ない。

D円 形 ・長円形の器体 のほぼ全 周乃至半周以上 に急斜度調 整によ る刃部 を設け た石 器で、 ラウン ド ・

スクレイパー と呼称 され る もの も一括 した。

削 器

素材 の___.側縁 または両縁辺 に調整 を施 して刃部 としている もので、サ イ ドス クレイパー と呼称 され るも

のである。形態的 ・調 整加工別 には、先頭状の もの ・平縁 の もの ・両縁加工 の もの ・片縁加工 の もの等 に

分類 され るが、本稿 では一括 した。

尖頭器 ・、

今 回の調 査では、第1群 よ り1点 出土 したのみである。両面調 整が施 された半 月形尖頭器 で ある。

錐

両縁部か らの調整 で錐 状 の突 出した刃部 を作 出 した ものであ る。2点 出土 してい る。

細部加工剥片

素材の一部 に細部調整が施 された もの をい う。本稿では、明確 に調整加 工が行 われた ものは削器 とし、

使用痕 と考 えられる加工痕 をもつ剥 片(Uフ レー ク)を 本石器 とした。

敲 石

礫 の端部 に潰れ痕 を もつ もので、ハ ンマ.___と考 えられ るものである。

以上 出土 した石器の種類 と分類 につ いて触れて きたが 、この他 に剥片 を作 出 した石核 等があ る。詳細 に

ついては石器説 明の項で触れ るこ ととす る。

B出 土 遺 物

出土 した石器は2000点 を数 え、その うち細部加工剥片 を除いたtoo1は155点 を数 える。出土石器 には、

ナイフ形石器 ・掻 器 ・削器 ・尖頭器 ・錐 ・細部加工剥片 ・礫器 ・敲 器 ・石核 等がある。本稿 では整理途 中

で もあ り、全て を掲載 で きないが176点 の石器 につ いて説明 を加 えてい くこととす る。

なお、整理途中で もあるので一括 して提 出す るこ とは混乱 を招 く恐れ もあ り、各群別 に報告 す るこ とと

した。

1)第1群 出土石器(図17～20)

尖頭器(図17・1)

今 回の調 査において唯一出土 した ものである。片側 の縁辺がほぼ直線状 とな り、 もう.___方の縁辺が孤状

とな るいわゆ る左右非対象の半 月形尖頭器 と呼称 され るものであ る。

裏 面基部側一部 に第一次剥 離面が残 ってお り、素材 は横長剥 片であるこ とが理解 され る。

掻 器(図17・2～7図18・8～11)

10点 出土 している。6～9は 、安 山岩 ・黒耀石 の両方が使用 され ている、8は 分厚 い大形のエ ン ド ・ス
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クレイパーで(A、類)、 先端部 に円形 の刃部 を作出 してい る。6・7・9は 同様 にエ ン ド ・ス クレ イパーで

あるが、5cm以 下 の小形 品である(A2類)。2～5・1Qは 寸詰 ま りの剥片 を素材 として円形乃至栂指 状の形

態 を呈す る(D類)。4の み安 山岩 であるが他は黒耀石 を用いている。黒耀 石は打面調 整の施 され た石核 よ

り作 出されてい るが、5の 例 のよ うに石核調 整段 階の剥 片 と思 われ る素材 も使用 されている。11は 大 形品

で両端部が尖頭状 の刃部 を作 出 し、複刃掻 器 としてい る(C類)。

削 器(図18・12・13図19)

5点 出土 して い る。13は 片側 の縁辺 に急斜 な加工 が施 され、下端部 まで続 き掻器 のよ うであるが 、第一

次剥離面の下端 は節理面 で割 れてお り当初 よ りの形態であったこ とを考慮 して削器 とした。14は 安 山岩 の

大形 品であるが、裏 面一側縁 の中程 よ り先端部 にかけて加工が施 され ている。

細部加 工剥片(図20・17～19)

17は 安 山岩の不 定形な剥 片であるが、一部に調 整加工が認め られ る。18は 細石刃状の剥 片であ る。19は

両縁辺 に微 細な使 用痕が認め られ る。

礫 ・器(図20・20)

扁平 な礫 の一端 に二枚 の剥離面 によって刃部 を作 出 した もので、片刃の礫器 である。

打製石斧(図21・21)

正面側は比較 的急斜 な角度 で剥 ぎ、裏面は平坦 な剥離 を行 ってい る。尖頭器 の未製品ではないか と指導

を受 けたが、先端部 の刃部 と考 え られ る箇所 に使用痕が認め られ ることを考慮 して本稿 では石斧 とした。

安 山岩製であ る。

石 核(図21・22)1点 であるが、細石 刃核状 の石核が 出土 している。

2)第2群 出土石器(図22～ 図25)

ナイフ形石器(図22・23)

1点 のみ出土 している。黒耀石 製の縦長剥片 を素材 として基部側 の一側縁 を斜め に断 ち切 るように細部

加工 を施 してい る(B2類)。 他 の縁辺は無加工 で、原石 の表皮 も取 り除かれていない。

掻 器(図22・24～28図23・29～32)

基本的には、24～27の 円形 を呈す る一群(D類)と 、29・30の エ ン ド・ス クレイパー(A類)の 二種類 があ

る。28は 円形 に近 い類 であるが、両端部 に刃部 を作 出 してお り、複刃掻 器 とされ るものである(C類)。 ま

た32は 、端部 と側縁 に細部調整 を施 してお り、削器 に分類 され るべ きか もしれ ない。

削 器(図23・33～36)

4点 の出土 であるが、定型的な ものはない。いずれ も一側縁に細部調整 を施 して刃部 を作出 している。

35は 先端部 を尖頭状 に し、36は 横長剥片の側縁に急斜 な細部調 整 を行 ってお り、あるいは掻 器 として いる

のか もしれない。

細部加 工剥片 ・剥片(図24・ 図25・41)

37・38は 黒耀 石 の使用痕 の認め られ る剥 片である。39～41は 安 山岩 の比較的大形の剥片である。

石 核(図25・42)

1点 出土 している。第1群 出土石核 と同様 、打面転移 を繰 り返 しなが ら作出 してい る。剥離面 の観察 で

は細石刃状の剥片 しか作 出で きないように思 われ る。

3)第3群 出土石器(図26)

本群 出土遺物は、一部 の範 囲の調 査に終 っていることもあ り、製品は少 ない。
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ナイ フ形石器(図26・43～45)

3点 出土 している。43は ナ イフに含めて よいか どうか疑問 の残 る石 器で ある。44は 折損 品であ るが、残

存部の基部側 は二側縁:加工が行 われ、先鋭 な基部 となっている(A、 類)。45も 二側縁加工が行 われ、先端 部

の部分 は鋭 い縁辺 をそのまま残 し、いわゆ る切 り出 し状 の形態 を呈 してい る(A3類)。

石 核(図26・46・47)

46は 小 さな原石 を用 いて、二側 面に作 出痕 を残す。46は 安 山岩製の石核 である。全面 に加 工が加 え られ

ているが 、作 出面はほぼ正面に限 られ、他 は石核調整 と考 えられ る。,

4)第4群 出土石 器(図27～ 図34)

ナイ フ形石器(図27・48～52)

5点 出土 している。47は 、先端部側一側縁 に鋭 い縁辺 を残 し他 は全面 に調整剥離が加 え られている。形

態的には、一一側縁がほぼ直線的で、左右非対称 となってい る(A、 類)。49は 基部側 のみであるが 、二側縁加

工 を行 い鋭 い基部 を形成 してい る(A、 類)。50は 基部側 一側縁 のみ に細かい加 工 を施 しているが 、形状 は先

頭状 を呈す(B、 類)。51は 調 整加工 にお いて47と 同様 であ るが 、基部側 は尖頭状 にはな らず幅広 い基部 を作

っている(A、 類)。52は 、横長 の剥片 を用 いて二側 縁に調整加工 を施 したもので、鋭 い縁辺 と二側縁の角度

は大 きい。形状は台形状 を呈す(A3類)。

掻 器(図27・53～ 図29)

19点 図示 した。黒耀石 ・安 山岩 の両方が用い られているが、黒耀石 が圧倒 的に多い。53～58は 、縦長 の

剥 片を用 いて端部 に刃部 を作 出 したエ ン ド・ス クレイパーで ある(A類)。 ただ し53例 の ように分厚 い刃部

の もの と、55例 の ように きわめ て薄 い刃部 をもつ ものの二者が存在 している。60・62～71は 素材 の半周以

上 に細部調整加工 を施 した もので、栂指 状及び 円形掻 器 とされるものである(D類)。63・66・68は 、裏面 に

も加工が施 され る。なお、59は 尖頭状の掻器(B類)、61は 複 刃掻 器(C類)で 、両端 にそれ ぞれ表裏か

ら刃部 を作出 している。

削 器(図30・72～76)

剥片の縁辺に細部調整 を施 したもので、5点 図示 した。74は 裏面の両縁辺 に加工が施 されてい る。76は

第1次 剥離面基部側 に細部調整が施 されるが 、端部の調 整加工は掻 器の可能性 もある。

細部加工剥片 ・ノッチ ・石核調整 剥片(図31・77～ 図32・90)

77は 翼状 の剥片 で、基部側 と___.側縁 に使用痕 と思われる剥離痕 が認め られる。79は 、 ノッチ状 の加工痕

が ある。80～89は それ ぞれ不定形な剥片 の縁辺に使 用痕 と思われ る剥 離痕 を有す るもので、87は 細石刃状

の形態 を示す。90は 石 核調整剥 片 と思 われ るものであ る。

原石 ・石核(図32・91～ 図33)

91は 拳大 の黒耀石 原石であ る。加工は全 く行 われていない。石核 は7点 図示 した。92は 上下両端に打面

が用意 されている。___.面よ り打面 を変 えなが ら剥 片 を作 出した ものであろう。g3・94は 単設打面で円錐 形

を呈す る石核 であ る。93は____方向よ り、94は 多方 向よ り剥 片剥離が行 われてい る。95・96は 打 面 を頻繁 に'

転移 しなが ら作出 した ものであろ う。g7は 扁平 な形態で、上下両端 よ り作出 されている。98は 単設打面で、

一方 向よ り順次剥 離 されている。

5)第5群 石器(図35～ 図41)

ナイフ形石器(図35・99～101)

3点 出土 してい る。g9は 二側縁 を調 整加工 し、鋭い縁辺 とのなす角度が小 さい先鋭な形態を呈す(A、類)。
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図17第1群 出土石・器実測 図(1)45
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図18第1群 出土石器実測図(2)45 '
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図19第1群 出土石器実測 図(3)45
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図20第1群 出土石器実測 図(4)45
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図21第1群 出土石器実測図(5)45

100も 欠損 品で全体 の形状は不明であ るが 、基部側 に調整加工が施 されている。101は 縦 長の剥 片 を素材

とし、基部側 に調 整加工 を施 した ものである(B2類)。 打面調整はな されていない。

掻 器(図35・102～ 図37・116・ 図38・173・174)

縦長剥 片の端部 に刃部 を作出 したエン ド ・ス クレイパー(102・103・105)は 、全て安 山岩 を用 いて いる'

(A類)。 また、109・111・112・114は 、黒耀 石製の ラウン ド・ス クレイバー であ る(D類)。113・115・

116・174は 安 山岩製の それであって、いずれ も典型 的なもの といえる。108は 両端 に刃部 を設けた複 刃i掻

器であ る(C類)。 これ ら各形態は、素材差に よ り分厚 い刃部 をもつ もの と薄 い刃部 を形成す るもの とがあ

る。

削 器(図37・117・118)

2点 とも二側縁 に調整加工 を施 したもので、石材は黒耀石 を用 いている。
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図22第2群 出土石器 実測図(1)11』45
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図23第2群 出土石 器実測 図(2)45
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図24第2群 出土石器 実測 図(3)45
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図25第2群 出土石器実測図(4)45

錐(図39・119)

1点 出土 してい る。安 山岩 の縦長剥片 を用い、端部 に両側 よ り簡単 な加工 を施 して錐 状の刃部 を作 出 し

てい る。基部側は、正 面側 よ り2回 の加撃に よ り素材 を折取っている。

細部加工剥片 ・剥片(図39・120～ 図40・ 図38・175・176)

黒耀 石製の剥片の縁辺 に使用痕 と思われ る剥離痕 をもつ もの(120～126・ 、130・131・175・176)で ある。

多 くは縦長の剥片であ るが 、細石 刃状の もの(130・131)や 翼状 の剥片(176)も ある。 また、火熱 を受

けた と思 われ る剥 片が多 く、特 に131は トロ トロ して いる。127～129は 安 山岩 の大形 剥 片である。正面

側 は多方向か らの剥離が行 われてい る。

石 核(図41・132・133)

132は 、 下端部 ・裏面 に自然面 を残す 。打面 は、大 きな剥離 によって平坦 な面が形成 されてい る。全体

の形状は円錐 状 を呈す。133は 上 下に打面 をもつ扁平 な残核で ある。

6)第6群 出土石器(図42～ 図48)

ナイ フ形石器(図42・134～140)

7点 出土 している。134～136は 鋭 い先端 と基部 をもち、長軸 の一端 に接す る部分に鋭い縁辺 を残す もの
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であ る(A、 類)。137は 火熱 を受け たもの と思われ、 トロ トロであるため細部加工は判 然 としな いが1基 部

側 の一側縁 のみ加工が施 され ているもの と思われ る(B、 類)。138は136等 と同様な調 整加工 が加 えられ るが、

基部側 は鋭 い端部 とはな らず にやや 幅広な面が形成 されている(A2類)。139・140は 折損 品のため全体 の形

状は不 明であるが 、加 工 は基部側 一一側縁 に限 られるよ うである。

掻 器(図42・141～ 図44・154)

エ ン ド ・スクレイパー(141)の ほかに、寸詰 ま りの剥片の一部 に刃部 を作 出 した ものが 多い。短 形i掻・器・

揖指状掻器 と呼ばれ る ものであ ろう。

削 器(図44・155～ 図45・160)

160は 大形 の横長の剥片 を素材 として、ほぼ全周に調整加工 を施 して刃部 とした もので、尖頭状 の形態

を呈す。 自然面 を残 して いる ところか ら、角礫 の石核調 整時の もの と思 われ る。157は 剥 片の一部 に加工

図26第3群 出土石器実 測図1145
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図27第4群 出土石器実測 図(1)1145
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図28第4群 出土石器実測 図(2)45
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図29第4群 出土石器実 測図(3)45
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図3Q第4群 出土石器実測 図(4)45
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図31第4群 出土石器実 測図(5)45
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図32第4群 出土石 ・器実測 図(6)45

を施 してお り、形状は ノッチ状 を呈 している。

159・160は 頁岩製で あ り、今 回の調査 区で本石材 の製 品は この2点 のみ である。第6群 の集 中部 よ り若

干距離 をおいての出土 のため、本群石器 の組成に加 えるこ とは石材 の差 もあ り検 討 を要 しよう。2点 とも

縦長の刃器状剥 片 を素材 とし、縁辺 の全周 に調整加工 が加 えられてい る。

錐(図45・161)

1点 の出土であ るが 、形態等は第5群 出土例(119)に 似 る。本例 は黒耀石製であ る。

細部加工剥片 ・剥片(図45・162・ 図46・167)

縦長剥 片の縁辺 に使用痕状の剥離が認め られ るものである。166・167は 細石刃状の剥片 であ る。

石 核(図47)

小 さな黒耀石 の原石 を用 いてい る。168は 下端 ・裏面 に 自然面 を残 し、ほぼ一面よ り縦長状 の 剥片 を作

出してい る。169は 打面 を正面 ・裏面交互 に剥離 してお り、形状 は両 刃礫 器 状 を呈す る。170は 裏面に 自
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図33第4群 出土石器実 測 図(7)45
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図34第4群 出土石・器実 測図(8)45
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図35第5群 出土石器実 測図(1)1145
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図36第5群 出土石 器実測 図(2)45
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図37第5稗 出土石器実測図(3)45
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図38第5群 出土石器実 測図(4)45
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図39第5群 出土石器実 測図(5)45
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図40第5群:出 土石器実 測図(6)45
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図41第5群 出土石 器実測 図(7)4:5

然面 を残 し、一面 よ り石核調整 を行 いなが ら順次横長 の剥片 を作出 している。

敲石 ・礫器(図48・171・172)

171は 断 面が三角形 を呈す る敲 石であ る。端部 に潰れ痕 を有 し、 もう一方の端部 は、ほぼ水平 に割 取 っ

ている。172は 片刃状 の礫 器 と考 えた石器 で、礫 を一方か らの加撃 で分割 している。刃部は、明瞭ではな

いが細部加工 を施 している と思われ る。
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図42第6群 出土石 器実測図(1)1145
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図43第6群 出土石器実測 図(2)45
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図44第6群 出土石 器実測図(3)45
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図45第6群 出土石 器実測 図(4)45
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図46第6群 出土石器実測図(5) 4 5

'
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図47第6群 出土石 器実測 図(6)、45
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図48第6群 出土石器 実測図(7)45
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番号 群 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量9 破損 標 高m 備 考 石器固体番号

1 1 尖頭器 安山岩 12.7 3.9 1.8 68.0 326,575 150

2 1 掻 器 黒耀石 2.8 2.9 0.9 0.5
一 F41

3 1 掻 器 黒耀石 3.4 2.9 1.1 9.3 326,723 144

4 1 掻 器 安山岩 4.0 4.8 0.9 19.0
一 G3-2

5 1 掻 器 黒耀石 3.9 3.7 1.3 16.2 326,443 128

6 1 掻 器 安山岩 4.4 2.3 o.s 8.5 326,528 152

7 1 掻 器 黒耀石 3.5 1.6 1.0 4.2 326,283 104

8 1 掻 器 安山岩 6.1 4.6 1.9 63.5 327,925 164

9 1 掻 器 黒耀石 2.6 1.8 0.8 2.1
一 G356

10 1 掻 ・器 黒耀石 2.8 2.9 1.5 0.2 326,495 112

11 1 掻 器 安山岩 8.8 6.1 1.6 85.2 326.503' 113

12 1 削 器 黒耀石 2.8 2.6 0.6 2.6 一 F46

13 1 掻 器 黒耀石 4.3 3.6 1.5 18.2 326,627 141

14 1 削 器 安山岩 11.4 4.7 2.3 106.8 326,628 139

15 1 削 器
＼安 山岩

3.0 4.3 0.5 11.4 0 一 G354

16 1 剥 片 安山岩 6.6 5.2 1.4 56.0 326,538 175

17 1 剥 片 安山岩 6.0 5.9 4.1 36.4 一 G410

18 1 剥 片 黒耀石 2.1 0.6 0.3 2.9 一 使用痕 G412

19 1 剥 片 黒耀石 4.5 2.5 0:9 7.7 O
一 使用痕 G429

20 1 礫 器 8.7 7.0 4.7 398.4 0 326,628 140

21 1 打製石斧 安山岩 12.6 7.2 4.C 250.7 一 G45

22 1 石 核 黒耀石 2.5 2.3 2.3 13.7
一 G3-15

23 2 ナイフ形石器 黒耀石 3.2 1.9 0.8 3.6 326,975 E644

24 2 掻 器 黒耀石 3.7 3.5 1.1 12.5 326,991 329

25 2 掻 器 安山岩 4.7 4.2 1.5 30.5 37,015 E638

26 2 掻 器 安山岩 3.5 4.9 1.1 19.3 327,022 301

27 2 掻 器 黒耀石 3.5 3.1 1.2 15.6 326.85 E6-101

28 2 掻 ・器 黒耀石 3.0 2.7 1.2 7.3 326,970 E6-84

29 2 掻 器 安山岩 5.5 4.1 1.6 34.9 0 326,983 335

30 2 掻 器 黒耀石 3.7 2.7 1.1 8.5 327,114 341

31 2 掻 器 黒耀石 2.4 3.0 1.0 4.6 326,976 242

32 2 削 器 黒耀石 3.6 2.8 1.4 7.7 326,910 E6-18

33 2 削 器 黒耀石 3.2 2.2 0.6 6.1 326,970 使用痕 E6-9

34 2 削 器 黒耀石 2.8 2.7 0.9 4.8 326,940 E6-79

35 2 削 器 黒耀石 3.0 2.0 1.3 17.8 327,029 331

36 2 削 器 黒耀石 3.2 4.5 0.7 10.5 326,979 283

37 2 剥 片 黒耀石 4.1 2.7 0.8 5.1 326,975 使用痕 248

38 2 剥 片 黒耀石 3.6 1.9 0.8 2.7 326,895 使用痕 240

39 2 剥 片 安山岩 6.0 5.3 1.5 30.7 0 326,960 E6-65

40 2 剥 片 安山岩 9.7 5.5 2.0 70.1 327,050 E6-36

41 2 剥 片 安山岩 5.3 5.7 1.8 34.9 O 327,039 273

42 2 石 核 黒耀石 2.4 2.2 2.5 13.1 326,955 311

43 3 ナイフ形石器 黒耀石 2.8 1.9 0.7 3.2 327,240 D5-7

44 3 ナイフ形石器 黒耀石 1.3 1.1 0.3 0.3 0 327,155 D5-3

表3掲 載石器計測表(1)
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番号 群 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量9 破損 標 高m 備 考 石器固体番号

45 3 ナイフ形石器 黒耀石 1.1 1.0 0.4 0.4 327,263 260

46 3 石 核 黒耀石 2.0 2.1 2.2 8.5 327,020 196

47 3 石 核 安山岩 4.8 6.0 2.8 68.7 327,245 D58

48 4 ナイフ形石器 黒耀石 2.3 0.9 0.5 0.5 327,010 火熱 F832

49 4 ナイフ形石器 黒耀石 1.5 1.0 0.3 0.4 0 327,080 E821

50 4 ナイフ形石・器 黒耀石 2.2 1.2 0.4 0.6 0 326,990 F713

51 4 ナイフ形石器 黒耀石 2.1 1.1 0.6 0.8 327,107 F8-177

52 4 ナイフ形石・器 黒耀石 2.1 1.3 0.4 0.9 327,050 F8-241

53 4 掻 器 安山岩 5.9 4.8 2.1 53.6 327,198 521

54 4 掻 器 黒耀石 4.0 2.2 0.9 6.1 326,785 F7-96

55 4 掻 ・器 黒耀石 3.0 2.6 0.7 4.0 327,005 F7-4

56 4 掻 ・器 黒耀石 3.5 2.9 1.3 10.7 327,988 561

57 4 掻 器・ 黒耀石 4.0 2.8 0.6 6.0 326,835 F761

58 4 掻 器 黒耀石 3.7 2.7 1.8 14.0 327,010 F8-43

59 4 掻 器 黒耀石 4.1 2.2 1.9 13.1 326,910 F7-S1

60 4 掻 器 黒耀石 3.0 2.7 1.0 7.1 326,883 637

61 4 掻 器 黒耀石 2.7 3.7 1.5 12.4 326,863 456

62 4 掻 器 黒耀石 4.1 3.1 1.1 18.5 一 F7

63 4 掻 ・器 黒耀石 3.2 3.0 1.4 13.3 326,928 466

64 4 掻 器 黒耀石 3.9 3.4 0.6 9.1 326,773 640B

65 4 掻 器 黒耀石 3.4 3.4 1.5 13.8 327,060 89

66 4 掻 器 安山岩 4.3 5.7 1.4 35.2 327,185 E8-57

67 4 掻 器 黒耀石 3.2 2.7 3.1 6.6 327,158 419

68 4 掻 器 黒耀石 5.4 4.4 3.1 45.6 326,950 F8-220

69 4 掻 器 黒耀石 31 2.4 0.1 68 326,748 629

70 4一 掻 器 黒耀石 4.2 4.7 1.6 30.6 327,278 612

71 4 掻 器 黒耀石 2.8 2.8 0.5 3.1 326,918 396

72 4 削 器 黒耀石 3.8 3.5 1.1 11.1 326,935 F8-41

73 4 削 器 黒耀石 4.3 3.0 1.2 12.5 327,015 F8-238

74 4 削 器 黒耀石 3.4 2.5 0.7 4.7 327,033 615

75 4 削 器 安山岩 6.6 3.3 1.4 20.0 327,085 E8-41

76 4 削 器 黒耀石 4.1 3.5 0.8 7.2 326,933 F8-16

77 4 剥 片 黒耀石 2.7 4.1 0.5 3.6 326,950 使用痕 F8-139

78 4 剥 片 黒耀石 3.2 2.5 0.8 5.1 326,078 使用痕 583

79 4 ノ ッチ 黒耀石 4.1 3.7 2.0 26.0 326,953 594

80 4 剥 片 黒耀石 3.9 2.7 0.5 6.2
一 使用痕 一

81 4 剥 片 黒耀石 2.2 4.0一 0.7 5.6 326,961 使用痕 389

82 4 剥 片 黒耀石 3.5 2.3 0.8 4.2 326,953 使用痕 594

83 4 剥 片 黒耀石 3.0 2.1 1.0 5.1 326,958 使用痕 596

84 4 剥 片 黒耀石 2.2 2.9 0.6 2.7 326,913 使用痕 542

85 4 剥 片 黒耀石 3.0 3.8 1.2 8.8 326,993 使用痕 586

86 4 剥 片 黒耀石 3.8 1.7 0.8 3.0 326,913 使用痕 443

87 4 剥 片 黒耀石 3.5 1.1 0.6 1.3 327,065 使用痕 F8-193

88 4 剥 片 黒耀石 4.4 2.4 1.5 9.0 327,163 使用痕 408

表4掲 載石器計測表(2)
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番号 群 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量9 破損 標 高m 備 考 石器固体番号

89 4 剥 片 黒耀石 3.2 2.4 0.6 8.6 326,980 使用痕 一

90 4 剥 片 黒耀石 6.4 3.4 2.9 49.6 326,925
t,;

F835

91 4 原 石 黒耀石 6.7 6.2 6.0 246.6 326,928 472

92 4 石 核 黒耀石 4.9 4.5 2.8 52.2 326,920 F856

93 4 石 核 黒耀石 2.9 3.9 3.3 30.6 326,990 F827

94 4 石 核 黒耀石 2.1 3.0 3.2 13.3 327,040 E813

95 4 石 核 黒耀石 2.0 2.9 1.9 10.4 327,075 E839

96 4 石 核 黒耀石 1.6 3.1 1.8 7.7 326,873 548

97 4 石 核 黒耀石 2.9 2.9 1.4 12.9 327,828 698

98 4 石 核 黒耀石 3.2 4.4 3.2 35.5
一 一

99 5 ナイフ形石器 黒耀石 3.1 1.9 0.7 1.1 0 327,435 D745

100 5 ナイフ形石器 黒耀石 2.1 1.2 0.4 0.6 O 327,443 火熱 483

101 5 ナイフ形石器 黒耀石 2.9 2.0 0.6 2.2 O 328,003 767

102 5 掻 器 安山岩 8.4 4.0 1.8 73.7 327,698 653

103 5 掻 器 安山岩 7.9 3.1 1.5 37.0 327,165 86

104 5 掻 器 黒耀石 2.7 3.0 1.2 6.4 327,595 40

105 5 掻 器 安山岩 5.5 3.8 1.3 34.6 0 327,683 681

106 5 掻 器 黒耀石 3.5 2.9 1.0 6.9 327,588 643

107 5 掻 器 安山岩 4.4 3.2 1.1 14.1 327,442 365

108 5 掻 器 黒耀石 3.5 2.7 1.3 8.5 327,853 737

109 5 掻 器 黒耀石 3.8 3.1 1.1 12.2 327,342 358

110 5 掻 器 黒耀石 4.6 3.6 0.7 9.4 327,878 655

111 5 掻 器 黒耀石 3.6 3.7 0.9 14.6 327,344 359

112 5 掻 器 黒耀石 2.5 3.2 1.0 7.7 327,550 D72

113 5 掻 器 安山岩 5.3 5.1 1.6 32.9
o

327,728 711

114 5 掻 器 黒耀石 3.3 3.2 1.8 18.5 327,890 18

115 5 掻 器 安山岩 4.2 4.3 1.5 32.8 327,645 C7-21

116 5 掻 器 黒耀石 4.8 3.2 1.2 20.9 0 327,740 29

117 5 削 器 安山岩 3.2 2.0 0.9 4.9 327,690 C7-9

118 5 削 器 黒耀石 2.6 3.6 o.$ 7.5 327,575 C7-88

119 5 錐 安山岩 5.1 2.4 1.1 7.8 327,998 662B

120 5 剥 片 黒耀石 6.0 3.6 1.6 0.9 327,533 645

121 5 剥 片 黒耀石 5.7 2.9 1.3 15.1 327,530 C7-131

122 5 剥 片 黒耀石 4.1 2.3 0.7 6.7 327,518 使用痕 644

123 5 剥 片 黒耀石 4.7 2.6 1.0 9.1 327,853 使用痕 700

124 5 剥 片 黒耀石 4.6 2.0 1.0 6.9 327,828 使用痕 696

125 5 剥 片 黒耀石 3.3 2.1 0.8 4.2 327,610 使用痕 C7-84

126 5 剥 片 黒耀石 3.8 1.5 0.7 3.1 327,528 使用痕 487

127 5 剥 片 安山岩 7.5 8.2 3.1 111.8 327,530 使用痕 C7-94

128 5 剥 片 安山岩 8.3 4.6 1.5 60.4 327,808 726

129 5 剥 片 安山岩 5.2 4.9 1.9 38.5 328,238 765

130 5 剥 片 黒耀石 3.4 1.7 0.8 1.8 327,790 使用痕 HY27

131 5 剥 片 黒耀石 2.0 0.7 0.4 1.5 0 327,525 使用痕 ・火熱 C7-105

132 5 石 核 黒耀石 1.9 3.0 2.6 60.0 327,693 708

表5掲 載石器計測図(3)

一91一



番号 群 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量9 破損 標 高m 備 考 石器固体番号
133 5 石 核 黒耀石 2.9 2.9 1.4 12.9 327,828 698

134 6 ナイフ形石器 黒耀石 3.2 1.0 0.4 0.7 327,888 998

135 6 ナイフ形石器 黒耀石 3.2 1.2 0.7 0.6 327,690 D97

136 6 ナイフ形石・器 黒耀石 3.2 1.1 0.7 1.0 327,960 D10-77

137 6 ナイフ形石・器 黒耀石 2.4 1.0 0.4 0.6 327,885 火熱 D1033

138 6 ナイフ形石器 黒耀石 4.3 1.6 0.9 2.2 327,828 703

139 6 ナイフ形石器 黒耀石 1.1 1.4 0.4 0.5 0 327,840 D934

140 6 ナイフ形石・器黒耀石 1.7 1.2 0.5 0.7 0 327,790 D910

141 6 掻 器・ 安山岩 6.6 4.3 1.4 33.4 327,808 916

142 6 掻 ・器 黒耀石 3.4 2.9 0.1 6.8 328,108 1028

143 6 掻.器 安山岩 5.9 4.9 1.8 48.4 327,963 964

144 6 掻 器 黒耀石 3.5 2.6 1.7 6.8 327,828 920

145 6 掻 器 黒耀石 4.2 3.8 1.8 21.9 327,563 900

146 6 掻 ・器 黒耀石 3.4 2.6 1.4 9.7 328,048 799

147 6 掻 器 黒耀石 3.5 3.4 1.1 14.2 327,900 D1050

148 6 掻 器 黒耀石 3.4 2.7 1.6 14.1 327,968 967

149 6 掻 器 黒耀石 3.7 2.9 1.3 13.2 327,818 859

150 6 掻 器 黒耀石 3.2 2.0 1.0 4.2 327,843 835

151 6 掻 器 黒耀石 3.1 2.3 1.1 5.6 327,933 999

152 6 掻 器 黒耀石 3.5 3.4 1.2 10.9 327,855 D10-41

153 6 掻 器 黒耀石 3.4 3.0 1.0 7.2 327,928 979

154 6 掻 器 黒耀石 3.8 2.6 1.8 9.9 327,938 969

155 6 削 器 黒耀石 3.7 3.0 0.8 7.9 327,928 931

156 6 削 器 安山岩 11.6 6.2 2.3 150.8 328,098 792

157 6 削 器 黒耀石 5.5 3.0 2.2 18.3 327,933 888

158 6 削 器 黒耀石 3.7 2.4 0.7 3.9 327,910 D10-22

159 6 削 器 頁 岩 9.3 3.2 1.3 26.9 327,968 780

160 6 削 器 頁 岩 8.9 2.1 1.1 15.1 328,038 781

161 6 錐 黒耀石 4.5 1.4 0.9 3.8 328,020 D10一 一105

162 6 剥 片 黒耀石 4.7 2.4 0.8 6.2 328,113 使用痕 810

163 6 剥 片 黒耀石 3.4 2.3 0.8 3.2 327,858 使用痕 878

164 6 剥 片 安山岩 5.3 4.7 1.2 21.1 327,838 984

165 6 剥 片 黒耀石 4.0 2.4 0.6 3.5 327,718 使用痕 858

166 6 剥 片 黒耀石 2.4 1.1 0.4 0.8 0 328,023 797

167 6 剥 片 黒耀石 1.6 0.6 0.2 0.2 0 328,298 789

168 6 石 核 黒耀石 3.1 4.5 4.0 44.8 327,438 848B

169 6 石 核 黒耀石 4.8 4.4 2.7 58.4 327,853 861

170 6 石 核 黒耀石 4.7 5.4 2.1 49.2 327,545 F10-9

171 6 敲 石 一 9.1 6.0 4.8 392.4 327,933 1023

172 6 礫 器 一 8.1 7.2 3.7 281.6 328,218 783B

173 5 掻 器 安山岩 5.5 6.0 1.9 58.3 327,475 C7-103

174 5 掻 器 安山岩 6.1 6.2 1.8 62.3 327,278 346

175 5 剥 片 黒耀石 5.2 2.8 1.2 6.9 327,443 C7-111B

176 5 剥 片 黒耀石 1.8 3.0 0.5 1.5 327,858 691

表6掲 載石器計測表(4)
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4日 焼遺跡の石器群について

A各 群の石器組成について

1～6群 の石 器組 成につ いては 図49に ま とめた。 まず各群別 の特徴 を掲 げ、次に石器形態の相違 につ

いて触れて行 くこ ととす る。

第1群 の石 器組 成の特徴 は、1点 のみで あるが尖頭器 を組成 としているこ とにあ る。両面 を丁寧 に仕上

げた半月形 を呈 している。 これ に掻 器A・C・D、 削器 ・石核 などが加 わ る点は他 の群 と同様で ある。 た

だ し、打製石斧 と思われ る石器 も出土 してい る。第2群 は、B2形 態のナイフ形石器 に掻 器A・B・D、 削

器 ・石核 が伴 う。第3群 は、ナ イフ形石 器A、 ・A3・B2、 及び石核 が伴 う。第4群 はナイフ形石 器A、 ・A2・A3

・B、、掻 器A・B・C・D、 削器 ・石核 等 を組 成 とす る。第5群 は、ナイフ形石器A、 ・B、・B2、掻 器A・

C・D、 削器 ・石核等 を伴 う。第6群 は、ナイフ形石器A、 ・A2・B、、掻 器A・D、 削器 ・石核等 を組成 と

す る。

以上、各群 の組成について触れて きた。各群 間で大 きな相違 を見せ てい る点 は、第1群 出土 の尖頭 器 と

打製石斧 であ る。掻 器等 は他 の群 出土石 器 との相違 は認め られ ない。尖頭器 ・打製石斧 を伴 うこ とは、同

時期 におけ る組成差 なのか 、あるいは時期差 なのか 出土状態か らは判 断で きない。

第2群 ～第6群 出土石器 につ いては、各群 内の一器種内において も形状 にバ ラエテ ィが あるものの、そ

れは各群 において共通 に組成 してお り、む しろこれ らの群 が同時期 である積極 的な証拠 として考えられる。

例 えば、一群 内 より多種 多様 な石核 が出土 し、それ らが単一 な剥片剥離技術でないこ とも、各形態 を作

り出すための重要 な技術基盤であ った と考 え られ るし、逆 にそれが各種形態 を製作す るこ とを可能に し得

たのであ ろう。

したがって層位 的にも石 器組成の相似性か らも、第2群 ～第6群 につ いては同一時期 に空間 を占拠 して

いた と考 え られる。 なお、接合作業 は まだ行 っていないが 、数少 ない搬 入石材数点の接合 のみ行 った。石

質はチャー トが多いが計4個 体別 資料が ある(図50)。 それによれば、①3群+4群+6群 、②4群 内、③

4群+6群 、④5群+1群 付近 となっている。今 後の接合作業で よ り動 きが判 明してい くと思 われ る。ま

た使 用石材 につ いては、第1～6群 とも1・2点 の頁岩等 を除けば安 山岩 と黒耀 石で 占め られ る。 その比

率 もζ黒耀石 の石器製作 を盛んに行 った と考 えられ る第4・6群 以外は極端 な差は認め られない。 日焼遺

跡石器群 は、二側縁加工 を主体 としたナ イフ形石器 、エ ン ド・ス クレイパーや ラウン ド ・スクレイパーが

共伴 す る掻器類 、削器、錐 、多種類 の石核、敲石等 を組成 とす る一 時期 の石器群 として把握 され る。

なお、ナ イフ形石器 ・掻 器の形態別 の出土状況は表7の とお りで ある。

兼
ナ イ フ 形 石 器 掻 器

Al A2 A3 B1 B2 Al A2 B c D

1 0 0 0 0 0 1 3 0 1 5

2 0 0 0 0 1 1 2 1 1 4

3 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

4 2 1 1 1 0 1 5 2 1 10

5 1 0 0 1 1 3 3 0 1 8

6 3 1 0 3 0 2 1 1 1 9

計 7 2 2 5 3 8 14 4 5 36

表7ナ イフ形石器 ・掻器形態別組成表(掲 載石器)
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図49各 群出土石器組成一覧
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図50搬 入石材接合資料分布図(実 線は接合 ・破線は同一母岩)

次にナイフ形石器 と掻 器の形態につ いて触れ るこ とにす る。

ナ イフ形石器

第2群 ～第6群 まで計19点 出土 しているこ とは先 に触 れた。 そして形態 は二側 縁加工 が主体 的であった。

こうした形態 を示すナイフ形石器 は、いわゆ る 「茂 呂型」 ・ 「茂 呂系」 と認識 されて きている。完形 品の

長 さは3.5cm～2.1cmと 茂 呂系のナイフ形石 器で も小形 の部類に入 る。ナ イフ形石 器は、よ り新 しい段階

は大形か ら小形へ(小 林1962ほ か)、 あるいは量 的に増加す る(織 笠1980)と され、本石器群 が ナイフ形

石器 を主体 とす る時期 において もよ り新 しい終末期石器群 であ ると考 え られ る。

∠また、こ うした小形 のナイフ形石器 については 「組み合 わせ道具」 としての機能が推定 され ている(白

石1978)。 こ うした見解 は 「細石器化 した茂 呂系」(安蒜1979)等 に もみ られ る。本遺跡 の2cm～4cmの 小形

ナイフ形石器は、や は り単独 で使用 した とは考 え られず、出土点数 は少ない もののこ うした組 み合 わせ 道

具 のパー ツ としての機能 を考 えたい(図51)。

掻 器

.鰐緊 二銃 鋸∴灘 康 《嚢 欝 糠 一一翼 鳥
々 な形態が出土 しているが 、形態的にはA・ 図51ナ イフ形石器組み合わせ想定図

D類 を基本 とし、他 はそのバ ラエテ ィのなか

でお さえられ る。一遺跡 にお いて削器 を含め113点 と多量 に掻 器類が出土 した遺跡は、ほ とん ど無 いので

はあ るまいか。石材別 では、A・類 とした大形 のエ ン ド ・ろ クレイパーは全 て安 山岩 を用 いている。逆 にA2

類や他 の形態には、圧倒 的 に黒耀石 が多 く用 いられている。 これは、素材 として安 山岩 は、よ り大 きな剥

片 を作 出 し、黒耀 石は母岩 にも規制 されて小 さな剥 片 しか作出で きなか ったか らと思 われ る。

小 さ くて貴重 な黒耀 石 に期待 で きない範囲は、ふんだんに手に入 る安 山岩でカバー したので あろ う。そ

の意味で 日焼遺跡石器群 は、本来的には黒耀石石器群 である といって も間違いではないで あろ う。
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B日 焼石器群の編年的位置について

ナ イフ形石 器の項 で も若干触れ たが 、本石器群 の編年 的位置 につ いて考 えてみたい。

本石 器群 の組成 をみ る と、第1群 の尖頭器 を除 き、直接 的な生産用具 と考 えられ るのはナ イフ形石器 の

みであ る。出土 している石核か ら考 える と、その剥 片剥離 技術 は、小 さな原石 を多方 向か ら剥離 して作 出

しているもの と思 われ、素材 には縦長 ・横長 のあ らゆ る剥片が使用 され たもの と考 え られ る。石刃 あるい

は刃器状剥 片 と呼べ る ものは殆 ど出土 していない。事実ナ イフ形石器は様 々な形態 の剥片 を素材 としてい

る。 そして、前述 した ように多 くのナ イフ形石器が小形化 しているこ とは、茂 呂系石 器群 の なか でもよ り

新 しいナイフ形石器終末期石器群 と考 えることが で きる。 また、組成 として円形掻 器 ・揖指 状掻 器等 を伴

ってお り、武蔵野 台地 の第II文 化期 後半(小 田1980)に 比定 され うる。これは、小 島 ・早津:両氏に よるテフラ

分析 において も、広域火 山灰のAT(姶 良Tn火 山灰)の 上位 に あり、 おそ らくAs-YPK(浅 間草津 軽石

層)の 直下に位置付 け られ る とい う見解 に合 う。

本石 器群 と対比 される石器群 としては、近辺 では伊勢見 山II(小 林1982)、 南関東武蔵野 台地 では第IV

層中～上 層出土石器群 に認め る事 がで きる。

いずれに して も、 日焼石器群 はナ イフ形石器終末期で 、さらには細石器 の時期 とも近 い もの と考 え られ

る。

なお、1群 出土 の尖頭器 について もう少 し触れ ておか なければな らない。発掘所見 では、第1群 出土石

器 を他 の群 と時期 的に分離す る積極 的な証拠 は見 出せ なか った。当該時期 において尖頭・器の伴 出は、南関

東において も広 く認め られ てい る(小 田1988ほ か)。ただ しそれは小形 の尖頭器 とされ 、本遺跡出土例 の よ

うに大形で半 月形 を呈す る尖頭器 は、先土器時代 末か ら縄文 時代草創期 に出土 している。現在 までの とこ

ろ当該 時期 と思われ る出土例は知 らない。 したが って、本報告 では提示す るに とどめ評価 は今 後に待 ちた

い 。

C飯 山地方の先土器時代編年予察

信 濃川中流域 におけ る先土器時代遺跡の概要 については、第II章 の項で触れて きた。

本稿 ではそれ らの編年 的位 置付 け を、研究史 をふ まえなが ら行 い、 日焼遺跡のあ り方 をその変遷 のなか

で明 らか に してお きたい。なお、本稿 で用 いる飯 山地方 とは、飯 山盆地 を中心 とす る地域 で、行政 区画 で

は飯 山市 ・下高井郡 木島平村 ・同野沢温泉村 ・下水 内郡栄村の範囲 を指す。

当地方 で当該期の発掘調査 が行 われ た遺跡には、;横倉遺跡(神 田 ・永峯1958)、 小坂(高 橋1962・ 高橋

ほか1976)、 太子林(飯 山市教委1981)、 関沢(飯 山市教 委1981)等 がある。 また、多量の遺物が採集 され た

遺跡 に千苅遺跡があ る(中 島1982)。 各遺跡 の概要 につ いては第II章 を参照 していただ きたい。 これ ら各遺

跡 の編年的位置についてはそれぞれの報告 のなか で記載 されてい るし、それにつ いての評価 も多 くな され

て きた。

これ らの石器群 が飯 山地方 のなかで どのよ うに変遷 したかにつ いては、 まず太子林 ・関沢遺跡 の報告書 も

によって触れ た。出土石器群 の組成差 か ら汎 日本的な編年序列 の変遷が認め られ ることによ り、太子林遺

跡 を南関東野川編年(小 林 ・小田1973)の 野川II期 、関沢遺跡 を野川III期に位置付 け、全国的な流れの な

かで理解 しようとした。さらに、太子林遺跡 では刃部磨 製石斧 の形態か らPhaseIIb期 に位置付け られ る可

能性 を示 した。 また、中島氏は千苅石・器群 の位置付 け を検討す るなかで、小坂石器群→ 関沢石 器群 →(細

石器)→:横 倉遺跡 と変遷 を示 された(中 島1982)。 これ らは大局的にはその指標 としてナ イフ形石 器→尖頭

器 ・細石 器ラ 尖頭器 の流れ のなかで押 え られ るのであるが 、その細分 は地域的に も複雑 さを増 してお り、
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一概 に汎 日本的 に一律 とな るものではないであ ろう。

またテ フラ層 の研究にお いて、広域 テフ ラ層である姶良Tn火 山層が本地域 に も普 遍的に分布 す るこ と

が明 らか とな り(早 津 ・新 井1981・1982)、 層位 関係か らも対比が可能 とな った(早 津 ほか1983)。 こ こで

関係す る遺跡 につ いては、ATと の関係 か ら直上付近 に包含層 をお く小 坂石器群→ か な り上位 にお く関沢

石器群 の変遷が明 らか とな った。 これは、 「遺物 包含層 と示標 テフ ラ層、特 にATと の層位関係 を検討」

し 「石器型式 を加味 した編年 については……いず れ稿 を改めてのべ られ る予定」 とされ、あ くまで も地質

学的所 見 として触れ られ たのであ る。 しか しなが ら、全国の先土器 時代石器群 とATを 介 して対比が可能

となったこ とは、テフラ層の薄い当地域 においてさえATの 上位 か下位か 、距離 をお いてい るのか いない

のか といった問題 にお いて極 めて大 きな成果 であった。

さて、以上 の成果 を踏 まえなが ら飯 山地方 における先土器時代 の編年試案 を示す こ とにす る。

飯 山1期

現在 の ところ地質学的所 見か らも明確 にAT以 下の石 器群 は検 出され ていない。武蔵野PhaseIの 時期

であ る。 当地方で今 後検出 され る可能性 も考 え設定す る。

飯 山II期

AT以 降の時期 で、武蔵野PhaseIIの 時期 に相 当す る。石刃技法 を基盤 として製作 されるナ イフ形石器

を主体 とし、掻 器 ・彫 器 ・削器等 を組成 とす る。刃部磨製石斧 を伴 う場 合もあ る。ただ し後半 ～終末 にな

り、主体的 な石刃技法に変 り新 しい製作技術 によって石器製作が行 われ るようである。本時期 は、4段 階

に細分 され る もの と考 えてい る。頁岩製 の太子林 ・小坂石器群 の 中にいわゆ る茂 呂系 の黒耀石 製ナ イフ形

石器が存在 してお り、 これ らの形態 はPhasellb期 に含め られ る と考 えられ る。 また、・今 回の 日焼石 器群

は茂 呂系ナ イフ形石 器 を伴 う石器群 であるが、石 刃技法 を持たない よ り終末 の石器群 であろ う。

PhaseIIa前 半期 に相 当す る石器群 は、未報告 資料 であるが大塚 遺跡の石刃石器群 が該 当す る と考 え られ

る。本稿 では、明確 に分離す るこ とはできないが、(大 塚)→ 太子林(→)小 坂→ 日焼 と変遷 を考 えてお

きたい。 この変遷は、石 刃技法 によって規格 的に作 出され た石 刃(素 材)か ら各種 の石器形態 を生み 出す

段階(大 塚)→ 石刃技法 によるが、 目的 によ り素材差が現 われて くる段階(太 子林 ・小坂)→ 石 刃技法 とは

呼べず 、 目的にあ ったあ らゆる形態 の素材 を作出す る段階(日 焼)と い うよ うに剥 片剥離技術か らも伺 え

る。 なお、太子林→ 小坂 の変遷 は、彫器 ・掻器が小坂では よ り発達 を遂 げてい る事 を理由 としている。 た

だ し、各遺跡が持 つ系統差 もあ り、順次一連 の動態 の中で変遷 した とい うのではない。 日焼遺 跡の時期 に

は、明 らか に茂 呂系石器群 の強 い影響下におか れた と考 えられ る。なお、 南関東 の同時期 の編年 に対比 さ

せれば、 この時期 の後半以降 には尖頭器が伴 う。

飯 山地方においては、ナ イフ形石 器 と尖頭器が 出土 した例 としては、前記の小坂遺跡そ して今 回の 日焼

遺跡の二遺跡である。両者 とも共伴 関係 が明確 でないが、上 ヶ屋遺跡(森 島1982)に おいて も類例がある。

これ らの三 遺跡 に共通 して認め られ る事 は、すでに完成され た特徴 的な尖頭器 である点にある1い わゆる

東 山系石 器群 における尖頭器の出現については十分 に把握 していないが、関東地方 とは異なるよ うに思 え

る。 この点につ いては今後の課題 としてお きたい。

飯 山III期

現在の ところII期 の終末 をどこで区切 るか明確でない。現時点では尖頭器が主体 的な石器組 成 となる時

期 をII期 とIII期の画期 としてお く。 関沢石器群 が代表 とされ よう。 ただ し、この時期 に細石器 が登場 す る

もの と思 われるが 、当地方では明確 となっていない。お そら くこの期 に併行 す るもの と思われ る。

飯 山IV期

横 倉 ・千 苅石器群 に代 表 され る大形 の尖頭器石器群 であ る。 この時期 に土器 が登場 しているこ とも予想
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図52飯 山地方における先土器時代編年試案
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される。 また、細石器 につ いては、相模野 台地 の寺尾遺跡(鈴 木 ・1980)第1文 化層 ・上野遺 跡第1地 点

(相 田ほか ・1986),等 で土器 を共伴 している事実か ら、III期に登場す る細石器がその まま土器 を ともなっ

て先土器時代 の終焉 を迎 えるこ ともあ り得 る。 したが って、III～IV期 には様 々で複雑 な石器組 成の石 器群

ミが存在す るもの と思われ・ それ らの系譜 も今後 の大 きな問題 として残 されてい る・

いずれ にして も、 日焼遺跡石 器群 はナイフ形石器 とそれ以降の石 器群 の間にあって、地域的 な文化 圏の

変化 を含め大 きな問題 を提起 して いる。
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5結 毫…五
ロロ

麻生優氏が、大倉崎瀬:付出土 の先土器時代所産の石 器について 「千 曲川 に接す る位 置にあ るこ とは、注

意すべ きではないか」 とかつ て述べ たこ とが あった。飯山地方 の先土器時代の遺跡の立地 は、ほ とん どが、

千 曲川の低位段丘面か 、それほ ど距離 をおか ないで存在す ることに大 きな特徴 をもってい るとい えよう。

千 曲川上流域 、中 ・南信 の先土器文化 のあ り方 と相異す る。

日焼は、発見の当初か ら5,000m2以 上 の大規模な ものであ ることが確認 されていた。そ して、遺物 の量

も豊富 であった。何 回 とな く踏査 を行 なったが 、そのたび ごとに両手 で もちきれないほ どの採集 品が あっ

た。特 に遺物の豊 富な地 点は、千 曲川 と境の沢 に面す る傾斜面 であ り、今 回調査 した地点 ではあ まり採集

で きなか ったのであ る。踏査 の繰返 しの中で望 月は、中山晋平が若か りし頃教鞭 をとった柏尾小学校 で千

曲川に面 した地点か ら出土 した とい うコアー を発見 してい る。蛇足 であるが、同校 には、中山晋平 の愛用

した と伝 えられ るオルガ ンがあったが 、閉校 とな り現在は教育委員会 に保管 されている。

発掘調査の北端 には、曲 りくね りなが ら東西に農道が走ってお り、その北側 は、千 曲川の築 堤の ために

土砂が採取 され、3mほ どの急崖 となっている。農道では、融雪期の春先に若干 の黒耀 石の細片 を採集 し

た ことが あった。 しか し、量的には、僅小 であ り分布 の末端 として把握 して きたのである。

調査が開始 され るや私達 の考 えていたこ とが いかに甘 い ものであったか を知 らされ たのであ る。調査 の

進行 に伴 い続々 として出土 す る石器。地下 に埋 蔵 されている先土器時代の素顔 は大 き く、豊 富で果 て しな

い ものであるこ とを調査 に従事す る私達 に知 らしめたのである。改めて、埋蔵文化財は調査 してみない内

は軽 々 しく判断すべ きでない とい う教訓 をあた えたのであった。

調査 の結果については、すでに第III章の各項で述べ ているが 、若干触れてみ たい。

今 回の調査 で石 器の出土状態 は、6群 にわた って存在す るこ とが確 認 された。 そして、それ らの石器群

は、一部 を除けば斉一性 をもっているこ とが判明 した。ただ1群 の中に半 月形の尖頭器が あ り、これが果

して同時代 の所産 とす るか否か大 きな疑問であ る。

石器素材の面で も注 目すべ きこ とがあった。即 ち、大形のス クレイパ ーは安 山岩 を使用 し、小形 の同種

器具 には、黒耀石 を使用 しているこ とで ある。 これにつ いては、第III章4の 「日焼遺跡の石 器群 につ いて」

で詳細に述べ て きた ところである。

本遺跡の特徴 は、ス クレイパーが大量に出土 したこ とであ る。総点数 で113点 にのぼ る。ス クレイパー

の多さは、調査 中か ら注 目したこ とであ ったが、整理 して改めてその多さに驚 きを禁 じ得 ないのであ る。

まさに 日焼はス クレイパー を主体 とした文化 であった といえると同時 に特異な文化相 をもってい る訳であ

る。小型のナイフ形石器が 出土 したこ とか ら判 断 して、出土 した石器群はナイフ形石器の終末 に位 置付 け

られ るこ とも判 明 した。

いずれに して も調査期 日が限定 された苦 しい調査ではあったが 、大 きな成果 をあげ当地方 の先土器文化

の究明に大 き く寄与 したの である。昭和50年 代以降、開発に伴 なって当地 方では先土器時代の貴重 な調査

が い くつかあった。調査 を通 じて そのたびご とに多大な成果が あった。ただ、これが開発 に伴 う調査 であ

るこ とに種 々の疑点 は残 されて いる。

研 究史の末尾 で中島氏 、望 月が当地方 の先土器文化の序列化 につ いて、試案 を示 しているこ とを述べた。

今 回の調査 で、更 にその間隙 を埋 め る資料が得 られたのである。 そして、スクレイパー を多量に もつ文化

をどの ように位置づけてゆ くのか とい う問題 も同時に提起 した。

昭和63年 は全 くの異常気象であ った。酷暑が続 くと思 えば、冷気がお とずれ る。 日焼遺跡の調査 中は、
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酷暑 の連続で あった。今静 かに想い起せば 、額 に顔に盗れで る汗 をぬ ぐお うともせず 、調査 に全 力 を傾倒

して頂 いた作業員の皆 さんの姿が浮か んで くる。 ほ とん どが地元の人達 だ。地元に存在す る文化財 を大切

に しようという熱意がひ しひ し と伝 わって きた。更 に地元の 「地 蜂の会」の皆 さんには、一 日をさいて奉仕

して頂 き、更に激励会 、慰労会 まで して頂 いた。感激一入であ った。

多 くの方々の協 力、援助 があったれば こそ調査が順調に進み、大 きな成果 をあげ ることが で きた のであ ,

る。末尾 なが ら地質につ いて玉稿 を賜 った小島正 巳、早津賢二両先生 、黒耀石の科学 分折 をして下 さった

鈴 木正 男先生、種 々 と教 示 をた まわった県史刊行会の宮下健 司氏、物心両面にわたって御援助 を頂 いた阿

部武義 、川 久保 広良両市会議員 さん、作業員 の皆 さんに心 よ り感謝 申 し上 げる次第で ある。
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付 編1

日焼遺跡のテフラ分析

早 津 賢 二 ・小 島 正 巳

日焼遺跡 の地質 は、上位 よ り、黒色腐植土 層 ・褐色 風化 火山灰層 ・段 丘堆積物か ら構成 されて お り、先

史時代の石器 出土層準は 、褐色風化火 山灰層の上部 にある。発掘 グリッ ドでは、肉眼で観察で きるよ うな

示標テフラ層 は認め られ なか ったの で、遺物 出土層準 を含み その上下位の褐 色テフラ層 を5cm幅 で連続採

取 し、顕微鏡下 で示標 テフラの検 出を試みた。

試料採取地点 では、黒色腐植土層(35cm)・ 漸移層(IOcm)・ 褐色風化火山灰層(30cm〈)が 観 察 され 、

遺物は、褐色 風化 火山灰層 の上 限か ら5～15cmの 間に集 中 して出土す る(図1、 図2)。

分析の結果褐 色風化 火山灰層 と漸移層のすべ ての試料(図2)か ら、姶良Tn火 山灰(AT、2.1-2.2

万年前)を 特徴づ けるヴァブルー ウォール型火山ガラスが検 出された。屈折率の測定はお こなっていない

が 、周辺のテフラの産状(早 津 ・新井19811985な ど、早津ほか1983)か らみて、 この火山ガ ラスは、

ATの もとと断定で きる。ATガ ラスは、遺物 出土層準下位の試料⑬ と⑭ に最 も多く含 まれ てお り、上位 に

むか って減少す る。 したが って、ATの 降下 層準は試料⑭ ない しその下位 にある と考 えられる。

AT以 外の示標 テフ ラの検 出は、今 回はな されなか った。遺物層準 と浅 間草津軽石層(As-YPK、1.o-

1.!万 年 前)と の関係 も、直接つかむ ことがで きなか ったが、信濃川テフラ層におけ るAs-YPKの 一般 的

産状(早 津 ・新井1985)か ら判断す ると、As-YPKの 降下 層準 は、日焼遺跡 では試料⑩ ～⑨ の層準に対

応す るのではないか と考 え られ る。つ ま り、石器群の 出土層準は、As-YPKよ り下位にあ る可能性 が高い。

以上、 まとめ ると、 日焼遺跡 の石器群 の出土層準は 、ATの 上位 にあるこ とは確実 であ る。 また、お そ

らくAs-YPKの 直下に くる もの と推定 され る。
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早津賢二 ・新井房夫(1981)「 信濃川中流域におけるテフラ層と段丘形成年代」 『地質学雑誌』87P791～805

早津賢二 ・新井房夫 ・小島正巳 ・望月静雄(1983)「信濃川流域における先土器時代遺物包含層と示標テフラ層との層位関

係」 『信濃』35P813～822

早津賢二 ・新井房夫(1985)「 妙高火山新テフ

ラ地域のテフラ層」

早津賢二著 「妙高火山群 」第一法規出

版P253～305

早津 賢二(1988)「 テ フラおよびテフラ性土壌

の堆積機構 とテフロクロノロジー

一ATに まつわる言義論に関係 して一」

『考古学研究』34(4)P18～32

町 田 洋(1987)「 火 山 ・テフラ ・巨大崩壊」

『日本第四紀前会編 日本第四紀地
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図1試 料採取地点の写真

(数字は試料番号)

図2試 料採取地点の地質柱状図

(墨三'駕 黙斗1+』ま+雰 蔽 霜)
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付編2
日焼遺跡の黒曜石の分析

立教 大学 一一般 教育部 鈴 木 正 男

立教大 学原子力研究所 戸 村 健 児

〔は じめ に〕

日焼遺跡か ら出土 した26点(焼 け た もの12点 を含む)の 黒曜石 につ いて、黒曜石分析 を行 なった。その

結果 をここに報告 す る。._¥

黒曜石 は、Sio2に 富む溶岩 が急冷 して生 じる天然ガラスであり、 その産 出地 は限 られている。黒 曜石 は

先 史時代 に石器製作のための石材 として運搬 され交易 された。

黒曜石分析は、黒曜石 の産地推定 と水和層年代 測定か らなる。す なわ ち考古学 的黒曜石の 多様 な属性 の

うちの二つ、運搬あ るいは交易 による移動の方向 と距離(空 間系)と それが行 われた年代(時 間系)を 同

時に明 らか にす る。 ・

遺跡 出土黒曜石 の原産地 は、熱 中性子放 射化分析法 、蛍光X線 分析 法、フ ィッシ ョン トラック年代 測定

法 な どを用 いて原産地 と遺跡 出土 の黒曜石 の化学 成分や噴 出年代 を測定 し比較す るこ とに よって推定 され

る。ここでは原産地 を熱中性子放射化分析 と判別分析(SuzukiandTomura,1983;Suzukieta1.,1985a,b)

によって推定 し、その年代 を黒 曜石水和層年代 測定法 および フィッション トラ ック年代 測定 法(焼 けた黒

曜石)に よって測定 した。

〔熱 中性子放射化分析〕

種々 の核種 に熱中性子 を照射す る とそれぞれの核種 は放射化 され、それぞれの核種 に固有 のエネルギー

のγ線 を放 出す る。放射化 され た核種 はそれぞれに固有の半減期 で壊変す る。 したがって、冷却期間 を調

節す るこ とによって、産地 の判別分析に有効 な核種 のγ線 を選択 して測定す るこ とがで きる。

試料 の各元素の含有量は、① 試料 とともに多種類 の元素の含有量が知 られてい る標準試料 に熱 中性 子 を

照射 し、② γ線 を計数 し、③試料 と標準試料 のγ線 のカウン ト数比 、重量比、測定開始時間 の差に起因す

る変動 を補正す るこ とによって計算 され る。

実際 の操作は、以下 の とお りである。 まず、ダイヤ モン ドカ ッター を用 いて、黒曜石試料の小片 を切 り

出 し、その重量 を化学 天秤 で測 り、 ポ リ袋 に封 入す る。 これ を標準試料 とともに照射 キャプセルに入れ、

立教大学原子力研 究所TRIGAII型 原子炉 の回転試料棚(RSR)の 位置に挿入 して、出力100KWで12

時間熱 中性子 を照射す る。対照す る標準 試料 はNBS278(ObsidianRock)で ある。

約10日 間冷却 した後 、γ線スペ ク トル を1000～3000秒 計数 して、標準試料 との比較か ら、 サ マ リ ウ ム

(Sm)、 ウ ラン(U)、 トリウム(Th)、 ハ フニウム(Hf)、 スカンジウム(Sc)、 鉄(Fe)、 ランタン(La)

の7元 素 の含有量 を測定 した。

日焼遺跡 出土黒曜石試料26点 の分析結果 を表1に 示 した。日焼遺跡 の黒曜石 は、すべ て和 田峠産 であった。

〔黒曜石水和層年代〕

黒曜石 の水和層の厚 さ(THL:μm)と 、経過 した年代(A:a)と の間には、次 の関係 があ る。

A=1000・(THL2/k)

ここに、kは 効果水和温度(EHT)が 一様 と見な しうる地域 で設定 され、かつ適用される水 和速度(μm2

/(1000a))で あ る。水和速度については、すで に野)il遺跡 など東京周辺 の遺跡 を基準 に して、次の ように

設定 され ている(Suzuki,1973)。

産地 ・露頭 水和速度
WO 7.89

H2,04,YO 5.13

K3 2.69

TO 1.11*

K1 0.98

HO 0.28
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効 果水 和 温 度 の 異 な る地 域 では 水 和 速 度 の補 正 値(相 対 水 和 速 度:Kr)を 用 い る。 東 京 周 辺 の 遺 跡 の

水 和 速度 を1と した時 の相 対 水 和 速 度 は 次 式 で計 算:さ れ る一。

exp(一3.877(103/。K)十13.83)K
r=
exp(一3.877(103/ｰKT)一f-13.83)

こ こ に.KT、.Kは そ れ ぞれ 絶対 温 度 に よ る東 京 、 当該 遺 跡 の効 果水 和 温度 で あ る。 そ して効 果 水 和 温度

は 、年 平 均 気 温 で代 用 す る こ とが で き る。理 科 年 表1989年 版 に よれ ば 、 東 京 と長 野(36.40'N,138.12'E,

418・2m)の 年 平均 気 温(1988・1・1現 在)は そ れ ぞ れ15・3、11・4℃ で あ るか ら、 日焼 遺 跡(36.54':N,138. 、

23'E,327m)の 気 温 を 長 野 の値 で代 用 す れば 、 日焼 遺 跡 の補 正 値(効 果 水 和 温 度)は0.65と な る。

実際の試料 の調整 は、黒曜石 の剥 離面に直交 して切 り出 した小 片平均約10個 を、エ ポフォーム試料枠 に

入れ、エポキ シ系樹脂エ ポフィックス と硬化剤 を容積比8:1に 混合 した。硬化完 了後、通常 の手順 に し

たが って、厚 さ約30μm程 度の薄片に仕上 げた。 ノ

これ を、光学顕微鏡約1,000倍 で透過光観察 し、その水和層の厚 さをビデ オプ リンターのプ リン ト上 で

計測 した。

〔黒曜石水和層年代測定結果〕

黒曜石水和層年代の測定結果は以下のとお りである。全26点 中12点 は焼けているので水和層厚の測定は

できなか つた。

産 地 点数 水和層厚
1

黒曜石水和層年代

WO:Wadatoge 1 6.6 8,500

WO:Wadatoge 2 7.1 9,800

WO:Wadatoge 10. 7.86ｱ0.13 12_,000ｱ400

WO:Wadatoge 1 9.7 18,300

〔フィッシ ョン トラック法 による年代測定 〕(焼 けた黒曜石)
238Uの 自発核分裂壊変 を用 いたフィッシ ョン トラ ック年代 測定法 は、 トラ ック(核 分裂の飛跡)が 加 熱に

よって消失す るこ とを利用 して焼 けた黒曜石な どの最終加熱 の時期 を測定す るこ とがで きる(焼 けていな

い場合 は、噴出年代が測定 され る)。

No.3、6の2点 の試料について測定 した結果 を表2に 示 した。11,500±1,400お よび11,900±700aB.P

であ る。

〔結果の解釈〕

遺跡 の時代観 を与 えるデー タには土器や石器 の型式 ・形式、発掘 の層位があ る。これ らに放 射性炭素年

代(C-14、 熱ル ミネ ッセ ンス年代(TL)、 フ ィッシ ョン トラック年代(FT)や 黒 曜 石 水 和 層 年 代

(OBH)が 加 えられ る。

日焼遺跡 で出土 した石器 の形式か ら、 この遺跡 の時期 は先土器時代ナ イフ形石器終末期 に位 置づけ られ

ている。先土器時代終末期 か ら縄文時代早期 にか けての年代測定 の結果は以下 の とお りであ る。

TL* FT OBH

泉 福 寺 11,840ｱ740 10,800ｱ400

休 場 11,100ｱ700 11,300ｱ500

日 焼 11,900ｱ700 ユ2,000±400

*奈 良教育大学測定

これ らの結果は統計 的には有意 な差 はない。例 えば泉福寺洞窟のTLお よびFT年 代 の95%信 頼 限界 は

それ ぞれ10,360～13,320、10,000～11,600a.B.Pで あ り、たが いに重複 しているか らである。
一般に異 なる測定法 による測定結果 は必ず しも一致 しない ものである。 それはそれぞれの方法が立脚 し

ている理論 、前提 条件 な どが異な っているか らであ る。 したが ってまず 最初に検討すべ きこ とは それ ぞれ
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の方法内での結果 の整合 性であ り、その意味 では 日焼遺跡 のフ ィッシ ョン トラ ック年代 は十 分 に整合的 で

ある。

またフィッション トラック年代 と黒 曜石水和層年代 が きわめて よ く一致 している。 これは も とも と水和

速度 の設定が フィッション トラック年代 に基づ いているので きわあ て当然の結果で ある。
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表1日 焼 遺 跡 黒 曜 石 分 析 結 果 一 覧

No. Sm U Th Hf
i

Sc Fe La DA TOHL

1 8,880 8,650 30,500 5,150 5,770 0,490 25,200 WO

2 8,600 8,230 31,100 5,310 5,770 0,491 25,400 wo 7.8

3 9,150 9,180 32,800 40680 5,690 0,574 25,600 WO

4 8,720 8,810 31,000 5,010 5,690 0,467 27,100 WO 7.9

5 S,550 7,160 30,200 5,060 5,470 0,555 25,000 WO

6 8,720 9,100 31,600 5,190 5,930 0,509 27,300 WO

7 8,670 8,250 32,100 4,710 5,620 0,580 26,500 WO 7.9

8 9,110 9,040 32,500 4,440 5,970 0,524 25,300 WO

9 9,320 9,510 3:3.300 5,880 5,980 0,537 26,200 WO

10 8,700 9,070 30,300 4,350 5,790 0,494 26,600 WO

11 8,970 8,340 31,900 4,840 5,770 0,487 26,500 wo

12 8,900 8,580 31,900 5,820 5,890 0,529 26,000 WO

13 8,580 6.,980 31,200 4,160 5,450 0,508 25ｰ000 WO 7.9

14 8,290 8,310 28,700 4,870 5,330 x.524 24,300 WO

15 8,210 6,770 24,700 3,890 4,620 0,604 25,800 WO

16 8,880 8,780 31,400 5,120 5,880 0,510 24,700 WO

17 7,760 7,420 33,400 4,610 6,040 0,533 27,300 WO 7.7

18 7,160 9,880 31,800 4,330 5,780 0,515 24,800 WO 8.0

19 8,030 9,880 28,800 4,580 5,530 0,511 23,400 WO 7.1

20 8,120 8,460 26,900 4,490 5,330 0,501 24,200 WO 9.7

21 8,010 11,300 32,600 4,570 6,200 0,521 24,300 WO 7.9

22 7,600 9,810 30,400 4,260 5,660 0,535 24,700 WO 6.6

23 7,760 11,200 28,700 4,060 5,700 0,523 25,100
TxrO

7.9

24 7,580 9,810 29,900 4,020 5,630 0,517 26,800 WO 7.6

25 8,490 11,200 33,000 5,300 6,200 0,526 26,600 WO 8.0

26 8,150 11,300 32,600 4,330 6,030 0,546 25,500 WO 7.1

表2

No.3

No.6

日焼遺跡 のフィッション トラ ック年代

STD STN ITD ITN DTD DTN ζ AGE-Ma ｱ1Q

0.000302 74 0,634 872 8,310 2,992 29.1 0,011 0.0014

0.000314 450 0,638 1,196 8,310 2,992 29.1 0.0119 0.0007
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陥穴の掘込み作業





1遺 跡の概要

　 ユ　

南原遺跡 は、 日焼遺跡 と小 さな谷 を隔てて南接す る遺跡 で、千曲川に向 って西走す る河岸段丘上 に位置

しそ いる。現在 は、畑地 となって いるが、 もとは リンゴ畑 であった という。

今 回の発掘調査地 はその西 端に あた る。

南原遺跡 は、古 くよ り遺物が採集 されてお り、縄文時代前期末、中期 ・後期 の土器 とともに、全 国的 に

も珍 らしい多頭石斧 を始め とす る石 器があ る。今 回ここに図示 してい る。

また、弥生 時代後期の土器お よび太型蛤刃石斧 も出土 してお り、遺跡南側 の斜面か らは、陸田造成の際

に中世 陶器 と思われる壺等が出土 した と伝 え られている。

なお、縄文 後期 の遺跡は瑞穂 地区においては当南原 と北竜湖周辺、宮 中に認め られ るにす ぎず、当遺跡

の重要性 が うかが える。

南原遺跡採集石器(図1)図 示 した石器 は、古 く南原遺跡か ら採集 され、旧柏尾小学校 で保管 されて

いた もので、今 は市埋文セ ンターに保管 されている。

1は 多頭石斧 で4ケ 所の突起 をもつ。表面 は全面研磨 されている。淡緑灰色の安 山岩か。

2～4は 定角式石斧で、断面形は稜 の立 った長方形 を呈 し、全面が研磨 されている。2は 特 に、刃部の

使用擦痕 が明瞭に残 って いる。

5は 小型石斧 で、偏平な ものである。刃部の先端 を少 し欠 く。

6は 叩 き石 と思 われ るもので、両端 に使用の剥 離痕 がある。

これ らの石器 は、縄文時代 の もの と考 え られ る。

図1南 原遺 跡既 出石器12
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図2調 査 地全体 図1200
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2調 査概要 と経過

経過 発掘調査 は、 日焼遺跡 と併行 して行 った。 まず昭和63年7月6日 にバ ックホーに よる表土 は ぎを

行 い、 日焼遣跡 を基準 に して調査 区 を設定 した後、 日焼遺跡 の調査 のあい間 をぬって、7月30日 よ り精査

を開始 し、8月1日 には精査 を完了。 柱 穴 ・陥穴 ・柱 列 などが検 出された。8月2日 には遺;構の掘 り下

げ を開始 し、8月9日 には1/100平 板 図を作成。8月10日 にはすべ ての作業 を終了 した。最:終的 な発掘面

積 は約800m2に なる。

調査区の設定 南原遺跡 の調査 区は、 日焼遺跡の調査 区 を南 に延長す る恰好で5m方 眼を設定 し、北か

ら20～28地 区 、東か らA～G地 区 と命名 した。

層序 南原遺跡の層序 は、今 回調査地が比較的急な斜面 であ るため 、地山の黄褐色粘質土層の上は耕作

土 層であ り、耕作土 を20～30cm除 去す る とその直下 が地 山であった。遺構 はすべ てこの地 山面で検 出した。

図3土 砿1:50
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3遺 構

今 回の調査で検出 された遺構 として、柱穴 ・陥穴 ・溝状 土鉱 ・柱列 ・溝 な どがあ る。(図3)

柱穴 調査 地東部 の23・24A地 区で3ケ 所が並んで検 出 された。いずれ も柱掘形は0.8×0.6mの 長方

形 を呈 し、中央に直経15cmの 柱痕跡が確認 され た。1

柱 間は、3mと2.7mで あ る。建物 としてま とまるか どうかは、東部が未調査 のため確定 で きな いが、

柱穴か ら調査地東端 までは4.5～5.Omも あ り、今の ところ柵 のよ うな施設 と考 えてお きたい。

.陥穴 確 たる根拠は ないが、SKO1・SKO2が 、屋株遺跡 で検 出され た陥穴 と考 え られ る遺構iとよく似

ているため 、陥穴 として考 えた。

SKO1・02と もに約1.1m×0.6mの 方形プ ランで、深 さは検 出面か ら0.9mを はか る。作業員 は逆 さ

になって穴に入 って掘 り下 げた。屋株遺跡例 では砿 底の中心 に直径20cm程 の柱 を立 てた と思 われ る小穴が

確認 され たが、当例 は確 認で きていない。 しか し確 認 されないのは、精査 が不充分 なためで あ り、形状 ・

大 きさ ・埋土な どの点での屋株遺跡例 との類似性 か ら、中心小穴はあ った可能性が高 い。

溝状土坑SKO3～05の3基 が検 出されてい る。いずれ も等高線に並行 して主軸 をお き、その3基 もほ

ぼ平行 に6m・7mの 間隔 をおいて並んでい る。

出土遺物 もな く年代不 明。

同様 な溝状土砿 は、今年調査 の大倉崎館跡 で も3基 が並列 して検 出 され ている。
　 　　

また、昭和62年 発掘 の有尾遺跡 で も、陥穴 と思 わ れ る土砿 とと もに 、扇形に並列 した溝状土砿が3列

計11基 検 出されてい る。

柱列 調査地 北西部 の斜面 で、直径約20cmの 円形柱穴が、0.6～0.7m間 隔で10数 個 ～20数 個直列 して

いるものが7列 検 出されている。列間の間隔は1.6～1.7mで ある。深 さは約0.2m。

出土遺物はな く年代 は不 明だが、埋土 は暗灰色土 の軟かい土 で、感 じとして新 しそ うである。

溝 調査地 南部 で、幅約0.3m、 断面逆 台形 で、深 さ0.1～0.2mの 溝が3本 、コ字状 に並 んでい る。

北お よび西の2本 は斜面下方 に向かって先端が屈曲 している。年代は不明だが 、柱列同様 に、埋 土か らす

る と新 しそ うである。畑地の地界溝か もしれ ない。

4遺 物

今回調査 の出土遺物は、縄文期 と思 われ るガ ラス質安 山岩の石 片十数点が、25D地 区を中心 に出土 して

いるの と、 自然石か叩 き石 か判 断 しかね る石 と、須恵器片1片 があ るのみで ある。(PL24-7)

これは、今 回調査地が、比較 的急斜面にあた るこ とと、南原遺跡 の中心地か らはずれ た遺跡 の東端 にあ

た るため であろ う。

注1高 橋桂1980「 瑞穂のあけぼの」 『新編瑞穂村誌』瑞穂村史刊行会、長野県飯山北高等学校地歴部OB会1977

『遺跡分布調査報告1』

注2昭 和62年7・8月 に、市農協本所建設に伴う発掘が行われた。報告は刊行予定。

一112 一



屋株遺跡の主な出土品





1 調査の概要 と経過

A調 査 の 方 法

調査区の設定 屋株遺跡は 、これ まであ ま り破壊 されていない とい う経緯がある。今回がは じめての大

規模 な現状変 更 といえる。117号 バ イパス線 は、この遺跡 の東 よ りの部分 を南北 に横断す る形で設計 され

て いる。道路部分 と両サ イ ドの法面が相 当幅 をとるが 、工事対象部分全面が遺跡 内であ り、全体 に グ リッ

ト設定 をした。

設定は、道路中心杭No.55+80を 基準 に、杭NQ55+70か ら10.東 へ 振ったラインを中心 に5m方 眼 を設定。

北か ら南へ1・2・3、 東か ら西へA・B・Cと いうように地 区を設けた(図1)。

▲ 瑞穂公民館の屋株遺跡見学会(9月18日)

図2± 層概 念図1250
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B屋 株調査日誌

8月18日 曇一時雨 日焼 の現場 よ り調査機材 を搬 入。テン ト設営、基準杭 打 ち、午後開始式。

8月19日 曇一時雨 南端 よ りジ ョレンがけ を開始。西端 に方形竪穴住居跡検 出、南隣 りに焼土 も発見 。

市建 設課 ・西川氏来跡 、排土 につ いて矢株 商会(地 主)と 打合せ 。

8月20日 晴 引続 きジ ョレンがけ。検 出遺構 を目印 しとして5cm程 掘 り下 げる。住居跡の撮影の ための

足場 組み立て、夕方撮影。乾燥がはげ しいため土 が非常 に固い。矢株商会重機 による土かたずけ。

8月22日 晴DEFG-10・9・8・7区 の平面 図取 り。遺構探 しを引続 き行 う。矢株商会土かたずけ。

8月23日 晴後 雨D～G-10～7区 の平 面図完 了。遺物 とり上 げ。北部 ジ ョレンがけ。黒色土 が予 想以

上に厚 く、ジ ョレン作業手間 どる。縄文土器 が若干か たまって出土。北端 は再び重機 による土層 は ぎをす

る。

8月24日 曇後雨 竪穴住居跡 と焼土跡 を掘 り下 げる。両方 とも土器 多数 出土する。 トレンチ西側 の黒土

層掘 り下 げ。黒耀石 出土 。電話入 る。カワラ版 「屋株」1号 発行。

8月25日 曇後雨C～G-7～10区 を二度 目の精査 、 ピッ ト多数みつか る。住居跡 と焼土砿は掘 り下げ

続行 。D8区 のピ ッ トで黒色土器椀 出土。

8月26日 曇 北側の ジ ョレンがけ。住居跡 と焼土砿 は精査続行 。

8月29日 晴 住居跡において完形 の須 恵器椀出土、墨書が認め られ る。C～G-7～10区 精査 、柱穴掘

り下 げ。B～D-4～5区 土器 とり上 げ。

8月30日 曇 住居跡の土器 出土状態 を撮影、終了 して平面図にかか る。7区 以南平面図に とりかか る。

6区 以北 黒色土 はず し。

8月31日 曇 住居跡の土器類測量 、 とり上 げ。B～C-5～6黒 色土 はぎ、遺 構探 し。C～F-7～10

区の遺構測量 と遺物測量。建設事務所員来跡(午 後)。

9月1日 晴A～D-4～6区 の黒色土は ぎ。層が厚 く、黄色土地 山が予想外の急傾斜で北西にお ち込 ん

でいる。

9月2日 晴 前 日に引続 き同区の ジョレンがけ。すでに表土 よ り120cmも 掘 り下げた。建 設事務所長来

跡。

9月3日 晴 柏 尾区の祭礼 のため現場作業 を休み、埋文 センターで遺物 の水洗い を行 う。午後瑞穂分館

長佐藤氏 と現地見学会 につ いての打合せ 。

9月5日 曇 北側 の谷状地の黒色土はず しを継続。東端 で ロームマウ ン ド2カ 所 、お とし穴(?)があるの

み。

9月6日 雨 現場 中止、埋文 セ ンター で遺物の水 洗い。

9月7日 曇一 時雨 現場の足元状態が悪 く埋文 セ ンターで遺物 の水洗 い。市議 会R員 上村 氏来訪 、発

掘の現状 を説明。

9月8日 晴 北側 の作業継続 、遺物 の出土が少ない。B～E-3～5区 の遺物 とり上げ と平面図をとる。

9月9日 晴 北端の黒色土は ぎ終 了、西側 の通路 の表土は ぎ開始。4時 半頃よ りプレハ ブ内でスライ ド

映写会 。

9月10日 曇 西側の通路あ との精査 、遺構 多数 あ り。北側 の黒土は ぎ完了、北の壁で土層観察。竪穴住

居の南東角 の掘 り下 げを実施 、遺物 出土、相変 わ らず 多い。

9月12日 曇時 々雨 午前中、北端 で排水溝 をつけ る。住居跡 の排水 中雨が ひど くなって現場 作業中断。

午後、埋文 センタ.__.で土器 洗い。
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9月13日 雨 埋文 センター で土器洗い。

9月14日 曇時々晴 住居跡仕上げへ 、撮 影に続いて土器類取 り上 げ。東壁の整備 と陥穴半掘 りし撮影 。

北側 を平面図 とりは じめ る。

9月16日 曇 住居跡 の引続 き仕上 げ精査 と北側 の遺構測量。 ロームマ ウン ドの撮影準備 、陥穴6つ の残

土半分 の削 りと り。

9月17日 小 雨後 曇 黒耀 石の原石産地 であ る和 田峠へ の研修見学会。中途丸子町郷土博物館にお いて丸

子町の遺跡の現状や 黒耀石 の原石 か ら石 器へ の工程 な どの説明 を受け る。

9月19日 晴 住居跡十文字 の畔のセ クション図 を作成 し、畔はず し。 陥穴 を完掘 り した結 果 、 底 に柱

穴 を認め る。E-8・9区 を5cm程 掘 り下げて 旧石器探 しを試みる。

9月20日 雨 埋文 セン ター で土器洗い。市建 設課 と建設事務所 と次 の大倉崎館 跡調査 につ いて打合せ 。

調査地 の伐木 と排土 、プ レハブ建設地 な ど細部 を検討す る。

9月21日 曇時々晴 調査地 の全景撮影。次の調査地へ の引越 し準備 開始。

9月22日 晴 竪穴住居の平面図な ど全般 の図面 とりほぼ完了。遺物 とり上げ終 わる。午後4時 よ り作業

終了式 を行 う。

9月24日 雨 埋文セ ンターで残務整理 と上野の準備 。

9月26日 雨 大倉崎館跡調査 の準備。

9月27日 曇 プレハブ移転 準備 。

9月28日 曇 プレハブ移 設 とテ ン ト設営。

9月29日 晴 屋株 、プ レハ ブ とテン ト跡 の表土は ぎを重機 によって行 う。ただ ちに ジョレンで精査 開始

し、遺構 チェ ックを実施。

9月30日 曇後雨 前 日に引続 き精査 、出土遺物 な し。遺構 のみ。平面図 をとって測量関係 も終 了 し、屋

株 につ いての調査 は完了す る。

C概 要

調査概要 調査 は主 として 日程 的な理 由によって表土は ぎを重機で行 ない、できるだけ精査 に時 間 をさ

け るように した。当調査 によって、南側 の表土が30～40cmだ ったものが、北へ行 く程 、表土 および黒色土

層が厚 くな り、調査 区の最北端部 の深 い所 では130cm位 となった。基盤 の地 山が急速 に北へ傾 斜 を強め、

凹型 を形成 し、北側 の谷地に向かって落 ち込んでい るこ とが分か った。

調査 区は全体 で1200mZで あ る。検 出され,た遺構は、竪穴住居1棟 、陥穴 と考 えられる土砿8ケ 所 、ロー

ムマウ ン ド3つ 、焼土砿2つ 、柱 穴多数、 などがあ る(図4)。 出土遺物 については縄文土器(前 期)を は

じめ、平安土器(ほ ぼ 完形な椀3つ 含む)多 数 、旧石器類 多数、竪穴 よ り出た焼 けた石(カ マ ド石?)5

つが主な ものである。珠洲系の陶器 も若干出土 したが復元 に足 りる点数ではなかった。 その他 、異常 な高

熱に よって溶けて固まった炉壁 と思 われ るものが数 点(竪 穴 とC5区)検 出 した。組成物や コー クスの よ

うに溶けた理 由等不 明のため現在専 門の分析鑑定機 関を探 している ところである。

層序 第1層 は表土耕作土層 で約30cmの 厚 さをもち、耕作 等によって下層遺物が混 じる黒褐色土である。

南側 は第2層 として遺物包含層 で約5～10cmで 茶褐色、石器類 を含んでいる。北側においては第2層 とし

て縄文土器 を含 んだ暗褐 色層で20～40cmの 厚 さである。北側はさらに黒色土層が20～30cmあ って地 山へ と深

度す る。南側 は第2層 の下は地 山に なる(図2)。
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図3調 査地 周辺 地形図1625
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図4調 査地全体 図1200
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2遺 構

A縄 文 時 代 の 遺 構

屋株遺跡で検出 された遺構 ・土砿 の中で、特色的 なのが陥穴 とみ られ る同規模遺構 が8つ もあった こと

である。 とくに北側 の斜 面向 きに扇型 に5つ 配列 されている点が 目立つ こ とであ る(SKO6か らSK10ま で)。

SKO7とSKO8の 間が ちょっとは なれてはい るが、ほぼ等 間隔 といえ.る配列 だ。南側 の4つ につ いては、そ

うした規則性 は認め られないだけに注 目で きる点であ る。

1)陥 穴(図5)

SKO3

D9区 の東側 に検 出 されている長 さ1mの 楕 円形 で底辺で長 方形にな り、中心部に直径10cmの 深 さ20cm

のお ち込みがあ る。

SKO4

ED9区 に位 置す る。 口辺が1m、70cm斜 め に落 ち込み、そ こか ら40cm程 の深 さで垂 直に落 ちている。

底部の中央には直径10cm強 、深 さ20cm弱 の杭穴が認め られ る。

SKO5

F8区 に位 置す る。SKO5は 竪穴住居 内にあるため、 住居底か らの深 さは60cmと なっている。 口辺部が

100×50cmで 、底部 中央 には直径10cm、 深 さ20cmの 杭 穴があ り、前二者 と同 じ構造 である。

SKO6

4区 に位 置す る。 口辺 で100×50cmの 長方形 を呈 し深 さは95cmで あ る。底部 中央には直径15cm、 深 さ20

cmの 杭 穴があ る。

SKO7

B4区 に位置す る。 口辺部 は150×80cmの タマ ゴ形 を呈 し、深 さ110cmで ある。底辺 中央部 に直径15cm

深 さ20cmの 杭穴が ある。

5KO8

E5区 に位置す る。 口辺部 は115×80cmの 楕 円形 を呈 し、深 さ110cmで あ る。底部 中央 に直径10cm、 深

さ15cmの 杭穴が ある。

SKOg

F5区 に位置す る。 口辺部 は125×100cmの 楕 円形 で、直径15cm、 深 さ20cmの 杭穴があ る。

SK10

G5区 に位置す る。 口辺部 は120×65cmの 長方形 を呈 し、深 さ110cmで ある。底辺 中央 に直径15cm、 深、

さ20cmの 杭 穴があ る。

B平 安 時 代 の 遺 構i

1)竪 穴住居(図8)

FG-8・9区 において検出 された竪穴遺;構であ る。屋株遺跡 の調査対象地 では、唯一の竪 穴住居跡 と

なった。当区は表土が比較的浅 く、調査開始の翌 日の精査1回 目で竪穴住居跡 と確認 された ものである。
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図5 陥 穴1:50
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当遺構 の規模 をみ ると、東西 に470cm、 南北 に370cmの 変 方形 を呈 している。壁 の高 さは、四方 向 とも異

な る。東壁が40～38cm、 西壁 が23～16cm、 北壁が37～25cm、 南 壁が28～20cmと なってお り、地 山の傾 斜 と

関係す るのか も知 れない。

竪穴 内部の柱 穴は8カ 所 認め られた。 この他に陥穴遺構 が1カ 所 、南東角 には カマ ド跡 と考 えられ る遺

;構が1カ 所、それぞれ存在 してい る。カマ ド前には、厚 い ところで12cmの 焼土が70×50cmの 範:囲で検 出 さ

れた。 ほかに3カ 所 の焼土が あった(図8)。 遺構 内は黒色土が ほ とん どで、焼土4カ 所 とも底部 に分布 し

ている。地 山 と黒色土 の間には黄褐色粘土があ り、突 き固め られ た貼床か も知 れない。非常 にか た く、ス

コップで も容易に とお らなか った。

2)焼 土 拡

SKO1(図8)は 竪穴住居跡 の南隣(F9区)に 位置す る。赤変 した焼土の中に比較的大 きな炭のか た

ま りが6カ 所 あった。 その層 の厚 さが10cmあ り、焼 けた粘 土の固 ま りもた くさんま じっていた。 さらに下

層 には10cmの 厚 さで焼粘土 ま じりの層が認め られ、その下は地山になっている。 この焼土拡 か ら出土 した

土器 はほ とん どが小片 ばか りであった。

SKO2(図6)は 、C10区 に検 出された。この焼土砿 も上層 には炭 ま じりの層があ り、その下層 には赤

変 した焼土層が拡が って いる ものの深 さはあま りない。出土遺物 は土器 などまった くなか った。

3)柱 穴

P、(図7)は 、D9区 に検 出され た。直径40cmの 円形で深 さ15cmあ る。 中か ら

は黒色土器椀4個 分の土器片(図18)が 出土 した。

P2(図7)はP、 と同 じD9区 で検 出した。30×40cmの 変形円形 。深 さ20cmあ り、

深 さ12～14cmの ところか ら須恵器大甕片2片 が出土 している。

P3(図7)はD8区 で検 出 した。40cm強 のほぼ円形、深 さ30cmあ る。上方 よ り

黒色土器椀1個 分の土器片(図18)が 出土 した。

　
図6焼 土拡SKO21:80

1

図7柱 穴1:20

一122一



図8竪 穴 住 居(SIO1),焼 土 鉱:(SKO1)一150
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3遺 物

は じめに

本調査 に よって検 出 した遺物 は、先土器時代 、縄文 時代 、平安時代 に属す る、石 器 ・土器類 が出土 して

いる。量的には平安時代 の出土 品が最 も多い。それ も竪穴住居 と焼土拡 を中心に した南側(7・8・9区)

か ら出土 した ものである。石器 はE-8・9区 か ら出土 した。縄文土・器は前二者 と異な り北側(A・B・

C・D・E-4・5・6区)の 黒色土 内か ら出土 している。

以下、時代 ごとの概要 を説 明す る。

A先 土器時代の遺物

1)先 土器時代石器出土状態

調査 区内において該期 時代 の石 器は、E-8・9区 を中心 として約100点 出土 した。

出土層位 は、一部縄文 ・平安期 の遺構 に よって撹乱 ・破壊 されている ものの、4層 の黄褐 色土層最上部

を中心 として出土 しているこ とか らこの レベ ル を1枚 の文化層 として捉 えた。

さて、検 出された石器集 中部は約11×5mの 範囲 をもつ。地形 的には、北側の ノッチの湾 曲部 と南側 の

段丘崖 に狭め られなが らも最 も平坦 な場所 に立地 している。

出土遺物 は、尖頭器 ・細部調整剥 片が僅か に出土 したものの、他 は横長剥 片 とチ ップ類がほ とん どであ

る。石質別 では1点 の頁岩製細部調 整剥 片以外 はすべ て安 山岩 で、ほ とん ど同一母岩 であると考えられる。

この まとま りをもった集中個所 は後世 の構築物の間の地 区にあ り、 さらに上層 にお いて も若干の遺構が

存在 していた。 したが って、規模 及び組成 内容 については当初の在 り方のすべ てを反映 してい るもの とは

考 えに くい。

しか しなが ら、石器器種 が極端 に少 いこ とを考 慮す れば、短期 間の 占地 であった と考 え られる。ただ し、

同一母岩か ら作 出され た と考 えられる剥片が 占め ることか ら非 日常 的な石器製作場所 であったと思われる。

2)出 土石器(図10～ 図12)

約90点 の石器が出土 したが、ほ とん どが剥片であ り、明確に トゥ.__.ルと認定 され る石器は少 い。以下 に

その概略 を述べ る。

a)尖 頭器(図10-1・2)

2点 出土 している。1は 完形 品で長 さ5.8cm、 幅2.7cm、 厚 さ1.Ocmを 計 る。胴下半部 に最 大幅 をもち

やや下ぶ くれの形態 を示す 。二次加工は裏 面に第一剥離面 を残 し、周縁部のみ加工が施 されてい るいわゆ

る半両面加工尖頭器であ る。2は 先端部 を欠 く。現存長6.Ocm、 幅3.Ocm、 厚 さ1.1cmを 計 り1よ りやや

大形 品で あるが、横長剥 片を素材 とし、周縁部 のみ に二次加工 を施 した半両面加工尖頭器 であ る点は1と

同様 である。 いずれ も風化 の進 んだ安 山岩 である。

1・2と も下水 内郡栄村横倉遺跡出土尖頭器 に似 る。

b)細 部加 工剥片(図10-3・4)

小剥離痕 を有す る石器 および明確 な二次加工 と認め られない石 器であ る。2点 出土 している。3は 頁岩

製の刃器状剥 片である。現存長9.7cm、 幅3.7cm、 厚 さ1.2cmを 計 る。基部側両縁辺 に小剥離痕状の リタ
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図9先 土器時代遺物分布図1100
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図10先 土 器時代 の石 器(1)45
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図11先 土 器 時代 の石器(2)45
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図12先 土 器 時代 の石器(3)45
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ッチが認め られ る。今 回の調査 区内にお いて頁岩の出土は本例 のみであ る。4は 石器集 中部 よ り距離 をお

いたA-2区 で単独 出土 した もので、先土器時代 の所産 であ るかはは っき りしない。基部側 を欠損するが、

刃器状剥片 を素材 とし先端部裏面 を中心 として細部加工が施 されてい る。石質 は黒耀石 であ る。

c)剥 片(図11・12)

今 回の調査で出土 した先土・器時代石器 のほ とん どが剥 片であ る。 この うち縦長剥片に分類 され るものは

図11の3点 のみで、他 はすべ て図12に 掲 げたよ うな横長剥片及びチ ップの類 である。

縦長剥片 いずれ も集 中部 以外の場所 よ り出土 したもので、集中部 出土石器 と同時期 であ るか どうかは

不 明である。5は 平安 時代 の竪 穴住居跡(SIO1)覆 土 の出土 で、打面調 整の施 された石核 よ り作 出さ れ

た ものである。7は 稜部 に二 次加工が認め られ るが、石核調整加工 とは考 えられない。いず れも安 山岩で

あるが 、5・7は 他 に出土 した安 山岩 とは異な る。

横長剥片 集中部 を中心 に まとまって約90点 出土 した。いず れ も安 山岩で同一母岩 と思 われ る。 図示 し

た8～11は 打面が観 察で きた剥 片であるが 、すべ て打面調 整が施 された石核 よ りほぼ同一方向 よ り作 出さ

れている。剥離角 か ら、打 面 を頂点 として前後交互に作 出す る技法 ではないか と思 われる。おそ らく図10

-1・2の 尖頭器の素材 に もなった と考 えられ る。

なお、接合 作業 を行 なっていないが 、図示 した以外に も各段 階の剥片 ・砕 片が 出土 してい る。

図13縄 文 土器分 布図160
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B縄 文時代前期の遺物

1)縄 文土器の出土状況

縄文 時代前期 の土器が 出土 したのは、A～E-4～6区 か らのみ である(図13)。 とくにま とまって出土

したのがC・D-5区 だ。検 出総数は100点 を越えたが 、いずれ も小 片であ る。その うち、表面文様 が判

読で きない ものが大半 を 占め、接合 で きたの も少 ない。 したが って器形や文様全体 を復元 ・推定 で きなか

った。

2)出 土土器

1類 土器(図15-1・2・3PL31-20)半 戴竹管 による爪形文 をもつ もの。胎土 はいず れ も石英 な ど

の小粒 をかな り含んで いる。裏面仕上 げは丁寧 さが認め られ るが もろい。'図15-1は 口縁部 で8つ の小 片 を

接合 した もので、半裁 竹管状工具 に よる爪形文 を縁か ら5列 を並行 に刺突 して施文 している。6列 目か ら

は不 明。色 は薄茶色であ る。図15-2の 口縁 は、わずかだが波状 のカーブがわか る。小片 の接合体 だが口

縁の形等は推定で きない。3は 頸部 の一部だが 、施文 の仕方 は前二者 と同様だ。色は薄茶、5片 の接合体

であ る。4・5・6は 胎土 ・焼成 ・色具合 ともに1～3と 同様だが、施文仕方がやや異 なる。頸部 には半

載竹管 による爪形文 を施 し、胴部 は縄文 を施す。4と5は ともに頸部の一 部である。縄文は撚 り紐 を回転

押捺 して丁寧に施 してい るが、縄文文様が磨 滅 してい る。

2類 土器(図15-7～11PL32-21)斜 縄文 をもち、波状 口縁 の もの。7・8は 裏 面 の仕 上 が りが 粗

い。胎土に小石 な どを含 んでいることが表裏 ともに認め られ る。 ともに口縁部の一部 で、波状 口縁 を うか

がわせ 、同一個体 の可能性 もあ る。8は 右側 に小 孔 をあけ てあ る。施文 は ともに撚 り紐 を回転押捺 してい

る。4～6よ り表 面の焼成が よいの で文様 の残 りが良 い。

9・10は 焼成具・合が 良好 で、胎土が同質 に見 える。同一一個体か も知れ ない。10は 口縁部 の一部 で中央 に

波頭?に 当たる突起が ある。2片 とも表面の縄文 は撚 り紐 を回転押捺 して施文 している ものの 、7・8よ

り文様が細かい。

11は 、 口縁部 の一部 、色 は黒茶色で表面 の保存状態が良 く文様 もは っき りしている。先の とが った棒状

具 のような工具 で波状文 を施文 してい る。3類 とすべ きか もしれ ない。

小結 これ らの縄文土器は 、爪形文 の盛行 などの文様 構成 などか ら、大町市上原遺跡の諸磯b式 併行期

図14縄 文 時代 の石 器1-1
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図15縄 文 土 器1
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く　 ユ　

の土器群 に類似 してお り、縄文前期 後葉に比定 され る。

3)石 器

縄文 時代前期 の石器が2点 出土 してい る(図14)。1つ はスクレイパー で石 質がケイ質 頁岩 であ る。出土

場所がC-4区 で縄文土器 出土区の北隣の地 区である。 もう1つ は石 錺iだが石 質は不 明、出土場所 は竪穴

住居(F9区)の 南東角 の表面 に近 い ところであ る。重 さは0.3g。

註1樋 口昇一一・1988「 上原遺跡」 『長野県史』考古資料編全一巻日主要遺跡(中 信)

C平 安 時 代 の 遺 物(図17・18)

平安時代 の遺物は主 として竪穴住居SIO1・ 焼土砿SKO1か ら出土 してお り、他 は柱 穴な どか ら少量出

土 しているにす ぎない。

1)竪 穴 住 居SlO1・ 焼 」=ftSKO1出 土 遺 物(図17・18-1～44)

SIO1出 土品 とSKOI出 土品は接合・関係があ り、同時代 に投棄 され た もの と考 え られ るの で一括遺物 と

して あつか うこ ととす る。

SIO1お よびSKO1出 土遺物 には、土器の他 に土 製支脚 ・正体不明の焼成品 ・粘土塊な どが ある。灰粕 ・

緑粕陶器はない。

なお 、当遺構 出土品の大 きな特徴 として、小破 片がほ とんどで あるこ とがあげ られ る。完形品ない し完

形 に近 く復元 されたのは、須 恵器杯(29・30・32)・ 蓋(36)の4点 のみで、他は接合 して も全体 の%に

もみ たない ものがほ とん どである。 出土状況 もカマ ド周辺 とかに集 中 していたわけではな く、埋土 中に ま

んべ んな く散 らばっていた。

なお、完形品の須 恵器杯(29・30・32)は 竪穴住居SIO1の カマ ドに西接 して 口を上 に して重 なって出

土 してい る。

a)土 師器(1～28)

土師器には椀 ・蓋 ・鉢 ・甕が ある。
　 ユ　

椀(1～16)内 面 に炭素 を吸着 させ た所謂黒色土器(1～5)と 、そ うでないものがあ る。

黒色土器はいずれ も体部が内湾す る形態の ものであ り、口径16cmを 越え るやや大型の もの と、 口径約14

cmの 小 型の ものが ある。調整は内面は ミガキ、外面はナデ で、底部調 整はロ グロケズ リない し手持 ちヘ ラ

ケズ リであるご

黒色土器 でないものは、黒色土器 に比べ る と形態はバ ラエテ ィに富んでいる。体部が 内湾す る もの(6

～8・12・13)と 、体 部が直線 的な もの(9～11)が あ り、9・10は 口縁端部 をつ まみ 出し端 面 をつ くっ

ている。 また、9・10は 外面に もヘ ラ ミガキ を施 してお り、胎土 も精良 で砂 を含 まない。内面の調整はヘ

ラミガキが大半だが、11の みば ロクロナデである。底部外面の調整 は、確認で きる ものの うち糸切 り痕 を

残す のは16を 含めて2個 あ り、ロクロケズ リの ものは14・15を 含め て3個 あ る。色調は赤榿色 系の ものが

ほ とんどだが13は 淡褐 色で 白っぽ い。

蓋(17～20)須 恵器蓋 の形態 を模 した ものである。つまみだけの出土品が 多い。

鉢(21～23)体 部 が内湾 し、 口縁端部が肥厚 して端面 をなす形態の ものである。全形 はち ょうど、僧

侶 が托鉢 に用い る鉢 に似 たよ うなものであろ うか。外面はロクロナデ、内面 はロクロナデ ない し、ロ クロ

によるハ ケ を施す。

甕(24～28)口 径24cm前 後の中型品(24～26)と 、口径12cmの 小型 品(27)が ある。
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中型品 ・小 型品 とも 「く」 の字形 に屈曲す る短い 口縁部 をもつ。 口縁端部 は肥厚す るもの(24・27)と
　 　　

上方 につ まみ上 げる もの(25・26)が ある。つ まみ上 げ るものは越後型 の甕 と呼ばれ るもので、飯 山地方

で もよ く出土す る。

24・25の 調 整は、外面 は肩部以上 をロクロナデ し、肩部 よ り下 は『ロクロによるハ ケ を施 したの ち上 か ら

下へ のヘ ラケズ リを施す。 内面 は口縁部(25)な い し肩部 まで(24)を 『ロク『ロナデ し、以下 はロ クロに よ

るハケ を施す 。25は さらに下半部 に縦方向のハ ケ を施す 。

26・27は 磨 滅がはげ し く調整不 明。

28は 外面に平行 タタキ を施す。

b)須 恵器(29～38)

須 恵器には、杯 ・蓋 ・大甕片が ある。

杯(29～33)杯 はすべ て高 台 をもたな いものであ る。いずれ も体部 と底部 の境 は明瞭で、体 部はやや

内湾 ぎみに立 ちあが り、口縁部 で外反す る。底部 は『ロクロ糸切 り痕 をその まま残す。 口径は13cm前 後。器

高は3.7cm前 後であ る。焼成 は33が 青灰色で硬質 だが 、他 は淡灰色で軟質である。31に は火だす きがある。

また、29に は 「加」 の墨書が ある。

蓋(34～36)蓋 はつ まみが付 き口縁端 部が屈 曲す る もの(34・35)と 、つ まみがな く口縁端 が直線的

な もの(36)が あ る。いず れ も、天井部に ロクロケズ リを施す。34は いびつにゆがんでいる。焼 成は、34

・35が灰色で硬質 。36は 茶褐色 を呈 し堅緻 である。

大甕(37・38)37・38と もに大甕 の体部 片である。図示 した2片 の他 も数片 あるにす ぎない。37・38

ともに外面は平行 タタキ・ののちカキ 目を施 し、内面 はロクロナデであ る。37は 灰色で硬質 、38は 暗紫色 で

堅緻 である。

c)そ の他(39～44)

土製支脚(39・40)支 脚 は焼土砿SKO1出 土 の4個 体 が あ り、いずれ,も同形態 である。ただ し、下

端部 は端面 をなしているが 、上端部は剥離 面なので、何かの脚か もしれ ない。外面はヘ ラケズ リ、下端面

は調整 されていない。

焼土塊(41)土 が焼かれ ているものである。 す べ てSKO1出 土 で、41の ほか に2片 あ る。何 なのか

よ くわか らない。

正体不 明品(42・43)成 分分析 等 をしてないので正確 な ところはよ くわか らないが、小石 ・砂 ・土 と

ワラのような植物が 、まんべ んな く混ぜ られた ものが焼成 されている もので、暗灰色 をしてお り、所 々 ヒ

ビ割れてい る。

表面 と思われ る所が あ り、 そこは比較 的たいらで、砂粒が 多量 に付 いている。 中にはその表面が 黒耀色

に熔 変 してい るもの(42)も ある。

主 として竪 穴住居SIO1の カマ ド周辺か ら出土 しているので、 カマ ドの壁体か もしれない。

粘 土塊(44)焼 土±広SKO1よ り1点 あみ 出土 。小豆大か ら指 頭大の粘土塊のかたま りで、 ち ょうど

掌の中でに ぎられた大 きさで ある。全面に指紋がついている。土師質で、重 さ419。

2)柱 穴 出土遺 物(図18-45～50)

調査地南部 の柱穴か ら、黒色土器 な どが 出土 してい る。量 はご く少 ない。

土師器(45～49)45～48はP、 の柱抜 き とり穴か ら重 な り合 ってつぶれ た状態で出土 している。49はP3

か ら口を上 に してつぶれた状 態で出土 して いる。いずれ も黒色土器 で、完形品に近 く復元で きた。 も とも

と完形品ない しそれ に近い ものが、柱 を抜 き とった後 に埋め られた ものであろう。
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土師器

竪穴住居SIO1

器 形 図No. 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

5

6

8

1

2

15

14.0

18.0

16.2

17.6

16.6

18.0

4.6 6.5 ロクロケズリ 内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

内 黒

一

一

5.8 ヘ ラケズリ

14.6

6.0

7.0

ロクロケズ リ

ロクロケズ リ

一

13.6

15.4

}

一

鉢

〃

21

23

22.0

他5個 体 以 上
23.0

蓋
18

19 }つまみ 須恵器的

甕 24

小形甕 40 ロ径12.0

須恵器

器 形 図No. 口径 器高 底 調 整 備 考

杯

〃

〃

〃

〃

〃

〃

蓋

〃

〃

30

29

31

33

32

一

一

34

35

一

13.ユ

13.1

13.2

12.2

13.4

13.0

13.6

15.2

16.0

3.9

3.6

3.7

3.5

3.9

ロ ク ロ

糸 切 り残

11

11

〃

11

灰 ・色 硬

灰色硬(加)

淡 灰 色 軟

灰 色 硬

や や 赤 軟

や や 赤

や や 赤 軟

つまみ有灰硬

つまみ有灰硬

軟 赤 変

一

3.6

甕 平行タタキ 青灰色,平 行タタキ 紫色

その他:正 体不明品(43他)1112g

表1平 安時代遺物集成表(表 中数字 単位cm)

土師器

焼 土 坊:SKO1

器 形 図No. 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

3

4

13

7

9

11

10

14

12

16

一

一

一

17.0

13.8

13.6

13.6

18.0

14.8

18.8

14.4

内 黒

内 黒

内 黒

『

一

}

3.9

一

一

『

一

ロクロケズ リ

ー

ロクロケ ズ リ

一

一

11.4

13.6

16.0

一

一

一

一

一

{

一

一

4.6

6.2

ロクロケズ リ

ロ クロ糸切 り

ロ クロ糸切 り

蓋

〃

17

20

17.2 一 須恵器的

つまみ

鉢 2個 体か

甕
2523.8外 ハ ケ→ ケ ズ リ 内 ハ ケ

2623.4マ メ ツ 他 口径22.01ケ

小型甕 1ケ

F

須恵器

器 形 図No. 口径 器高 備 考

蓋

〃

36

}

17.0 2.1

一

つまみなし

甕 平行 タタキ,紫 色のSIO1と 同 じもの

その他:須 恵器片が熔着 したもの

支脚(39・40他)4個 体

焼土塊(41他)71.2g

正体 不明品(42他)40.4g

粘土 塊(44)1点

、

P2

器 形 図No. 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

11

12

13

14

一

16.6

13.8

16.8

17.3

6.2

4.8

5.3

5.5

6.7

5.7

6.8

6.6

ロ ク ロ ケ ズ リ

n

11

11

内 黒

11

//

//

内黒でないもの

P3

椀 16 17.0 6.0 7.6 ロクロケ ズ リ 内 黒
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図16竪 穴住居sIQ1・ 焼‡1広s:Kg1遺 物翁布図150
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SIOI12

SKO1他

・56・8・15・18・19・23・24

図17平 安 時 代 の 遺 物(1)1:4
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図18平 安 時代 の遺物(2)1
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形態お よび法量は、竪 穴住居SIO1お よび焼土砿SKO1出 土 品に同 じ。

底部の調整は、すべ て ロクロケズ リである。

50はP5出 土。脚 と思われ る。外面の調整 は『ロクロナデのの ち上半分 をケズる。 内面は ロク『ロナ デ。明 る

い榿 色 を呈す る。

3)小 結 ・平安時代遺物の年代

当遺跡出土の平安 時代 土器群 の特徴 として

① 供膳形態に、黒色 土器 ・土 師器 ・須 恵器の三 者があ り、灰粕 な どの施粕 陶器 を含 まない。

② 黒色土器 ・土師器 はすべ てロ クロ成形に よるもので、底部調整 はロクロケズ リがほ とん どで、糸切

りを残す ものは2点 のみである。

③ 黒色土器 ・土 師器椀 の法量 には大 ・小2種 があ り、大 は口径17cm前 後、小 は 口径14cm前 後 であ る。

④ 黒色土器 ・土師器椀 の形態 は、体部が内湾す るものが主体 である。

⑤ 黒色土器 ・土 師器椀 ・須 恵器杯 ともに高台 をもつ ものは ない。

⑥ 須恵器蓋の形態 を模倣 した土師器蓋があ る。

⑦ 土師器鉢 は、飯 山地方 ではこれ まで類のない もので、奈良時代 的な感 がある。
　 ヨ　

以上の特徴は、飯山地方の平安時代の土器編年にあてはめれば、北原遺跡期 となる。
　 　　

また、 『長 野県史』 の編年観 によれば、平安 時代II期 ないしIII期 とな る。

北原遺跡の年代 につ いては、9世 紀後半～10世 紀前半 の年代 が与え られている。

なお、飯 山地方 では東濃産光 ヶ丘1号 窯 式期(猿 投黒笹90号 窯 式併行)か ら灰粕 陶器が普通 に出土 す る

よ うにな るが、その初現期 の実年代については、 『長野県史』 の見解 に従 えば、9世 紀末 ない し10世 紀初

頭 となる。

そ うす る と灰粕 陶器 をもたない当遺跡の土器群 の年代 は、それ以前 とい うことにな り、9世 紀 の中にお

さまる年代観 が与 え られ る。

注1従 来の飯山の報告では、土師器の内面を黒色処理したものと呼んでいたが、「平安時代の食器の変遷は須恵器 ・黒色

土器 ・灰粕陶器と・ロクロ成形の土師器の消長で示されるものであり、この変化こそが平安時代の土器の変遷でもある」

(注2)と いう見解に従って、黒色土器と呼ぶこととした。

注2笹 沢浩 「古代の土器」 『長野県史』考古資料編1巻(4)遺;構 ・遺物1988.3

注3望 月静雄 ・高橋桂1985「 平安時代の土器編年について」 『長野県飯山市旭町遺跡群北原遺跡IV』飯山市教育委貝会

注4注2に 同じ

4小 結

日焼遺跡の対岸にあ る屋株 は、従来の私達 の調査 では、先土器時代 の遺跡 として理解 されて いた。今 回

の調査 を通 して、先土器時代 の遺物 の検出は当然 として も、縄文時代前期 、そ して平安 時代 に も生活が営

まれていたこ とが判明 した。先土器時代、 日焼遺跡ほ ど明瞭 でないのは、後世 に掩 乱 されたためであろう。

資料的 には良好な もの も出てお り、当該地 方の先土器時代研 究の一一資料 とな るであろう。

縄文前期 につ いてみれば、遺構 として多くの土砿が検出 されている。 これ らの土拡は、推論 の域 を出ない

が、小括 で考察 してい るように陥穴 と考 えて よいであろう。このよ うな遺構の存在等か ら考 え る と調査 区

域 外 に住居 が 存在 す る可 能性 が 高い。出土 した土器は全て破片 である。縄文前期 土器 は、上 原式土器 で

ある。昭和48年 調 査 した対岸 の大倉崎遺跡はこの時期 の優 れた遺跡であ る。私達は、大倉崎か ら出土 した
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上原式土器 は、新 旧二時期 に区分 で きる見解 を示 した。今 回出土 した土器 はその見解 に従 えば、上原 式土

器の旧い時期 に属す るもので ある。屋株 は千 曲川の段丘上 にあ り、千曲川下流域 の当該時代の立地 のあ り

方 と一致 している。千曲川の恩 恵の大 きさが容易 に首肯 され るのであ る。

平安時代 中半の住居趾 ・土師器 を検 出 したこ とは 、当地方に類例 がす くないだけ に貴重な資料 とい うべ

きであろ う。折に触れて飯 山地方 の遺跡 の特徴 につ いて何回 とな く記述 して きたが、敢 えてここで も述べ

ておこ つ。

古墳時代後半か ら平安 時代 前半 にか けての遺跡は、私達 の調査 でみ る限 りほ とん ど認め られ ない。弥生

時代 の遺跡が各所 に認め られるの とは対照的であ る。その理 由が奈辺 に存す るのか今後究 明してゆか ねば

な らな吟課題であ る。平安 時代 中半以降 にな る と再 び人々の活動 の展開が認め られるにいたる。 この こ と

は荘 園制の発達 と深 い関係 を有 している と思われる。 そ して、次第 に開拓が進 め られ てゆ く中で、在 地の

小土豪層が出現す るのであろ う0

屋株の立地 については、す でに第V章 で触れている とお りであ るが、北側 は急崖 となって境 ノ沢 の谷地

に接 し、南側 は小沢 によって巨切 られてい る。 この境 ノ沢の北側 にあたる南原の崖下か ら清水が豊富 に湧

出 してい る。恐 らく、屋株 に居 を構 えた人々は、この清水 を利用 して谷地 を水 田化 していったもの と思 わ

れ る。今 回調査 した範囲は、道路部分 だけで段丘面全体 ではない。恐 らく段丘上 には、該期 の住 居趾 が も

っ と営 まれた もの と推定 され る。

屋株 に住居 を構 え、開拓に従事 した人々 は更に よ りよい耕地 を求め て、開拓 の範囲 を広げ、や がて小 菅

庄の中に組み こまれてい ったのであろ う。
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堀 の深 さ と人を対,照





i 位 置 と 概 要

A位 置 と概 要(図1)

大倉崎(お お くらざき)館 跡 は、常盤(と きわ)地 区上野(う えの)の 千曲川に面 した山林 中に位置す

る館跡であ る。
　 ユ　

なお、当館 跡 を上野館跡 とせず に、大倉崎館跡 とす るのは 、 『下水 内郡 誌』 『村 史 ときわ』に大倉崎城
　 　　

玩 と記されていること、上野集落は江戸時代には大倉崎新田と呼ばれてお り、中世においては上野 という
　 ヨ　

地名が あったか どうか不確実 であるこ と、 『日本城郭大系』 に大倉崎館 と紹介 されているこ とに よってい
(注4)
る。

大倉崎館跡の立地 は、大倉崎か ら上野に またが る丘陵 の最高所にあ る。東 は千 曲川に よって削 られ た断

崖 に接 してお り、千 曲川 を眼下 に見お ろす こ とがで きる。西は常盤平 に向か ってゆ る く傾斜 してお り、今

は山林 とな ってい るが、山林が なければ常 盤平 を一望 で きる。

また、地元上野の古 老に よれば 、上野丘陵北端 に 「つ い最近 まで」渡 し場が あった といい、金井喜 久一

郎氏 も 「(瑞穂)古 屋敷 よ り千 曲川 を隔て た対岸上野部落 には最近 まで渡場が設け られてお り」 と指摘 して
　 　　

いる。対岸の瑞穂 との関係 もみのがせない。

これについては金井氏は、明徳3年(1392)の 「高梨朝高及一族以下給人所領注文」の 「高梨高行知行

分常岩北条大蔵崎内柏尾分」 との記事 を、常岩北条の大倉崎内にある柏尾分の土地は高梨高行が知行 して,

いる所 とし、柏尾に本拠をもつ高梨氏が、対岸の上野に渡場の根拠地を有していたとされ、大倉崎館を渡
　 　　

場 の警 護 に備 えた城 館 で あ っ た可 能性 を指 摘 され て い る。

なお 、 『下 水 内郡 誌』 ・ 『村 史 ときわ』 に 記 され て い る、大 倉 崎 館 跡 が竹 内源 内 の居城 で あ り、 外様 十

人衆 の こ ろ武 田方 に属 して い たが 、 そ こ を追 われ た 、 との 言 い伝 え につ い て は 、今 の とこ ろ明 らかで ない。

注1栗 岩英治他1913『 下水内郡誌』 下水内郡教育会168ペ ー ジ

宝月圭吾他1968『 村 史 ときわ』 常盤村史刊行委員会140ペ ー ジ

注2注1138ペ ー ジ

注3『 日本城郭大系』第8巻 長野 ・山梨1980新 人物往来社 城郭一覧表

注4な お、『新編瑞穂村誌』による と、 『市河家文書』の建武3年(1336)高 井 郡牧城の戦いにおける、「市河経助軍忠

状」の中に、高梨五郎、犬甘四郎、毛見源太に続いて殖野左衛 門次郎 という部将の名前が記されてお り、殖野左衛

門次郎 を下水内郡上野の部将 と推定 している。そうとすれば上野の地名 も古 くよ りあった可能性があ り上野館でも

不都合はない。金井喜久一郎 「中世」 『新編瑞穂村誌』1980新 編瑞穂村史刊行会195・196ペ ー ジ

注5注4256ペ ー ジ

注6注4256ペ ー ジ

B測 量調 査 の成 果(図2,付 図)

発掘調査 に併行 して、㈲ 写真 測図研究所 に館跡全体 の測量調査 を依頼 してい るので、以下 その成果 に も

とつ いて、大 倉崎館跡 の全体像 を述べ るこ ととす る。

大倉崎館跡 は東 に千 曲川の断崖(千 曲川水面か らの比高約20m)に 接 し、西 ・北 ・南に 「コ」字状 に外

堀 をめ ぐらす 。外堀 は千曲川に向か ってやや傾斜 してお り、空堀 であった と考 え られ る。

外堀 の規模 は西辺が約104m、 北辺34m、 南辺42mを はか り、幅 は約10～12mを はか る雄大 な ものであ

る。郭 内の土 塁状 の高 ま りか らの深 さは、現況で北が約4m、 西で約3m、 南西隅で5m、 南辺 で4mを
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図1 館跡周辺地形図
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はか る。外堀 外端か らの深 さは、西辺 で約1m、 南 ・北辺 では1.5～3.Omを はか る。なお、発掘 の結果 、

西側では現地 表下約2mの 深 さに堀底が あった。

また、外堀 西辺 中央 の、郭 内へ登 る道状の所は、戦 時中に松根油 をとるためにあけた道 である(地 主の

小 出幸___.郎氏 ご教示)。

外堀に囲 まれた郭 内は狭 く、南北約81m、 東西は、南 が広 く北 にゆ くに従 って狭 くな り、南辺 で24m、

北辺 で16mで あ る。従 って郭 内の面積 は約1600m2と な る。

郭 内の北 ・西 ・南辺 には幅約5mの 土塁状の高 ま りがめ ぐる。 その高 さは低 く、高 い所で も1mに み た

ない。

また、郭 内北端 は一段高 くなってお り、その広 さは、東西15m、 南北10mを はか る。金井喜一 郎氏は 、

川 を監視 す る望楼 のよ うな施設が あった所ではないか 、 と指摘 して いる(発 掘 中に金井氏が来跡 され指摘

された)。

図2大 倉崎館跡現況 測量図1:800
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土塁状 の高 ま りの内側(東 側)は 、西か ら東(千 曲川側)へ 向か ってゆ るやかに傾斜 してい る。 その中

央やや 南寄 りの所 には東西 に溝状 にわずかにへ こんだ所 があ り、発掘の結果、郭 内の堀 となった。

外堀の外側 には、現況 では館跡 に伴 う施 設は認め られない。外堀西辺の 中央に西接す る古墳状 のマ ウン

ドも、発掘 の結果古墳 とは認め られず、 ま々、館跡 に伴 う施設であ る とい う確証 も得 られ なか った。

以上 述べ て きたよ うに、大倉崎館跡は、山林 ない し植林 であった ためか、他 の水 田や畑 となってい る館

跡に比べ て、改変 され ている所は ご く少な く、格段 に良 く原形 を とどめてい る。残念 なが ら、 その中央 を

117号 線バ イパ スが通 り、現状が変更 されて しま うが 、その まま保 存がな されれば 、県内で も有数 の残 り

の良い館 跡 として貴重 な遺跡で あったことは まちが いない。

2調 査経過 と方法

A調 査経過

大倉崎館跡 の調査は、9月28日 か ら11月22日 までの約2ヵ 月にわたって実施 した。当現場 は雑木林 中で

あ るため 、重機 による表土は ぎをやめ 、人手 によって腐葉土や木の根等 をはがす こ とか ら始め た。調査対

象地 の南側か ら15～20cmの 厚 さの表土 をは ぎとってい ったわけだが、2日 目か ら青磁片や釘 などが 出土 し

は じめ た。

10月1日 には、茶臼片 ・天 目茶碗片が発見 され、かな りの財 力 をもっていた ものの館 跡であ るこ とを う

かがわせ た。本 日カワラ版'上 野"No.1を 発行 し、地 元全戸 に配布す る。

館跡全体 の緻 密な地形図 を、㈲写真測図に依頼 して作 るこ とに した。10月3日 よ り、その地形測量 を開

始 して もらう。翌4日 には、地層観察 などを目的に、南側において東西 に深 さ40～100cmで 断 ち割 ってみ

た。灰色 ・黄色 ・黒色な どの土層 で盛土の特 色 を示 している。盛土上 には遺構が認め られなか ったが 、黄

色 をべ一 ス とした下層遺構が認め られ た。

排土 スペースが狭隆 なため 、対象地に隣接す る地主 に交渉 して、スペース を確保す るこ とも大変だ。堀

壁 の確認の ために、その傾斜等 を掘 ってみて もらった ら、予想外 に急勾配で堀底へ落 ち込んで いる。手掘

りでは限 られ た 日数 で調査完 了にもっていけない と判断、重機 による堀の表土 は ぎを決め、手 配す る。

10月5日 には、館跡 をほぼ南北に2分 す るよ うに、中央部分 に大規模 な堀跡が発見 され る。 それ を埋 め

ているのが灰褐 色土 である。

堀 のす ぐ西側 に も古墳状 の凸地があって、この表土は ぎに続 いて、十文字状 に断 ち割 りを試 みる。おお

っている土は腐葉土 が主 、その下に黒色土が あるが、全体が ボコボコで手応 えが な く、いまひ とつ性格づ

けについて試論す るが明確 にならない。このマ ウン ドの中央部は深 さ88～110cm、 周辺部 で深 さ23～45cm

の南北に長い楕 円を呈 している。黄色の地 山部分で、西側 の部分において35cmの 段差が あったこ とが特徴

ぐらいで、柱状遺構が2ヵ 所認め られたのみで ある。遺物 も意外に少 な く、残 りは重機 では ぎとるこ とに

した。

堀東壁の表土部分 の厚 さは、頭頂 の土塁部では うす く、中央部 で40cm、 底部近 くでは70cm位 に なって い

る。 この排土量 もか な り多 くな り、搬 出に苦労 した。

10月11日 には、は じめて古銭 の出土 あ り。SDO1の 内堀 よ り北側 につ いて精査 した ところ、珠 洲焼の大

カメや集石群が 出土 してきた。翌12日 に5mの メッシュ基準杭打 ちを開始す る。

10月13日 は、雨の ため現場作業 を中止 したが、周 囲の毛無 ・万仏 ・高社 ・斑尾 ・鍋 倉の山頂 に降雪があ

って、冬が間近か にせ まってい るこ とを感 じさせ る。
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翌14日 にはSDO1の 掘 り下げ を始 める。埋土 は灰茶褐色土で、古銭や磁・器等 多数 出土 している。火炉 は

E3とF3よ りほぼ 固まって出土 した。 また東端 の千 曲川 に臨む崖 面近 くか らは、スズ リと越前 の大 ガメ

が出土 している。 とくに越前の大 ガメの出土場所 は炭 ま じりの黒色土が2m程 の拡が りと20cm程 の厚みが

あった。珠洲焼 きや磁器類 もその中か ら出土 している。

SDO1の 北側 の精査が進むにつれて、北か ら南へほぼ等間隔で集石群 がみ られ たこ と、炭 のま じった黒

色土 と焼け て表面 の変色 した石 が所 々に発見 され たこ とが特色であ る。集石群 か らはそれぞれ石 臼の破 片

が出て きている。集石群 の石 は直径20～30cmの ものが 多い。

鉄製 品につ いては、主にSDO1よ り北側か ら出土 した。10月24日 時 点で計29点 となっている。

10月26日 には、B2区 東端 において方形土拡か ら平安 黒色椀2個 を、完形で重なったか たちで発見 して

い る。翌27日 に も前 日の土砿 の北側B2区 で同様の方形土拡か ら、黒椀2個 が出土 した。北 の方形土拡 を

SK4、 南側 をSK3と す る。SK3出 土椀に 「真 」の墨書が あった。

10月29日 、30日 の両 臥 大荒れの天候(雪 、ひ ょ う降 り等)の 翌 日は現場のぬか るみが ひどい。 しか し

雪の心配 もあって作業 を続け る。 この 日以降は冬間近 か を思 わせ る天候が続 き、測量等現場作業 の足踏み

状態になるこ としば しばあ った。仕上 げの写真撮影 を、 と現場 の落葉 などを除いて も、風が___.陣吹 いただ

けで、元の もくあみ となって しまうなど何度 もあった。

11月22日 によ うや く現地作業 を終 了 した。

B調 査方法

1)調 査区の設定(図3)

調 査 区 の設 定 は 、 道 路 セ ン タ.___杭No.52+00ポ イ ン トを基 準 として 、館 跡 の方 向 に合 うよ うに主 軸 線 を任

意 に設 定 し、5m方 眼 を組 み 、東 よ り1・2・3・ ・……、北 よ りA・B・C… …・・と地 区 を命 名 した。

基 準 レベ ル は、 建 設事 務 所 作 成 の1/1000道 路 周 辺 図 の絶体 高 を用 い た。

な お 、:最終 的 な発 掘 面積 は約1000m2と な った。

2)調 査方法

発掘調査 は、館跡の現況 が山林で あることや 、礎石等があった場合 を考慮 して、重機等 を入れず、人力

による表土は ぎを、郭 内南端か ら始めた。

しか し、 当初は郭内盛土 と表土お よび土 塁流土 との境が よくわからず、

館跡遺構面 を特定で きなか ったので、F・G地 区境界線上 に郭 内を横断

す る断 ち割 り トレンチ を設定 し、遺構面の検 出を行 った。その結果、表

土下 の黒色土層が遺構 面である と考 えた。

また、F・E地 区で堀状 の落 ち込み(SDO1)が みつか り、その掘 り

下 げに時間がかか ったこ とと、人力に よる表土は ぎが、木根 を抜 き取 る

のが大変だ ったこ とに加 え、調査期 間 も限定 されてい るので、E地 区以

東はバ ックホー を導 入 し、C・D地 区の境界 ラインに幅約50cmの 畔 を残

して表土は ぎを行 い、郭 内の精査 に移 った。

外堀については、試掘の結果、予想以上 に深 く、 とて も人力では排土

処理が困難であ る と考 え、当初 か らバ ックホー を導 入 し、堀底近 くまで

埋土 を除去 し、後 に人力で精査 を行 ったため、十分 な調査はし得 なかった。 ・図3調 査 区設定 図1:1000
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図4土 層模式 図1:300

遺物 の取 り上げは、基本的には1点 ごとに位置お よび レベル を計 り取 り上 げたが 、状況に応 じて地 区毎

あるいは遺構毎に取 り上 げ た。

写真撮影 は適寧 、足場(ビ テ ィ)等 を用 いて行 ったが、天候が悪か ったの と、秋 の落葉の季 節であ った

ため難渋 した。

発掘調査地の測量は、平面図は1/40平 版図 を作成 、必要に応 じて各遺 構等 の実測 を行 った。

なお、土塁等の断 ち割 り調査 は、発掘調査途中で、館跡の保 存問題 が提起 され たので、現状破壊 となる

ため行 わなか った。 しか し、計画 どお り道路が通 るこ とはや む を得 ないこ ととなったので、調査 は来春 に

行 う予定 である。

3) .層 序(図4)

館跡郭 内の基本的な層序 は、上か ら表土(厚15～40cm)、 黒色土(厚20～40cm)、 黄褐色粘 質土(地 山)

となるが 、郭内北東部 のA～D-2・3地 区では黒色土が10cm未 満 で、東にゆ くに従 ってうす くな り、東

端部 では黒色土はみ とめ られなか った。 これは地 山が東か ら西へ傾斜 して いるため で、郭内 を平坦 に整地

した結果、高い東端部 が削平 され たためであろ う。

黒色土は、弥生 ・平安時代 の土器 を含み、その上面が館跡 の遺構面であ る。館造成以前の表 土層 か。

ただ し、D地 区以北では黒色土層が うすか ったため、遺構検出面は、黄褐色粘質土面 とな り、平安期 の

遺構 と同一面で検 出 した。'

盛土は、土塁 とその東側 にみ とめ られ、主 に地 山の黄褐色粘 質土 を積 んだ もの と思われ、地 山よ りやや

色 の うすい黄色粘質土 である。

堀の埋 土 ・マ ウン ドにつ いては後述す る。

3遺 跡

発掘調査 で検 出され た遺構 ・遺物 には、館跡に関わる中世 の もの と、それ以前の ものがあ り、 ここでは

それぞれ分 けて説明す るこ ととす る。
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A館 跡の遺構

1)堀

堀 には、外堀 と、郭内 を東西に横断す る堀が ある。

a)外 堀(SDO2)

西側 の一部 を発掘 した。幅は約10m、 深 さは土塁上端か ら約5m、 外側(西 側)か らは 約2.5mで ある。

堀の斜 面は直線的 で底面 との交点 も鋭 い。底面 の幅 は2.3m。

埋 土は、表土が約30～50cmあ り、その下 は黒色土 と:黄色粘土 との混土 が、東か ら西(内 側か ら外側)へ

___.気に落 し込 んだ状態で あ り、 自然に時間 をか けて埋 まっていた状態ではない。

また、埋土や底面の状況か ら、常 時水 を湛 えた痕跡 は認め られない。空堀 であ った ことが知 られる。

出土遺物 は、重機 で掘 ったため何 とも言えないが 、重機での掘 り下 げ を注意深 くみていて も、 多量 に土

器等 を棄 てた らしき ところはみあた らなか った。

b)郭 内の堀(SDO1)

郭内 を東西 に横断す る堀は、調査地 区内のE・F地 区で検 出 され、外堀に直交す る形 である。大倉崎館

全体 の中での位置 としては、郭 の中央 よりやや南 にあた り、ほぼ郭 を南北 に二分す る位置 とな る。

郭内の堀 の断面形は二段 にな っている。上段は下段 に比べ ゆるやか に傾 斜 し、下段上端 との間に テラス

が ある所 もあ る。下段は逆台形の断面形 で、斜面は直線的である。

上段 の幅 は約6m、 下段 の幅は約4m、 底面の幅2m、 深 さは、中央 よ り西が一段深 く約1.8m、 東は

1.6mを はか る。

千曲川の断崖 に接す る東端 はやや広が り、土拡状に落 ち込み 、一段 深 くなっている。

また、底 面および斜面か らピッ トがい くつかみつかっているが、橋状には まとま らなかった。

埋土(図5)埋 土は3層 に分か れる。上層は灰 色土 で、その下面か ら石 臼 ・土器 ・銭貨 などの遺物が

多 く出土 した。遺物は火 をうけてい るものが 多い。 また、上層下面には炭 ・灰層が厚 い所 では約10cmに わ

た りみ とめ られた。堀の掘 下げ当初 、この面 を底 と誤認 した。上段 下面に も相 当す る。

中層は、基本 的には黄色粘 土層 であ り、黄色 粘 土層 は___.気に埋め られた感が ある。中層両端には暗灰色

土層が帯状 に入っている。中層 は基本的 に遺物 を含 まないが、E-3地 区中層下面か ら、火炉(図12-42)

1個 体分 と、天 目花瓶(図12-35)の みが出土 している。 あたか も堀 を埋め るにあたって投棄 され たよう

であった。 中層下面 も堀底 と誤認 した。

図5郭 内あ堀SDO1土 層 図1:50
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図6調 査地 全体 図1:250
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下層 も、基本 的には黄色粘 土層であ り、一・

気に埋 め られ た感が ある。 また下層 は、後 述

す る土塁 としての盛土 と区別 がつかなか った。

出土遺物 はない。 したが って、郭 内の堀 が本

来の底 をみせ て機能 していた段 階では、堀 に

物は棄 て られず 、下層 を埋 め る時に も物 は一

切 棄て られなか った といえる。

以上 の埋土 の状況 を模 式的に書 くと次 のよ

うになる。(図7)。

-
⊥

2

3

4

FD

(b

堀が掘 られる

下層が埋められる

下層が埋められた状態が一定期間続 く

中層が埋められる(火炉が棄てられる)

中層が埋められた状態が一定期間続 く

上層下面に炭や灰 とともに物が棄てら

れ、後 自然 に上 層が埋 まる。

なお、郭内の堀東端 のやや広が った土拡状

の所 は、基本的に上層 と同一 であ り、越前系

・珠洲系大甕や 陶磁器 な どが 、堀の北側 か ら

投棄 され たような形 で、多量に出土 している。

土塁 と郭内の堀 との関係 大倉崎館 跡の大

きな特徴 として、 もともと郭 内の堀は外堀 ま

でつ きぬけていたこ とが あげられ る。 これは

外堀東斜面に、 くっ きりと郭内の堀の断面形

がみ とめ られているこ と(図8PL44)か ら

推定 され る。 また、土塁 として郭内の堀 の西

端が埋め られた後 も、郭 内の堀 は機能 してい

たこ とが埋 土か ら推察 され る。

この ことを段 階的に書 くと以下 の ようにな

る(図9)。

1郭 内の堀が掘 られ る。 この ときに外堀

が現 況の ような規模 で掘 られてあったの

かは確かめ られ ない。

2土 塁の一画が、郭内の堀 の所 で途切 れ

ていた段階(郭 内の堀 の西端が土塁全体

の構築時 に、同時に埋 め られた とすれば、

郭 内の堀 の断面の上端 は土塁上端 まで と

どか ない と思 うが、検 出され た ものは とどいている。

3

しての機能 をはた している。

図7郭 内堀SDO1埋 土段階想定図

図8外 堀斜面のSDO1断 面模式図

郭 内の堀の西端 が埋 め られ 、土塁 とな る。郭内の堀の下層が埋め られる。 しか し、郭 内の堀 は堀 と

なおこのこ とは、来年度 の土塁の調査 で よ りくわ しくわかるであろう。
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2)土 塁

土塁は、調査地 で郭 内よ り高 さ1m未 満であ り、

いわゆ る防禦 的な機能 をもった土塁 としては低す ぎ

る感 があ り、また、断面形 もなだ らか な もので、土

塁 として よいか どうか迷 ってい る。後世 、あるいは

館 時代 に削平 され た可能性 もあ る。幅 は約3～4m

と広 い。

ただ し、土塁部分は黄色粘 質土 の盛土か らなって

お り、構築物 であるこ とは まちがいないので、土塁

としておいた。

石組みや 、土塁上の柵 などの施設 は検 出されてい

ない。

3)建 物(図10)

郭 内で検 出され たのは、掘立 て柱 の柱穴のみで、

礎石 はみつか らなかっ た。

柱穴 は、平面形が円形 に近 い ものがほ とん どで、

方形 の ものはない。直径50cm未 満 の ものが 多 く、大

規模 な ものはない。'しか し深 さは、1mに もお よぶ

ものが あ り、 しっか りした柱穴がめだ った。 図9堀 と土塁の関係

柱穴の数の 多さか ら郭 内には、何棟 もの建物が あ

った と推察 され るが、なん とか建 物 としてま とめ られ たのは、SBO9の みで、他 は、一列 に並 ぶ柱列 はあ

る ものの、柱 間寸法 が不 ぞろいで あった り、平行 してあ る柱列 との間が、大 きくはなれてお り、不確 定要

素が強 い。

いずれ にせ よ、柱 穴の規模 か ら考 えて、大型の建物 があったこ とは考 えに くい。

SBO9は 、東西3間 ×南北1間 の、方位 を郭 にほぼ合せ た東西棟 の建物 で、規模 は、東西5.8m、 南北

5.1mで 、柱 間寸法 は、北側が西か ら2.0・1.6・2.2mで 、南側が同2.0・2.0・1.8mと やや不 ぞろいであ

る。

4)集 石

集石 は郭 内の西端 に4ヵ 所、土塁 の裾に並 んで検 出された。拳大か ら人頭大の 自然石が乱雑 に集め られ

た集石 で、中には石 臼片 も含 まれている。 また、石 の中には火 をうけているものが ある程 度あ った。出土

層位 は土 塁上面 よ り上位であ る。

何 らか の理 由で数 ヵ所に集め られ たものであろ う。

館廃棄後 に集め られ た とすれば 、中に礎石 に用 いられた ものが混 じっているのか もしれない。

5)マ ウン ド

外 堀 の西 辺 中央 に接 して あ る、 古:墳状 の高 ま・りの一こ とで 、規模 は 、 南北16m、 東 西10mの 楕 円形 で 、高

さは1.3m。
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図10郭 内 主 要 部 分 図

一153一

1:150



当初古墳 を想定 して、表土 は ぎののち精査 を行 った。精査 時には、少量 だが古墳時代の土器 も出土 した

が 、古墳墳丘 と考 えるには、あま りに も土がや わ らかす ぎるので、十字 に断ち割 った ところ 、約1m下 の

黄褐 色粘質土面(地 山)ま で、ボクボグ とした黒褐 色の腐植土 であ り、主体部等の痕跡はみつか らなか っ

た。 また、黒褐 色腐植土層 中よ り、珠洲焼片が 出土 したため 、古墳 の可能性は消 えた。

そ して 、土の様子か ら、館跡 に伴 な うもの とす る積極 的な根拠 もみ とめ られない。

B'館 跡 の 遺 物 戸

館跡に伴 う遺物 には、多量の輸入磁 器 ・国産 陶器 をは じめ、 銭 貨 ・鉄製 品 ・銅製 品 ・石 臼 を始め とす

る石 製品 などがあ る。

なお、食器 としての土師器杯 ・皿類は出土 していない。煮沸器の土師器甕 は少量 あるが小 片の ため図示

して いな い。

これ らの遺物 は主 として郭内の堀SDO1上 層 下面か ら出土 してお り、それ以外の ところか らの出土は鉄

製品 をの ぞいて、わずか である。

1)輸 入磁器(図11)

輸入磁 器には、白磁 と青磁があ る。

a)白 磁(図11-1～7・23・26・29)

白磁 は皿 ・八角杯 ・壺 ・小壷 がある。

皿(1～7)皿 は小型の もので、図示 した7点 のほかにあ と数点 ある。二次的 な火 をうけて、 も とも

との少 し青味がか った透明で光沢 のある粕調か ら、変 色 して黄色味がか り光 沢を失 ってい るものの差 があ

るほか は、すべ て同形態 ・同巧 ・ほぼ 同大で ある。

口径 は10cm前 後、器高は3cm前 後 で、内湾す る体部 と、小 さ く削 り出 した高台 とをもつ。 口 縁 端 部 は

「コ」字状 にお さめ る。地 の色 は灰 白色 であ る。

粕 は内面全面 と、体部 外面上方3分 の2ま でかか り、体部外面下半 と高 台にはかか らない。2・5・6

には貫入が ある。

八角tfi(26)八 角杯 は1点 のみ。 口縁端部 はす るど く稜 をなす。粕 は白色透 明の部分 と、やや灰色味

がか った部分 とがあ り、細か い貫入があ る。胎色 は灰 白色。

壺(29)壷 口縁 片は、短 く外に折 りまげた口縁端部 をもつ もので、1,の み である。四耳壺 の 口縁部

か もしれ ない。粕 は灰色味がか り、火 をうけて泡出っている。胎色は灰色。 口径12.4cm。

小壺(23)小 壷 は、肩部に忍冬文 をめ ぐらす もので、体部は稜 をなす。1点 のみ。粕 は、やや青味 が

か ってお り、内面は口縁部 をのぞいて粕 はかか っていない。胎色は灰 白色。

b)青 磁(図11-8～22・24・25・27・28図12-30・31)

青磁 には、皿 ・椀 ・盤 ・香炉 ・壺 がある。

皿(8～12)皿 は3種 あ る。8～10は 短 く外反す る口縁部 をもつ厚手 の皿で、全部 で8個 体以上 ある

が、すべ て同形態 ・同巧 ・ほぼ同大 である。 口径約12cm前 後、器 高3.5cm前 後である。粕 は淡緑色で、高

台 も全面に施粕 され、底部 外面中央 に も直径1.5cm前 後施粕 されている。全面に施粕 した後に 、高台内側

外周の粕 をとりのぞいたのか 。火を うけ て粕 が泡出った ものや 、 くす んだ ものが多い。細かい貫入のあ る

もの もあ る。胎色は灰 白色。

11は 有段 の口縁部 をもつ薄手 の もので、1点 のみ である。粕 は淡青緑色で、胎色は灰 白色。口径12.2cm。

12は 見込み に沈線に よる花文 を配 した無高台の皿で、粕 は淡灰緑色。底部 外面は無粕 。胎色 は灰 白色 で
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ある。

碗(13～22)碗 はほぼ全部図示 した。

13～18は 、口縁端部 で外反す る形態の もので、稜 の立つ高台 を もつ。 いずれ も同巧 ・ほぼ 同大 である。

口径15cm前 後 、器高6.5cm前 後。粕 は灰 緑色系で、14は やや褐 色味 をおび、17は 灰緑色 と淡 白緑色 のまん

だ らである。 いずれ も貫入があ る。高台の畳付 より内側 には施粕 されていない。胎色 は灰色であ る。

19・20は 底部片 で、稜 の立たない高台 をもつ。粕 は19が 灰緑色、20が 褐色味がか った緑色で、 いずれ も

貫入が ある。施粕 は皿8～12に 等 し く、全面 に施粕 したのち、高台内側 の外周 の粕 を とりのぞいてい る。

胎色 は淡灰色。

21・22は 内面 に凸線に よる花文 をもつ もので、同一個体 の可能性 が高 い。粕 は濃いめの灰緑色 。胎色は

灰 色である。

盤(24・25)口 縁部が屈 曲す る盤 で、断面三角形の低 い高 台が つ く。24に は体部 内面 に櫛描 きの凹線

文 を施す。25は 全面に火 をうけ粕が くす み不透明の ため確 認で きないが 、24と 同 じ く凹線文があ った と思

われる。粕 は24が 灰緑色、25が くす んだ淡灰緑色。畳付お よび、底部外面には施粕 され ていない。胎色は

両者 とも淡灰色。24は 口径24.8cm、 器高5.3cm。25は 口径24.2cm、 器高6.1cm。 いずれ も貫入が ある。

香炉(27・28)27・28は 同一個体か もしれ ない。27は 内面下端 ・底部 との境 に一条の沈線が め ぐる。

28は 受 け口を もつ もので、蓋の存在が予想 され る。28に は外面 に貼 り付けの花文が ある。粕 は淡 緑色で、

28は 火 をうけ て泡出 ち、 くす んでいる。胎色は両者 とも灰 白色。28は 口径13.2cm。

壺(30・31)30・31は 同一個体か もしれ ない。粕 は うす い白緑色で、薄 く均一にかけ られてい る。31

は高 台部お よび底部外面は粕が拭 きとられてい る。

c)輸 入磁器の年代

以上 の輸入磁器の特色 として、白磁小皿 と青磁皿 ・椀 において、同形態 ・同巧 ・ほぼ同大 のものがセ ッ

トで出土 して いるこ とがあげ られ る。 そして青磁 の皿 と椀は、いずれ も無文で、厚手 であ り、体 部がふ く

らみ、 口縁部がやや 外反す る とい う共通点がみ とめ られ る。 また、施粕技法 において も、高台内側 の粕 を

中心 を残 して とりの ぞ く方法が、青磁 の皿 と椀 にみ とめ られ る。
　 ユ　

口縁部の外反す る青磁椀は、 よ く似 た類例が長者清水 遺跡 で出土 してお り、14世 紀後半～15世 紀代 に比

定 されてい る。

したが って 当遺跡 の輸入磁器の年代 も、先 に述べ た共通性か ら、同年代 を中心 とした年代 におかれよう。

白磁皿 と八角杯 はセ ッ トで出土す る場合が 多 く、15世 紀前半～16世 紀の遺跡 出土例 が 多い とされてお り、
　 　　

青森県尻八館では15世 紀前半 に比定 され ている。

2)国 産陶器

国産 陶器には、瀬 戸 ・美濃系 、瓦質火炉 、珠洲系、越前系が ある。

a)瀬 戸 ・美濃系(図12-32～41)

灰粕 および鉄粕 のかかった陶器 を瀬戸 ・美濃系 としてお いた。

32は 、灰粕 の皿で、火 をうけて内面の粕 が とんでいる。外面には口縁部付近 に しか粕 はかか っていない。

粕 は黄緑色。胎色はやや黄色味 をおび た灰 白色。 口径11.4cm。 器高3.Ocm。

33は 灰粕 の皿 ない し鉢 で、粕は淡灰緑色。内面底部近 くに トチン痕が ある。胎色は灰 白色。

34は 鉄粕 の皿で、粕 は:茶褐色。胎色は灰色。

35は 鉄粕 の花瓶 で、円板状 の底部が貼 り付 け られ たものである。粕 は黒褐色。胎色はやや黄色味 をおび

た灰 白色。底部外面にロ クロ糸切 り痕 が残 る。
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図11館 跡 時代 の土器(1)1:3 白 磁1～7・23・26・29
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図12館 跡 時代 の土器(2)13青 磁30・31陶 器32～41瓦 質 土器42
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37は 灰粕 の香炉で、3ヶ 所 に獣脚 をもつ 。粕 は淡緑色で、火 をうけて泡出 ってい る。胎色 は淡褐 色であ

る。 口径7.5cm。 器高4.4cm。

36は 鉄粕 の盤で体部 が稜 をなす。粕 は黒褐 色お よび茶褐 色で、胎色は暗灰色。底部 内面 に トチ ン痕 が残

る。 一

38は 鉄粕 の香炉で、小 さ く不 恰好 な足がつ く。粕 は黒褐 色 と茶色 の まんだ らで、胎色は淡灰色。口径8.3

cm。 器高3.2cm。

39～41は 天 目茶椀 で、天 目茶椀 は他 に数点 ある。 いずれ も口縁部 の稜 は、わずかに屈曲す る程 度の もの

である。粕 は39が:茶 灰 色、40が 黒褐色 で、41だ けは漆黒色 とやや変 っている。胎色は39・40が 淡灰色、41

は灰色 である。高台は図示 してない もの を含め て、 中央 を浅 く削 りこんだ もので、しっか りした断面 「コ」

字形 の高 台を もつ ものはない。 口径 はいずれ も12.2cm。

以 上 の瀬 戸 ・美 濃 系 陶器 の年 代 は、天 目茶椀の形態 ・技法 、香炉 ・花瓶の形態な どか ら、小長 曽 ・菊
　 ヨ　

畑窯期 を中心 とした15世 紀代 と考 え られる。

b)瓦 質火炉(図12-42)

瓦質火炉は、ほぼ1個 体分 がま とまって、郭内の堀SDO1中 層下面 よ り出土 している。茶道 に用 いる風

炉 によ く似 た形で、三個 の脚 をもつ。

透 し穴は、脚問に3ヶ 所配 され、1ヶ 所は半月形で大 きく、炭 を出 し入れ した口で あろう。他 の2ヶ 所

は小 さ く、三 ヵ月形 とハ ー ト形 である。 いずれ も上端 に煤が付いてい る。

外面器壁はて いねいにヘ ラ ミガキされ平滑であ る。内面は 、口縁部 がヘ ラケズ リ、以下は粗 いナデであ

る。

文様は 、口縁部外面に櫛歯文 、胴下半に花文 と蓮弁文 をス タンプ している。蓮弁文 は2葉 で1単 位 の も

の を連続 してめ ぐらす 。

底部は作 られた当初 か らと思 われ るひずみがある。

脚は雲形の ものが三 足貼 り付 け られてい る。雲形 には二葉文 を配 しているが、一 足だけ向 って左側 の二

葉文 をつけ忘れている。

胎土に砂 を含 み、色調 は灰色。 口径28.6cm。 器高34.5cm。 胴最:大径36.6cm。
く　 　　 くは 　　

類例は、ほぼ完形品が青森県尻八館で出土 してお り、よく似た口縁部片が新潟県江上館跡か ら出土して
　 　　

お り、同形の脚 が石川県西川島遺跡で出土 している。

c)珠 洲 系陶器(図13-43～50)

珠洲系陶器は コンテナ約3箱 分 の破 片が出土 してい る。

甕(43～47・49)い ずれ も頸部 をもたない短 く屈 曲す る口縁部 をもつ もので、肩 があま り張 らない も

のであ る。肩部 はぶ厚 く、胴部へ 向か って薄 くな る。44に は 「V」 字 のヘ ラ記号があ り、45に は 「㊧ 」の

ス タンプが並 んで2個 押 されてい る。
　の

以上 の甕 は形態的には、珠 洲編年IV期 ～V期(14世 紀～15世 紀前半)で もV期 に近 い特徴で ある。また、

ヘ ラ記号 ・スタンプはIV期 か ら普 及 し始め る。当遺跡例 の 「㊧ 」は、 「第IV期 壷T・K種 に散 見す るが㊤
く　 　　

とともに第V期 の使用例 は知 られない」 とされているが、当例 は甕 である。

摺鉢(48)珠 洲では片 口鉢 とい う。底部近 くの小片だが、卸 し目が間隔 をおいて施条 され る古い タイ

プではな く、密に施 条 されるIV期 以降の ものである。

壺(50)壺 は図示 した1点 のみであ る。短 くほぼ垂直に立 ちあが る頸部 と、す るど く外反す る口縁部

をもつ。肩 はあま り張 らない。 口径15.2cm。 胴径27.6cm。 推定器高36cm。 珠洲編年III期～IV期(13世 紀後

葉～14世 紀)に 比定 され る。
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図13館 跡時代の土器(3) 18拓 本 は1
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2珠 洲系43～50越 前 系51



d)越 前系陶器(図13一 一一51)

約1/3個 体分が 、郭 内の堀SDO1東 端か ら一 括 して出土 している。 口径約80cm、 胴径約92cm、 器高約80

cmに 図上復 元され る大型 の甕 で、肩部に、粗 な井枠 に 「本 」字 を組み合 わせ た押印 をめ ぐらしてあ る。 こ
く　　　

れはIV'期,・(室町 中期 ・15世紀後半)に 多い とされてい る。

口縁部 の形態 は、N字 状の折 り返 しはな くな り、先端が丸み をもち、やや 下に肥厚 させ 、内側 に一 条の
　 ユの

凹線がめ ぐる。 この特徴 は、鎌倉後期 ～室 町前期(14世 紀後半～15世 紀前半)の 特徴 であ る。

器表面 の調整は 、板状 品に よるナデが施 されているのか。粘 土帯積 み上 げ痕が よ く残 り、色調 は黄灰色

～灰褐色 を呈 し、一部赤褐 色の所 があ る。

3)銭 貨(表1PL56)

銭貨 の出土は合 計42点 にのぼ る。この うち判読 で きたのが15点 程 あ り、その全部が渡来銭 であ る。全般

に きわめ て保存状態が悪 い。炭 と緑錆が銭貨 に強 く付着 していた り、腐蝕 が進み土壌 と同化す る寸前 の よ

うな状態 の もの もあって、指 で と りあげる際 に壊れ たもの もある。連銭にな ってい るもののほ とん どは、

外部か ら高熱 を受けた独 特の色合 い を呈 し熔変 して いる。熔 けて固まった状 態で枚数が どの くらいか不 明

の もの もあった。銭 貨の出土は郭 内の西半分 に偏 ってお り、 とくに郭内の堀 の中か ら多 く検 出 して いる。

(図14)

4)鉄 製品

a)-和 釘類(表2図15・16)

出土釘 は全部和釘 で計74点 あった。 出土は図14に 金属製 品出土分布 として示す。出土状態 は赤サ ビとと

もに炭 を強 固に付着 させ ていた もの も少な くないのが特色 とい える。

釘 につ いては断面が方形 を呈す もの を次の ように分類 してみた。

① 類 頭部 を薄 く叩 き直角 に折 り曲げた もので、頭部が 「つ 」の字状の もの(1～24)。

② 類 頭部 を薄 くせず直角 に折 り曲げた もの(25～30)。

③ 類 頭部 が三角状 あるいは台形 を示す もの(43～47・49・50)、 頭部が曲げ られ たもの と曲げ られな

い ものがあ る。

④ 類 頭部 が方形 のまま上か ら叩いた もの。

b)そ の他鉄製品(表3図17)

鎧 の一部 である小札(ご ざね)(図17-1・2)に 酷似 した小片が2点 、冑の眉庇(ま ひさし)(図17-10)

に酷似 した重量感 のある鉄片1点 、短 刀 と思 われ るものが1点 ……な ど、合計12点 出土 してい る。 これ ら

の釘以外の鉄製 品は、場所は郭 内の堀 の埋土の中か ら発見 され た。短 刀(図17-9)は 郭 内の堀 の東 よ り

(E2区)か ら出土 した。

5)銅 製品(表4図17)

キセル のガン首 と大型の鋲 のよ うな形の もの以 外、用途不明の ものが4点 出土 した。

キセルは首の曲が り部分 が短か く、火皿 も現在 のに比べ容積がやや大 き く、直す ぐに上 を向いてい る。

6)石 製品

a)硯(18-1)

F1区 の郭 内の堀の 中央、 グ リッ ト杭 ぎわに出土 した。石質はス レー ト、 自然な形に墨壺 を掘 っただけ
ノ
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の もの。14.5×10.5cmの 大 きさである。墨壺 の形が栗形 をして いる。墨壺 の中央部 は摺 り減 ってお り、か

な りの使用痕 跡 を認め る。

b)石 臼(図18・19-10～15)

集石群1と2、 郭 内の堀か ら出土 した。茶 臼上 ・下 臼1対 のほか大小破片は粉 ひ き臼 とみ られ る。

茶 臼は、白 目が六分画 され、 目の溝は周縁 まで達す る。 目が周縁 まで達す るのは中世遺跡 出土 の茶 臼___.
(注11)

般にみ られる特色 とされて いる。

c)石 鉢(図19-16・17)

2個 体 出土 した。

d)砥 石(図18-2～6)

計5個 体 で、いずれ も相 当使 い込んであ る断面方形 の ものが3個 と長方形様 の ものが1個 と台形の もの

が1個 、 ともに別個体 の一部で ある。

e)軽 石(図18-8・9)

2個 体 出土 した。1個 は半分程割 れてい る。 もう1個 は6×5cmの 大 きさで、人工 的に開けた穴(直 径

5mm)が 一つ あいている。

f)不 明石(図18-7)

幅7cm× 厚 さ1.5cmで 、長方形 となるだ ろうこ とも想像す るが全体 は不 明。 いずれの面 も研磨 され たよ

うにすべ すべ している。割れ 口は、 キラキ ラ光 る。頭部 は1×'0.8cmの 穴があけてあ る。一般 に滑石製温

石 とされ るが用途 は不 明。
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図14金 属 製 品分布 図1:250
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図15鉄 釘(1>1:2
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図16鉄 釘(2)1:2
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図17鉄 製 品 ・銅 製品 1:2
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図18石 製 品(1) 硯 ・砥 石 ・軽石13茶 臼16
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図19石 製 品(2)石 臼 ・石播 鉢16
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挿図番号 銭 名(書 体) 初 鋳 年(西 暦) 時 代 直 径mm 重 さ9 出土遺構 備 考

PL-1 皇 宋通寳(築) 寳元2年(1039) 北 宋 23 E4 2連

2 至 和元寳(蒙) 至和元年(1054) 北 宋 25 1.6 SDO1畔 上層

3 嘉祐 通寳(楷) 嘉祐年 間(1056～63) 北 宋 24 2.5 集石群2 腐蝕

4 治平 元寳(簾) 治平元年(1064) 北 宋 23 1.9 E3上 層 腐蝕

5 元豊通寳(筆) 元豊元年(1078) 北 宋 23 2.0 SDO1畔 上層

6 元符通寳(象) 元符元年(1098) 北 宋 24 2.2 集石群2 周囲腐蝕

7 聖 宋元寳(簾) 建 中靖 国元年(1101) 北 宋 23 2.0 C4

8 大観 通寳(楷) 大観元年(1107) 北 宋 25 集石群3西 2連 焼溶

9 洪 武通寳(楷) 洪武年 間(1368～98) 明 23 2.3 集石群2 完形出土

10 洪 武通寳(楷) 11 11 23 C3 4連 腐蝕

11 洪 武通寳(楷) 11 11 23 2.3 集石群2東 完形出土

12 洪 武通寳(楷) 11 11 23 2.5 D2 11

13 洪 武通寳(楷) // 〃 23 2.6 SDO1畔 含炭層 炭サ ビつ く

14 永 楽通寳(楷) 永楽6年(1408) 明 24 2.0 E3上 層 右下欠落

15 永 楽通寳(楷) 11 11 25 2.7 SDO1畔 上層

16 一 1.2 SDO1西 端の北 1/2欠

17 一 23 1.6 G3 腐蝕激し

18 一 集石群3 焼溶片

19 一 D4 焼溶

20 一
24 1.5 C4 腐蝕激し

21 一
25 3.5 C4 腐蝕

22 一
集石群2 3連 腐蝕

23 一 C3 焼溶変形3連

24 一 25 E3上 層 1/5欠 落腐蝕

25 一 B3 1/3片

26 一 E4上 層 4連 腐蝕

27 一 F4上 層 4連 焼溶変形

28 一 E4上 層 2連 腐蝕

29 } F4上 層 3連 腐蝕

30 一 SDO1畔 中 1/5片

31 一 E4 焼溶変形

32 一 24 E4 周辺欠落

33 一 E4 1/2・2枚

34 一 SDO1畔 上 層 3連 焼溶半欠

35 一 SDO1上 層 19連焼溶変形

36 一
表土中 18連焼溶変形

37 『 一
E4 13連焼溶変形

38 E4 6連 焼溶変形

39 『
E4 6連 焼溶変形

40 『
E4 固ま り状

41 一 表土中 10連焼溶変形

42 一 E3上 層 13連焼溶変形

表1銭 貨 覧 表
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挿図番号 種 類 材質 長 さmm 重 さ9 出土位置挿図番号 種 類 材質 長 さmm 重 さ9 出土位置

図15-1 角 釘 鉄 52 4.0 B4 図16-38 角 釘 鉄 92 37.8 表 土

2 角 釘 鉄 34 3.5 B4 39 角 釘 鉄 81 20.3 E2

3 角 釘 鉄 46 3.8 C2 40 角 釘 鉄 42 23.5 E2

4 角 釘 鉄 41 4.6 E2 41 角 釘 鉄 95 4.9 C3

5 角 釘 鉄 26 1.3 E2 42 角 釘 鉄 201 23.6 E2

6 角 釘 鉄 37 2.9 G4 43 角 釘 鉄 46 4.3 E4

7 角 釘 鉄 57 4.1 C2 44 角 釘 鉄 40 2.5 B4

8 角 釘 鉄 41 3.7 C2 45 角 釘 鉄 33 1.0 E2

9 角 釘 鉄 101 10.4 E1 46 角 釘 鉄 66 3.4 B2

10 角 釘 鉄 44 3.0 B4 47 角 釘 鉄 44 4.4 C4

11 角 釘 鉄 41 3.6
昌

B4 48 角 釘 鉄 46 2.7 B2

12 角 釘 鉄 37 3.8 D4 49 角 釘 鉄 2r 1.2 C2

13 角 釘 鉄 44 5.1 C4 50 角 釘 鉄 27 2.2 E2

14 角 釘 鉄 32 2.5 表 土 51 角 釘 鉄 14 0.7 B2

15 角 釘 鉄 36 3.8 B3 52 角 釘 鉄 90 8.8 アゼ中

16 角 釘 鉄 28 1.3 D2 53 角 釘 鉄 26 1.0 B4

17 角 釘 鉄 52 7.3 D2 54 角 釘 鉄 25 1.4 C4

18 角 釘 鉄 29 2.5 E2 55 角 釘 鉄 25 1.3 E4

19 角 釘 鉄 34 2.6 SDO1 56 角 釘 鉄 47 3.3 G4

20 角 釘 鉄 27 ②.0 D2 57 角 釘 鉄 35 2.2 C2

21 角 釘 鉄 65 11.6 B2 58 角 釘 鉄 31 2.4 E3

22 角 釘 鉄 34 2.3 E4 59 角 釘 鉄 90 17.5 E2

23 角 釘 鉄 22 1.7 D3 60 角 釘 鉄 25 1.1 E4

24 角 釘 鉄 42 4.4 H7 61 角 釘 鉄 31 4.0 D4

25 角 釘 鉄 59 10.9 B2 62 角 釘 鉄 20 1.0 C2

26 角 釘 鉄 53 13.5 C2 63 角 釘 鉄 39 3.6 B2

27 角 釘 鉄 30 2.5 E4 64 角 釘 鉄 31 2.6 SDQ1

28 角 釘 鉄 31 1.8 B2 65 角 釘 鉄 36 2.3 E2

29 角 釘 鉄 29 2.2 C2 66 角 釘 鉄 33 2.5 E2

30 角 釘 鉄 27 1.4 B2 67 角 釘 鉄 27 0.9 D4

31 角 釘 鉄 88 14.0 C2 68 角 釘 鉄 38 2.1 C3

32 角 釘 鉄 71 11.7 C2 69 角 釘 鉄 41 5.9 B2

33 角 釘 鉄 49 5.2 E4 70 角 釘 鉄 27 1.7 B2

34 角 釘 鉄 60 9.2 F1 71 角 釘 鉄 50 7.9 B2

35 角 釘 鉄 45 2.5 D2 72 角 釘 鉄 40 1.0 D3

図16-36 角 釘 鉄 93 17.7 B2 73 角 釘 鉄 34 4.6 B2

37 角 釘 鉄 125 30.1 表 土 74 角 釘 鉄 37 5.2 F4

表2鉄 製品一釘類一覧表
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挿図番号 種 類 材 質 長 さmm 幅mm 厚 さmm 重 さ9 出土位置 備 考

図17-1 板 鉄 76 33 2 15.1 集石群2 平行2列 穴 、小 札?

T 鉄 52 38 6 66.6 B4 L型

5 鉄 54 42 2 19.3 B2

4 板 鉄 57 26 2 11.7 B3

_._. 板 鉄 51 20 4 10.7 B2 先三角にとがる

3 板 鉄 70 19 5 29.5 SDO1 先 スキーの先のようにそる

9 短 刀 鉄 125 33 4 41.9 E2

10 兜? 鉄 105 64 8 148.1 SBQ1 ひさしの一部?

2 板 鉄 61 20 2 8.4 C4 平行2列 穴、小札?

6 鉄 18 17 1 1.2 E2 中央に四角な穴

7 板 鉄 22 22 2 3.5 E2

8 鉄 101 5 1.5 5.1 F4

表3鉄 製品一 その他一覧表

挿図番号 種 類 材 質 長 さmm 幅mm 厚 さmm 重 さ9 出土位置 備 考

図17-11 キセル首 真 鍮 71 10
火皿の直径
13

9.1 F5 ガン首の中の胴部 の竹残 る

14 銅? 80 59 3～5 80.4 A3

16 板 銅 45 34 0.7 3.8 E2

13 銅 38 22 2 7.3 E2
ヒ

小突起 ・穴

12 銅 18 9 0.5 0.8 SDO1 2連 リング

15 飾 鋲 銅 27 18 3 2.0 E1

表4銅 製 品 一 覧 表
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Cそ の他の時代の遺構 と遺物

1)先 土器 ・縄文 ・弥生 ・古墳 時代

a)遺 構(図20)

南原遺跡で検 出 している溝状土砿 が郭 内 とマウ ン ド下層か ら計3基 検 出され ている(SKO6～SKO8)o

館跡外堀に よってSKO6・07とSKO8と の間がぬけているが、扇状 に並 んでいる点 は、南原遺跡例 に等 し

い。規模 は南原遺跡例 よ り長大で、SKO6が 長 さ約3.8m、SKO7が 約4.2m 、SKO8は2.4m分 を確 認

し、調査地 外へ続 く。 出土遺物はない。

b)遣 物(図21PL61)

先土器 ・縄文 ・弥生 ・古墳時代 の遺物 は調査地全域 よ り出土 し、 コンテナ約2箱 分 あるが 、詳細 な報告

は次年 度にゆず り、ここでは概要 のみ を報告す る。

先土器時代 は、硬質の頁岩製の剥 片が ある。

縄文 時代 は、竹管文お よび縄文 を施す 、前期の土器がある。

弥生時代 には、縄文 とヘ ラ描文 を施 した中期後半 の壺 、頸部 に櫛描簾i状文 をもつ甕な どがある。

古墳時代 は、二重 口縁壷 ・小壷 など揮 ある・

図21は 土 製 勾玉 で 、長 径2.3cm、 幅1.Ocm。D-1地 区 出土 。 弥 生 か 古 墳 時代 と思 わ れ る。

2)平 安時代(図20・22)

a)遺 構(図20)

土拡墓 と思 われ る遺構が3基(SKO3～SKO5)郭 内東端 で直列 して検 出された。

いずれ も長方形で、長 さ約 ユm、 幅0.5m前 後 の成人用 としては小 さなものである。土層か ら木棺 痕跡

等 は確認で きなかった。

いずれ も1～2個 の完形の黒色土器椀が、 口を上 に して出土 している。

b)遺 物(図22)

平安 時代 の遺物 は、黒色土器 ・土 師器 ・灰粕 陶器な どが、コンテナ1箱 分 出土 しているが 、ここでは土

拡墓 出土品 と灰粕 陶器 を報告 す る。なお、図示 してない ものは いずれ も小 片で、黒色土器 は土拡墓 出土例

と同 じものがほ とんどであ る。

黒色土器(図22-i～5)1・2がSKO3出 土 。3がSKO5出 土 。4・5がSKO6出 土。

4・5は 、 口縁端部が外反 し体部が 内湾す る形態 の もので、底部 外面にはログロ糸切 り痕 がその まま残

る。4は 口径13.2cm、 器高4.5cm、 底径6.Ocm。5は 口径12.8cm、 器高4.5cm、 底径5.Ocm。 いずれ も外

面に 「真 」の墨書が ある。極め て特徴的な字で、同一 八物に よって書かれ たもの と思 われ る。

3は4・5に 比べ や や 低 平 に な る。 口縁端 部 は丸 くお さめ る。底 部 外 面 は ロ クロ糸切 りがその まま残 る。

口径12.5cm、 器 高4.Ocm、 底 径5.5cm。

2は さ らに低 平 に な り、体 部 も直 線 的 とな る。 口縁 部 に 強 い横 ナ デ を施 す 。底 部 外 面 に ロ ク ロ糸 切 り痕

が 残 る。 口径13.Ocm、 器 高3.6cm、 底 径5.5cm。

1は 体 部 が 直 線 的 に な る。 底 部 外 面 は ロ クロ糸切 り痕 が残 る。 口径12.6cm、 器 高4.Ocm、 底 径5.2cm。

こ れ らの 椀 は 、4・5(SKO4)→3(SKO5)→1・2(SKO3)の 順 に並べ られ る。

　 ユ　

これ を飯 山編年にあてはめれば、4・5が 鍛冶 田A2号 土拡墓例(10世 紀後半～11世 紀)に あた り、1・
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図20土 坊: SKO3一 一一SKO51:25
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2が 鍛冶 田C2号 土拡墓例(11世 紀代)に あた り、3は その 中間 となる。

灰紬陶器(6～12)6～8は 壼 で、6は 台形 の、7は 屈曲 した高台 をもつ。8は 口頸部 であ る。

9は 椀で、やや厚 手であ る。 口径14.8cm。

10～12は 皿で、施粕 方法 は小 片のため不 明。11は 三 ヶ月形の低 い高台 をもち、12は 直線的で長 い高台を・

もつ。12が よ り古い もの と思われる。 いずれ も概ね黒笹90号 窯 式期(10世 紀代)頃 の もの と思 われ る。

注1望 月静雄i・高橋桂1985「 平安時代の土器編年について」 『長野県飯山市旭町遺跡群北原遺跡IV』 飯山市教育

委員会

図21土 製勾玉12

図22平 安 時代 の土器141～5黒 色土 器6～12:灰 粕 陶器
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4考 察

A大 倉 崎 館 跡 の 性 格 と 年 代

a).性 格

前節で述べ て きた大倉崎館跡の出土遺物 を機能別 にま とめ てみ る と次の ようになる。

供膳具 椀:青 磁(9)、 皿:白 磁小皿(7点 以上)・ 青磁 皿(10点 以上)・ 瀬戸美濃系(2)、 白

磁入角小杯(1)、 盤:青 磁(2)・ 瀬戸美濃系(2)、 壺:白 磁 四耳壺(1)・ 青磁(1)

貯蔵具 壺:珠 洲系(1)、 大甕:珠 洲系(6点 以上)・・越前系(1)

嗜奢 品 香炉:青 磁(1)・ 瀬 戸美濃系(2)、 茶椀:瀬 戸美濃系(4点 以上)、 花瓶:瀬 戸美濃系

(1)、 瓦質火炉(1)、 茶 臼(2)

調理具 粉挽 き臼(6点 以上)、 播 り鉢:珠 洲系(2)・ 石製(2)、 砥 石(5)

筆記具 硯(1)

武 具 鎧:小 札2片 、兜片か(1)、 短刀(1)

建築具 釘(74)

その他 銭貨(連 銭 を1と 数 えて40以 上)、 軽石(2)、 銅製飾具(2)、 他不 明品

これ らの遺物の組 み合 わせか ら、 い くつかの特徴が指摘で きる。

ひ とつは、供 膳具 は輸 入磁 器 が主 体 で あ り、国産 陶器 は 、香炉 ・茶椀 ・花瓶 などの嗜奢 品 として もち

いられて いることであ り、ふ たつには、おそ ら く水甕 として用い られたであろ う大甕 が、いずれ も珠洲 お

よび越前系 とい う北 陸の製 品を用いてい ることである。

また、小札 をは じめ とす る武具 の存在 は、出土数が少ないなが らも、当館跡の性格 の一端 を表 わ してい

る。

しか し、当館跡 の出土 品の組み合 わせ か ら想像 され る、高級磁器 で食事 をし、香 を焚 き、茶 を喫 し、粉

を挽 き、花 を飾 り(仏 事か)、 字 を書 くとい う姿は、当館跡が戦 闘的 ・防禦 的性格 としての城 とい う側面

よ りも、高級土豪層 の 日常的居館 としての性格が よ り強い といえよ う。

b)大 倉崎館跡の存続年代

遺物 の節で検討 したそれ ぞれの年代 をま とめ る と次のよ うになる。

輸入磁器14C後 ～15C前 半 を中心 とした15C代

瀬 戸美濃系15C代

珠洲 系14C～15C前 半(15C前 半が 中心)

越前系14C後 半～15C(15C前 半が中心)

銭 貨 北宋皇宗通宝(初 鋳1039年)～ 明永楽通宝(初 鋳1408年)

これ らの年代観か ら、当館跡 は、14世 紀～15世 紀に存続 した館跡 である といえよう。時代で いえば鎌倉

時代後半 ～室町時代 ということになる。 そして、出土遺物の大半 が、館廃絶時に一括投棄 され た と考 え ら

れる、郭 内の堀SDO1上 層下面か ら出土 してい るこ とは、当館跡 の廃絶年代 が15世 紀 の中にお さま り、戦

国期 まで降 らない とい える。また、SDO1上 層下面お よび、郭 内か ら炭や 灰が多量 にみつかってお り、遺

物 も火 をうけた ものが 多いので、廃絶の要因は火 災であった可能性 も考 えられ る。

この時代 は北信濃では、市河 ・小笠原 ・高梨 ・村上 などの国人が、領地 をめ ぐって時には反守護の兵 を

あげ、時 には互 いにせ め ぎあっていた時代 である。
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図23周 辺 館跡 の位 置1:50000(本 文 引用例 のみ 、2は 図外)
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図24周 辺 館跡実 測図 約1:1000

-176一



なお、出土 品のなか に煙管 の雁 首が あるが、 タバ コは ポル トガル船 による鉄 砲伝 来(1543年)以 降に伝

わった ものであ り、当館跡 との関係は一応保 留 してお く。

また、遺物 の年代 も十分 な検討が なされてお らず、一応 の年代 は示 したものの今後 の課題 として残 され

てい る。

B周 辺館跡 との比較

発掘終 了後 、当館跡 との比較資料 として、市内のい くつかの館跡 を踏査略測 した。 また、すで に測量図

が示 されてい る館跡 も少 な くないので、以下 それ らと比較 しなが ら大倉崎館跡 の:構造的な特色 をみてみ る

こ ととす る(図23・24参 照)。

a)各 館跡の概要

大倉崎館跡 あ らためて概要 を記せ ば、千 曲川の断崖に接 し、幅約10m、 深 さ約5mの 堀 を 「コ」の字

形に三方 にめ ぐらし、郭内には土塁 をもつ。郭 内の堀があ る。外堀 は南北約104m。 北辺34m。 南辺42m。

郭 内は南北約81m、 北辺16m、 南辺24mで 、面積は約1600m2と なる。14～15世 紀。

長者清水遺 跡(文 献1)岡 山地 区温井(ぬ くい)に あ る。旧十 日町街道に南接 し、北か ら南に延び る低

台地南端 に位置 し、北 ・東 ・西 に幅約4m、 深 さ0.8～1.4mの 堀 を 「コ」字形 にめ ぐらす。南側 は比高

2mの 崖 をなす。堀お よび崖 で囲まれ た部分 は、東 西約50m、 南北約45mで 、面積 は約2200m・ であ る。郭

内か らは一辺1.4×1.8mの 掘形 をもつ、7間(17.5m)×2間(6.5m)の 大 形掘立柱建:物をは じめ と

す る数棟 の建 物が検 出 されている。輸入磁器 ・珠洲系 陶器 ・鉄 器 ・石 臼等が 出土 し、14・15世 紀代 と考 え

られている。

犬飼城 館跡(文 献2)瑞 穂地 区犬飼(い ぬか い)に 所在す る。宮中(み や なか)丘 陵南端 の独立丘陵が犬

飼城館跡で ある。館 跡の北 と西 は、戸那子(と な ご)堤 防築堤時に土 取 りをした と伝 え られ るが、 それ以前

に も人為 的に切 断 し、堀 としたのか もしれない。

南北49m、 東西39mの 主郭(本 郭)と 、それ をとりま く帯曲輪 ・二之郭か らな り、全体は東西約90m、

南北約110mを はか る。主郭 は面積約1900m2で 、南端 に土塁痕跡が ある。全体 の面積は約7500m2と なる。

明治34年 岡本源内氏が館東麓 の水 田を開いた際 に、埋木 ・稗実 ・秤 ・鉄片 ・土器片のほか、内耳土器 ・

小皿20枚(素 焼)・ 小柄 刀 ・古硯2面 ㍉砥石 ・古銭(皇 宋通宝 ・天禧 通宝)が 出土 してい るが、資料 は同

家火災の ため現存 しない。 また二之郭井 戸中か ら染付 の小皿 ・湯釜が 出土 してお り、石 川謙次氏宅 に所蔵

されて いる。

内耳土器は概 ね15世 紀(室 町時代)以 降に出土す るものであ り、 また染付小皿は江戸初期 に比定 されて
　の
いる。

柏尾城館跡(文 献2)瑞 穂 地区柏 尾(か しお)に 所在す る館跡で、南か ら北へ延び る低丘陵北端 に位置

す る。東は谷状地 であ り、現在は水 田お よび道路 とな っているが、北 ・西 ・南 に堀の痕跡が ある。堀 は幅

約10m。 郭 内は東西約70m、 南北約55mで 、四方に土塁痕跡が残 る。郭内の面積 は約3800m2と な る。高梨

氏の柏 尾南館 に比定 され ている。

静 間神社館跡(文 献3)秋 津地 区中町(な か まち)に 所在す る館跡 で、清川の断崖 に南接 し(比 高差約

7m)、 南 ・西 ・東 に幅約7～8mの 空堀 を 「コ」字状 にめ ぐらしていた もの と推定 されてお り、館 跡東

隅の道路壁 面で 「V」 字形の黒色土の落 ち込みが確 認 されている。

郭内は50m×45mの 方形敷地 をな し、南 ・西 ・東に郭 内面 よ り1.5～2.Omの 比高 をもつ土塁 がめ ぐっ

ていた と推定 されている。郭内の面積 は約2250m2と な る。

なお、中国産 の青磁 と思われ るものが松沢氏によって採集 されている。
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北 畑館跡(文 献3)秋 津地 区北畑(き たばた)に 所在す る。清 川の断崖 に北接 し、北 ・東 ・西 に二重 の

堀 をめ ぐらす複濠複郭式構造 をとる もの と推定 されてい る。

内堀は土層観察か ら上幅約7～8m、 下幅約5m、 深 さは現地表面か ら2.3mあ った とされ、水 濠 と推

定 されて いる。内堀 に囲まれ た内郭 は約40m×50mで 、面積 は約2000m2と な り、西側 には土 塁が存在 した

もの と推定 されている。外堀 は、内堀 の外約70mの 所 にあ り、D地 点お よびE地 点で幅 が確 認されてお り、

D地 点では約8m、E地 点では約6mで ある。外堀 に囲 まれた所 は約90m四 方で、面積 は8100mZと な る。

発見遺物 として、灰粕 陶器片 ・内耳土器 ・珠洲系片 口鉢 ・瀬:戸系灰粕 皿片 ・五輪塔 空風輪 各1・ 伊 万里

焼 の猪 口 ・江戸初期 の絵志野皿 ・白粕稜 皿形陶器 ・石 臼等 があ り、室町時代中頃には内堀 が存在 し、江戸

時代前半 には内堀が埋 設 した もの とされている。

今井館跡(文 献4)太 田地 区今井(い まい)に ある館跡 で、慶安5年(1652年)の 検地帳 に 「たての内」

・「堀下」・「まつば」(的 場)等 の字がみ えるこ とか ら館跡 に推定 され ている。

現在 当地 は畑地 とな ってい るが踏査 した ところ、文 献4に 記載 され た状況 とさほ ど変 っていない。

東 を今井川 の断崖 に接 し、南 は丘陵端 となってお り比高約3mの 段がつ く。北には幅約8mの 一一段低 い

水 田が あ り、堀 と推定 で きる。西 は幅約9mの 水 田がテラス状 にある。堀があったか どうか は不 明。郭 内

は現況 で東西約45m、 南北約50mで 、面積 は約2250m2と なる。 青磁 ・硯 等 を表採 している。

顔戸館跡(文 献5)外 様地 区顔 戸(こ お ど)集 落北方の字 「館 ノ内」(たての うち)に ある館跡 である。

図示 したのは現在の耕 地整理後 の略測 図であるが、文 献5あ るいは地元の人に よれば、東北お よび西北 に

堀があ った と言われ る。南西は谷状地 であ り南東は比高約7mの 崖 をなしている。堀 の推定地 内の面積 は

現況か ら判 断す る と50m四 方で2500m2と なる。

その他 図24-9は 神戸砦 で参考 資料 として載せ た。瑞穂地 区神戸(こ うど)と 富 田(と みだ)の 間 を西走

す る尾根 中腹 にあ り、東 を道で切 られているが、 も ともと東 にも空堀があった らしい。西 は土 塁 と空堀 が

ある。平坦地 は10m四 方で100m2で あ る。

また、図23-10～12は 、各村 史に記載が あ り実際に踏査 したが、現状 では堀等の痕跡 がわか らなか った

ので略図 を省略 した所であ る。今後 の調査が またれ る。10は 中条館跡 で文献5に よれば現在の火 の見付近

にあた り、元禄6年(1693年)の 売渡 し証に 「屋敷 たての内」 と記 されている。11・12は 文献2に 記 され

てい る北 原館跡 および関沢館跡 である。北原館跡は丘陵南端にあた り、関沢館跡は独立丘陵頂部 に位置 し

てい る。

b)大 倉崎館跡の特 色

市内各館跡 に比べ て まず第1に あげ られ るのは、第1節 で もふ れてお いたが、大倉崎館跡は他に比べ極

めて保存状態が良 い というこ とだ。千曲川に臨む景観良好の当地 に現状保 存がなされ ておれば、第一 級の

史跡 としての価値 があ ったこ とは疑 いない。

構造的 には、第1に 、一方 を川 ないし丘陵端や谷地な どに接 し、他の三方 を堀 で囲む構造 は、市 内各館

跡 に共通 した構造であ り、大倉崎館跡 も同様 である。

第2に は 、他の各館跡 は概ね正方形の敷地 であるが、大倉崎館跡のみは南北 に細長 く、特異 である。 こ

の点 につ いては、大倉崎館跡は もとも とは幅広 であったが、千曲川に侵 食され て狭 くなった とす る考 え方

もある。 た しかに居館 としては郭内がせ ま く、郭内の最広所で も24mで あ り、土塁部分 をのぞけば 、最広

所 で18m、 最狭所 では11mと 狭す ぎる感 がある。 また、堀 の大 きさや 、出土 品の豪華さに比べ て、検 出さ

れた柱穴が小 さ く、大規模 な建物 が想定 で きなか った ことや、西辺 の堀が104mで 約1町 にあ た り、1町

四方 の敷地であった可能性 を考 えれば、侵 食され た疑い も十分 にある。 しか し、郭 内の堀SDO1東 端に 多

量 の遺物が一括投棄 され ていたことは、ここを東端 として意識 していたか らか もしれない。いずれに して
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も今 後、f醐 中・)儲磯細 芝等=を号慮 して検 討すべ き問題 である。

第3民 面結の辟{順香あ る ナ 倉崎館跡は郭 内の而積約1600mzで 、犬飼館跡が7500m2、 柏尾館跡が3800

L11`、北畑麟蝿 が紬)OP1と ゾ、きく、他は大概2000～2500m`'で あるのに比べ て もや は り狭 いよ うであ る。 しか

し参 考 とした神戸砦が100m」 であ るこ とを考えれば館跡 として決 して不都合 ではない。 この問題 も第2の

点 を考慮すべ きであろ う.

第4に は、他 の館跡 に比べ 、堀の規模 が大 きいこ とが あげられ る。発掘 された ものが少な く何 ともい え

ないが 、発掘}llで もaた倉崎館跡の堀は幅10m以 上 あ り、深 さも2～4mあ り、他 の館跡が広 くて も7～8

m幅 であ ることと比べ雄大 である。出土遺物 にみ られ た 日常的居館 としての性格 に反 し、堀は他館跡 に比

べ十分に防禦 的性季各が強 いQ

以J,点 の特 色 を;∫ヤしたが 、中世 館跡の調 査はまだ緒についたばか りであ り、大倉崎館跡 も、中央 の一

部 を発掘 したに すぎない。今後の調 査に まつ ところが大 きい。

注 」

文 献1

文 献2

文 献3

文 劇、4

一文:「i,4
Uf＼5

称}渥 凡学 教 授 楢}崎 彰一一^8東 京五 島 美 術 館 学 芸 課 長 竹 内 順 一 ・丸 子 町 教 育 委 員 会 学 芸 員 竹 内 一 徳 の 各 氏 に 、 市 教

愛 で1・185年 に 鑑 定 をお 願 い し た と こ ろ 「伊 万 里 色 絵 輪 花 皿Lで 、 江 戸 初 期 の 古 九 谷 様 式 で 、 従 来 は 古 九 谷 と さ れ て

き た ノ イフ で あ る が 、 現 在 占九 谷 は 、 伊 万里 に て生 産 され た とい う の が 通 説 で 、 そ れ に 従 う」 とい う 見 解 が 示 さ

わ∫ い ろ

一!
、撫1■ い ノkの 沢 遺ぜ亦、1985飯 山 市 教 育 委 員 会

く唄 主肩 一劉lP)8(、 「レt1世」 『新 編 瑞 穂 村 誌 』

松1川 弼ll978周 《山 市 静 間 の 二 つ の 館 跡 」 『高 井 』40号

;LIl苦 メ＼19511太 田 村 史 凶

ハll、}評lL957F外 様 羊寸史.・

▲ 地 元向け発掘 だ よ り(か わ ら版)
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飯 山盆地 を貫 流 して きた千 曲川が、狭 い山間地 に さしかか る直前 の左岸 に南北に細長 く存 在す るのが、

大倉崎丘陵であ る。この丘陵 の北端 に近い部分 に大 倉崎館趾が構築 され ている。 この館趾 については、戦

国時代 末期 に竹 内源 内の居城 であった とい う伝 説があ る以外 に何等の解明の手懸 りはない。

発掘の所 見によれば 、当地方 におけ る館趾 の中で も山林 中に存在 していたためか破壊 の度合 はいたって

少 な く、保存状態 は きわめ て良好であ った。従 って出土遺物 も豊富で しか も貴重 な品々が 多 く、該館趾 に

居 を構え た在地土豪 の 日常生活の富裕 さを示 してい るといえよう。最近 にいた り、飯 山地方 に今 まで不 足

しが ちであった中世 の調査が増加 して きた。そ して、中世 の貴重な遺物や遺構が私達 の眼前 に次第 にその

姿相 をあ らわ して きつつ ある。今 まで出土 した遺構 ・遺物は県内において も第一級 の折紙 をつけ られ るよ

うなものが多い。今後 も中世の調査が行 われた場合 に今 まで以上 の良好 な遺構 ・遺物が出土す る可能性が

きわめて高い。換言すれ ば、開発が他地方 に比較 してそのテ ンポが遅か ったため といえよう。同時に また

それだけに文化財 に対す る認識の足 りな さも指摘 し得 よ う。調査 をす るたび ご とに指 摘 して きた ことであ

るが、埋蔵文化財 は一度破壊 された ら二度 と私達 には もどってこないのである。調査 は、私達 に貴重 な遺

構 ・遺物 を提供 しその地方 の歴史の解 明に役立つ こ とは事実 であるが 、同時に調査 は破壊 で もある。従 っ

てや む を得ず調査 をす る場合 には、充分 な 日数 と綿密 な計画の もとに行 われ なければな らない。翻 って飯

山地方の発掘調査 につ いてみれば、必ず しも綿密 な計画 と充分 な 日数 をかけて行 っている とはいいが たい

のである。常 に工事 の 日数 と追いかけ ごっこで終了 とい うパ ター ンが 多い。 このこ とは、私 達の祖先が残

した貴重 な財産 を私達の手で 自か ら葬 り去 っている といえるだろ う。大倉崎館趾 の調査は当 にその例 とい

えるであろ う。館趾 の存在す る地 点は、すで に触れてい るよ うに江戸時代か ら知 られ ていた ところである。

そして、 また飯 山市の埋 蔵文化財分布 図に も明確 に示 されて もいる。それが事前 に打合わ され ることなく、

私達 に示 され たのはルー ト決定後 で、最早や変更で き得 ない という時点に立 ちいたってか らであ った。「考

察」 で触れ ているように館趾 内か ら出土 した遺物 は、貴重 なものが多 くそ して館趾 を取 りま く濠 の規模 も

雄壮 である。 当地方に とっては稀 にみ る貴重な ものである。調査 中か ら何 とか保 存で きないか との声が あ

がったの も当然 といえ よう。結果的には、館趾 をめ ぐる濠の部分 は残 され るこ ととなったが 、調査 した館

趾 内は橋台 で完全に破壊 とい うこ とに決定 した。せめ て濠だけで も残 され たのが救 い といえば救 い といえ

ようが 、景観的には著 し く損 われ るこ とは否定 で きない。更に今 回調査 したのは、館趾の三分 の一位 であ

り、他 の残 された地域 の保存 をどう考 えるか とい うこ とも重要 である。館趾 の景観 をこれ以上 損わな いた

めに も保存に対 しては充分 な検討 を関係機 関に強 く望み たい。

大倉崎館趾 について、当地方の 中世 に精通 してお られ る金井喜久一郎先生は、瑞穂村誌の 中で、高梨 氏

の渡船場の監視所 であろ うとい う見解 を示 され ている。調査 中指導に見 えられた折に もそのよ うな見解 を

持 たれていたが、その後 、濠の規模 ・構造 の素晴 らしい こと、出土遺物 の豊富 な内容 等か らして単 なる監

視所 としては考 え られない との判断 をもたれ るにいた られたよ うであ る。従 って、 ここでは南北 に細長 く

変則的な形状 をとっているが、一般 的な館趾 としての性格 を有す るもの としてお く方が穏 当で あろ う。

郭内には、東西 に一本 の濠が存在す る。 この濠は どのよ うな性格 を有す るかは、今後 の検討課題 といえ

よ う。郭 内の濠か ら出土 した遺物 は、火 をうけた ものが 多 く火災によってこの館趾 は廃絶 され た もの と考

え られてい る。単 な る火災であれば廃絶 とい うこ とは考 えに くい。戦 乱による廃絶 と考 えた方が よいで あ

ろ う。 とすれば、果 して15世 紀中半 頃までにこの地域 においてどの ような戦乱が展 開され たのであろうか。

市河文書以外に中世 の史料 を欠 く当地方 にあっては、現状 では解明の仕様が ない。歴 史的事 象 を物語 る史
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料不足は、中世 の真 の姿 に私達 を近付けて くれない。

大倉崎館趾 は、今 日も千曲川 を臨んでひ っそ りとたたずんでいる。対岸 の瑞穂地区は野沢菜 の栽培 地で

ある。春 、館趾か ら眺め る絨17を 敷 きつめた ような菜 の花 畑は素晴 らしい。末尾なが ら、調査 について指

導頂 いた金井喜久一・郎 ・河 内八郎両先生、県文化課小林秀夫 ・児玉卓文両指導主事 、物心両面 の援助 を賜

った市会議員藤沢 賢一郎氏 、上野区長小出幸一郎 氏、大倉崎 区長鈴木一氏 、常 盤分館長 岸 田正氏、寒暑 の

中調査 に協 力 された地元作業員の皆 さんに衷心 より御礼 申 しあげ る0

63教 文 第7-15号

平 成 元年3月1日

茨城大学人文学部教授

河内八郎 先生

長野県教育委員会事務局文化課

飯山市上野城館吐の保護について(回 答)

日頃本県の埋蔵文化財保護につきまして御指導いただき誠にありがとうございます。

さて、ご指摘いただきました標記の上野城館吐の保護については、建設省、長野県土木

部他関係機関、飯山市教育委員会、高橋桂調査団長他調査員諸氏と文化課で数回にわたり

協議を行い、下記のとおりの結果となりましたので御報告いたします。

己二一百

1建 設省が計画している千曲川の護岸工事を変更し現存している城館吐の大半を保存す

る。(計 画通り進行すると現存部分の1/5ほ どしか残存しない。)

2県 土木部が計画中の国道117号 線バイパスの橋台は予定通りの位置とし、矢板等を

用い堀削部分を最少限とするよう最大限の努力をする。

3今 回の調査で検出された土塁、堀は道路で削平するが、削平部分は工法を工夫 して復

元する。工法については、文化課、市教育委員会と協議する。

4県 土木部で再実測し堀削部分を最少限とするようにし、施行業者を含め現地で協議す

る。

5城 館吐の残存部分の保存、公開、説明板の設置等を行う。

6未 調査部分調査の時期、予算については今後協議する。

7県 土木部飯山建設事務所は、今後企画段階から埋蔵文化財の保護について県文化課、

市教育委員会と協議する。

尚、調査員諸先生からは、今回の発掘調査で検出された遺構を保存してほしい旨の要望

があり、県土木部とも協議しましたが、地質構造の問題 ・橋脚構造の変更等があり断念せ

ざるを得ませんでした。

また、今回発掘済みの部分を残す(橋 台を外堀側へ移動させる)案 につきましては、文

化課の判断で城館吐全体の景観を保存した方がベターとしました。

以上のようにまとまりましたが、今回の反省を生かし埋蔵文化財の保護に万全の対策を

とる所存でありますので、今後御指導よろしくお願い申し上げます。
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PLATE



PL1

遺 跡 群 航 空 写 真



PL2 日焼 遺 跡

層 序



PL3
日焼 遺 跡

調査区近景(東 南より)

調 査 風 景



PL4 日焼 遺 跡

'調査風景(第5群)

調査=風景(第4群)



PL5 日焼 遺 跡

遺物出土状況(第1群)

打製石斧出土状態(第1群)

掻器出土状態(第1群)



PL6

黒耀石原石出土状態(第4群)

日焼 遺 跡

掻器出土状態(第4群)

掻罫出土状態(第4群)



PL7

ナイフ形石器出土状態(第6群)

日焼 遺 跡

削器出土状態(第6群)

敲石出土状態(第6群)



PL8 日焼 遺 跡

調査に携わった人達

第6群 出土 礫器 ・敲石



PL9 日焼 遺 跡

第1群 出土石 器(1)



PL10 日焼 遺 跡

第1群 出土石器(2)



Pl..11 日焼 遺 跡

第2群 出土石器(1)



PL12 日焼 遺 跡

第2群 出土石器(2)第3群 出土石器 搬入石材接合資料



PL13 日焼 遺 跡



PL14 日焼 遺 跡

第4群 出土石 器(2)


